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第１章　プロローグ







　この世界にゲームみたいなダンジョンができるようになってから二十年。

　世界がこうなってしまってから最初は混乱に混乱を極きわめて、世界のいろんな機関がてんやわんやだったらしい。

　だけど、人は順応する生き物であり、頑がん張ばればなんとかなる生き物で、ちょうど俺おれが産まれた十九年前。

　だいたい一年で世界ダンジョン条約なんてものが各国間で交かわされたり、俺の住んでる日本でも法令ができたりなんかした。

　そして、一いつ般ぱん人じんもステータスとスキルを手に入れられ、ダンジョンに入れるようになったことから、かつての「ゴールドラッシュ」にも似た社会現象が起きた。小さな魔ま石せき一個が当時の値段で百万を超こえることから、一いつ攫かく千せん金きんの夢を見た人が溢あふれかえったのだ。

　だけど、それもダンジョンの中で命を落とす人が増えたことで落ち着いたけど。

　まあ、それでも毎年何万人という新規の探たん索さく者がダンジョンに入っては新規じゃない探たん索さく者も含ふくめてちょくちょく死んでいってるんだけど、ダンジョンに潜もぐる探索者が減る事はない。

　それが今のダンジョン。

　それが今の世界だ。







＊　＊　＊







「……」

　集中する。

　だいたい20メートル先のオークの頭を狙ねらって弓に透とう明めいな矢をつがえる。

「フッ!!」

　俺は弓につがえた透明な矢を射うち放つ。

　放たれた矢はぐんぐんと飛んでいき、遠く離はなれたオークの頭に突つき刺ささり、オークは体液を流しながら膝ひざから崩くずれ落ちる。
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『レベルが１上がりました』

「……ふぅ」

　脳内にレベルが上がった事を知らせるシステム音が聞こえたのを確かく認にんしてから、一息ついて弓を下ろす。

　倒たおした魔ま物ものの数はさっきのでようやく三十匹ひき目。

　一応これで今日の目標のノルマは達成かな？

「ステータス」

　倒したオークから魔石を取り出す前に、レベルアップに伴ともなって上がったであろうステータスを確認するためにステータスを開く。


　――――――

　天あま宮みや楓かえで

　レベル78

　ＨＰ：７８０／８００　ＭＰ：１２５／４１０

　攻こう撃げき力りよく：１５０（＋52）

　防ぼう御ぎよ力りよく：１００（＋12）

　俊しゆん　敏びん：１５０（＋57）

　器　用：２５０（＋１４７）

　精神力：２００（＋１１７）

　幸　運：50

　ＢＰ：５

　ＳＰ：50

　スキル：【魔法矢マナ・ボルトLv.９】【弓きゆう術じゆつLv.５】【鷹たかの目Lv.２】【アイテムボックスLv.１】

　――――――



　よし、ちゃんとステータスは上がってるな。

　基本的にステータスは１レベル上がるごとに、だいたいＨＰが10にＭＰが５くらい、それに幸運を除いた各ステータスが１、２ずつ上じよう昇しようしていく。

　上昇量は微び妙みようだけど、俺おれ達たちみたいなダンジョンに潜ってる探索者からしたらかなり重要なことだ。

　……それにしても。

「レベルが上がりにくくなってきたな……一年もかけてまだ78か……」

　既すでにダンジョンに潜って一年。

　十八歳さいの誕生日にステータスを確認できるようになって目にしたのは、【魔法矢マナ・ボルト】という妙みようなスキルだった。それは、いくら調べてもまったく情報がない、いわゆる「ユニークスキル」と呼ばれる種類のもの。

　これに興奮した俺は、高校在学中に二ヶ月の講習を受けて探索者の資格を得た後、すぐにダンジョンに入った。

　ユニークスキル持ちってことでめちゃくちゃ期待されてたし、俺も世界トップレベルの万まん超ごえのレベルに到とう達たつできるんじゃないかって期待していた……けど、そんな簡単にはいかない。

　まず、俺のユニークスキル【魔法矢マナ・ボルト】は現時点でこんな感じだ。

【魔法矢マナ・ボルトLv.９】

　・消費ＭＰ：20

　・魔ま力りよくを消費して魔法の矢を生成する。

　・矢自体の強度、攻撃力は精神力のステータス×0.5。

　俺の【魔法矢マナ・ボルト】は説明の通り、魔力を消費して魔法の矢を作るだけのスキルだ。

　……そう、だけなんだよ……

　特に、勝手にモンスターに向けて飛んでいったりしない。

　だから、使い方はごく平へい凡ぼんなもの。つまり、【魔法矢マナ・ボルト】で作った透明な矢を弓につがえ撃うつ。

　これじゃあ普ふ通つうの弓矢と同じだ。

　飛ひ距きよ離りだって伸のばすには攻撃力のステータスが必要だし、当てるには【弓術】のスキルや技術のステータスが必要になってくる。

　それなら探索者協会を経由して国に許可を取って、近きん距きよ離りでショットガンを撃ってる方が強いし、モンスターを倒すのも早い。

　それに、ステータスを上昇させるＢＰも他の人みたいに攻撃力と俊しゆん敏びんのステータスに振ふったり、防御力と技術のステータスに振ってダメージディーラーになったりタンクになったりといった特化した強化ができない。

　飛距離を伸ばすために攻撃力、矢を当てるために技術、【魔法矢マナ・ボルト】の強度と威い力りよくを上げるための精神力。

　そんな感じで、俺の場合複数のステータスを上げなきゃいけないから、いわゆる器き用よう貧びん乏ぼうになってしまう。

　それでも【魔法矢マナ・ボルト】自体に攻撃力があるからまだ普通の弓よりは攻撃力が高い。

　まあ、その普通の弓も弓を使うぐらいなら銃じゆうを使った方が強いから、俺以外弓を使ってる人を見たこともないけど。

「だからと言って今さら変えるわけにもいかないしな～……」

　だけどこのまま俺が資格を取った時の同期との差は開くばかりだし……

　俺の【魔法矢マナ・ボルト】が使えないってわかった瞬しゆん間かんみんな離れていったし、器用貧乏なステータスのせいで同期と組んだパーティーについて行けなくてクビにもなった。

　その時はめちゃくちゃ悔くやしくて、めちゃくちゃ悲しくて、めちゃくちゃ泣いて枕まくらを濡ぬらしてしまったけど、今ではもう気にしてない。

　なんか泣きすぎて溜たまっていたものを全部出したからか特に気にせず次の日からダンジョンに潜れたし。

　だけど、やっぱりパーティーの方が色々と効率がいいのもあって、その後も何回か新しく探索者になったパーティーに入れてもらったりした。

　だけど、俺みたいにＢＰの割り振りが中ちゆう途と半はん端ぱだと、やっぱりＦ～Ｓまである探索者ランクの中だと、Ｄランク程度までしかついていけなくて……それからは、ずっとＥランクのダンジョンでソロで活動してる。

　しばらく時間が経たつと、Ｅランクダンジョンに一人で入った方が新しく探索者になったパーティーに入るよりも効率が良かったのもあった。

　それでもちょくちょく、Ｆランクのダンジョン内で出くわしたり一時的に一緒になる初心者パーティーに、基礎的なダンジョンについての注意事じ項こうなんかも教えたりしてたんだけど……

「それでついたあだ名が案内役ナビゲーターって？　……笑えないな……」

　本当に笑えない。

　このあだ名のせいでレベルが上がってＤランクダンジョンのボスに通用するようなステータスになってからもソロのままだ。ボスに挑ちよう戦せんするために俺をパーティーに入れてくれるパーティーを探しても見つからない。

　まあ、探索者協会の人達には信用してもらってるからそこは良いのか？

「まあ、いいさ！　このまま俺は俺なりに強くなってやる!!」

　どうせ俺が強くなるためにはダンジョンに潜り続けるしかないんだから。

　高卒で社会に出ずにダンジョンに潜り始めたから俺が入れる会社だと今の俺より低い給料だし、高くても調べたらしっかりブラックだったりするしな！

「よしっ！　じゃあせっかくここまでＳＰを溜ためたんだ！　【魔法矢マナ・ボルト】のスキルレベルを上げよう!!」

　俺は気を取り直してからステータスにある【魔法矢マナ・ボルト】にＳＰを割り振ってレベルを上げる。

『魔法矢マナ・ボルトのスキルレベルが上がりました』

　よし……これで溜めてきた10レベル分のＳＰがすっからかんだけど【魔法矢マナ・ボルト】のスキルレベルが10になる。

　今までのレベルアップでは同時に作れる数が増えたり、消費ＭＰが減ったり矢の強度と攻撃力の倍率が上がったりしただけだったけど今回は違ちがうはずだ。

　総じてユニークスキルというのはスキルレベルが10、20、30、40、50といったように10の倍数で新しく効果が増えることが多い。

　そして今レベルが上がった【魔法矢マナ・ボルト】はスキルレベルが10。きっとスキルに新しい効果が増えてるはず。

「……さて……どうなっているか……」

　これの結果によって俺のこれからが決まってくる。

　これからダンジョンに潜るのが楽になるのか、それとも言っちゃ悪いけど使えないような効果が増えるのか……

　今までの苦労が吹ふき飛ばされるような効果が付いてたら良いけど。

　というかここまで頑張って何も無かったら泣く。

　大人一歩手前の男が、恥はじも外聞も気にせず泣くぞ？

　俺は恐おそる恐る【魔法矢マナ・ボルト】の説明を確認する。

「…………おー！　新しい効果が……うん？」


　――――――

【魔法矢マナ・ボルトLv.10】

　・消費ＭＰ：20

　・魔力を消費して魔法の矢を生成する。

　・矢自体の強度、攻撃力は精神力のステータス×0.5。

　・【捕捉ロツクオン】スキル強制取得。

　――――――



　……これだけ？

　まあ、ユニークスキルがレベルアップしてスキルを新しく手に入れられるなんて聞いたことないけどね？

　えっと、詳しよう細さいは……


　――――――

【捕捉ロツクオンLv.１】

　・視し認にんした対象への遠えん距きよ離り攻こう撃げきが必中する。

　――――――



　いや、確かにすごい効果だと思うけど……なんかショボくない？

【捕捉ロツクオン】の説明を見る限り、遠距離攻撃が必中らしいから俺の場合は射った矢が必ず当たるってことになるけど……

　え？　本当にこれだけ？

　てか攻撃力がめちゃくちゃ強くなったりとか、消費ＭＰが無くなったり、何か強力な効果が付いてたりするんじゃないのか！　？

【魔法矢マナ・ボルト】自体は何も変わってないじゃん！

「魔法矢マナ・ボルトが必ず当たるようになったのは嬉うれしいんだけどさ……」

　でも、なんだろうこのガッカリ感は……

「はぁ……」

　まあ、でもいいや。

　これからは新しく手に入れたスキルに期待することにしよう。なんかもう今日は疲つかれたわ。

　そんな期待をしながら、俺はオークから魔石を取り出して、ダンジョンを出るために出口に向かって歩き出すのだった。







第２章　捕捉ロックオンスキルの真価







　新しいスキルを手に入れた翌日。

　俺は早さつ速そく昨日手に入れたスキルを試ためすために昨日と同じくオークが出てくるＥランクダンジョンである巌がん窟くつのダンジョンに来ていた。

「ホッ!!」

　適当に射うった透明な矢がオークの頭に突き刺さる。

　頭に透明な矢が突き刺さったオークは鳴き声もあげることなく膝から崩れ落ちた。

「おお、本当に狙った所に飛んでいくんだな」

【捕捉ロツクオン】スキルのおかげで毎回毎回、丁てい寧ねいに時間をかけて狙いを付けなくても自動的に【魔法矢マナ・ボルト】で作った透明な矢がオークに向かって飛んでくれる。

「【捕捉ロツクオン】スキル……結構使えるな」

　今までは百発百中なんてこともなく、モンスターがどんな動きをするかもわからなかったからある程度距きよ離りを取って、動かれる前に【魔法矢マナ・ボルト】を放っていた。

　だけど【捕捉ロツクオン】があればその心配はない。

　常にモンスターの動きに合わせて矢が追つい尾びしてくれる。

　それに、動きながら射っても必ず当たるようになったしな。

　オークの振り回してる棍こん棒ぼうを避さけながら射っても百発百中。

　だけど、少ししか使えてないけど【捕捉ロツクオン】スキルの有用性もわかった。

「これならいけるか？　ボスのソロ討とう伐ばつ」

　俺は顎あごに手を当てて考えていく。

　ダンジョンのボスというのは、一いつ般ぱん的てきにそのダンジョンのランクに比べて、一つだけ上位ランクのモンスターと相場が決まっている。

　だから、俺が今いる「巌窟のダンジョン」（Ｅランクの場合）、Ｄランクのモンスターであるハイオークがボスだ。

　ハイオークはオークをもっと獣けもの感を増して一回り大きくしたようなモンスターで、防御力とＨＰがとんでもないことになってるボスモンスターだ。

　だけど同じＤランクのモンスターでもボスだけあってか経験値もボスの方が断然多かったりする。

　勿もち論ろん強さも普通のＤランクのモンスターよりステータスが強化されてるから強い。

　というかあんな化け物耐たい久きゆうのモンスターが同じランクのダンジョンにうようよいてたまるか。

　そんな強化されたＤランクのモンスターのボスと、限られた空間で戦うのは難しい。特にソロだと、俺がずっと狙われるというのもあって矢を正確に当てられなかったから今まで断念してた。

「それでも今ならハイオークぐらいの攻こう撃げきなら避けられるし確実に俺の攻撃は当たるんだ。いけそうだよな……よし!!　そうと決まれば!!」

　オークを倒した場所から歩みを進めてボス部屋を目指す。

【魔法矢マナ・ボルト】を作る魔力を残すために一いつ切さい戦せん闘とうはしない。オークを見かけたら近づかずにハイオークのいるボス部屋まで一気に駆かけ抜ぬける。

「よしっ！　着いた!!」

　扉とびらは……開いてるな。

　ここで扉が閉まってたら、誰だれかがボスに挑いどんでるか戦せん闘とうの途と中ちゆうでボス部屋から離り脱だつしてボスが受けたダメージを回復してる最中。そうじゃなかったらボスが倒されて一分経っていなくてまだ再出現リポツプされていないという事になる。

　まあ、開いてるなら好都合。

「よーし……行くぞ!!」

　俺は勢いよく部屋に飛び込こみ、後ろで扉が閉まる音を聞きながらすぐに【魔法矢マナ・ボルト】を構える。

　ハイオークはオークに長い毛が生えて、牙きばが大きく、長くなったようなモンスターだ。

　その大きさはだいたい５メートルぐらいでＨＰ、攻撃力、防御力のステータスが高いＴＨＥ・脳筋といったようなモンスターになっている。

「シッ!!」

　そして、ハイオークを視界に捉とらえてからすぐに【捕捉ロツクオン】スキルを使って【魔法矢マナ・ボルト】で作り出した透明な矢を弓につがえてハイオークに向けて射つ。

「ブモォオオオ!?」

　矢は真まっ直すぐにハイオークの顔面めがけて飛んでいき、直ちよく撃げきした。

　だけど、油断しないでそのまま移動し続けて矢を射ち続ける。

　ただ、普通のＤランクのモンスターならまだしも、ボスになってステータスが強化されてるハイオークは数撃与あたえただけでは倒れてくれなかった。

「ブモァァァアアッ!!」

「まあ……そうだよな……」

　俺が攻撃している間にハイオークも反はん撃げきしようと棍棒を振り回してきたり、腕うでを振るったりしてくるがそれをこれまでのソロとしての活動を存分に活いかして避けながら矢を射っていく。

　射った矢が刺さることはないけど、それでも十分ダメージを与えていきハイオークに傷をつける。

「……ッ!!」

　そうやって避けながら矢を射って九回目。

　ようやくハイオークの身体に異変が現れた。

「ふぅ……やっとか」

　やっとハイオークの身体に大きな傷が目立ち始めて息も切れ始めた。

　やっぱり今までのＥランクのモンスターとは文字通り格が違うな……

「ブモァァァアアッ!!」

　すると、ハイオークは雄お叫たけびを上げながらさっきよりも大きく棍棒をめちゃくちゃに振り回しながら俺に向かって突とつ進しんしてくる。

「おっと」

　それを避けるために弓に透明な矢をつがえながらバックステップで距離を取る。

「……あっ……」

　だけどこの時俺は失敗を悟さとる。

　まず、俺は突進してきたハイオークから距離を取るためにかなり力を入れてバックステップをした。

　そして、俺がバックステップした場所は扉の近くだったわけで……

　Q.　扉の近くで思いっきり後ろに下がったらどうなるでしょう？

　A.　扉が開いてボス部屋の外に出ます。

「……嘘うそだろぉぉぉおお!!?　ぐへぇっ!!」

　扉が開いて、バックステップをした勢いのまま俺の身体はボス部屋の外に転がっていく。

　待って！　ボス部屋から出るのはまずい！

　ボス部屋から出た瞬間にボス戦は強制的に中断され、直前の戦闘で受けたボスのＨＰが回復するまで扉が閉まって開かなくなってしまう。

　そうなるとまた一からやり直しになってしまう。

　それだけは絶対に嫌いやだ!!

「くそっ!!」

　俺は慌あわてて体勢を立て直してゆっくりと閉まっていっている扉に急いで入ろうとする。

　しかし、時ときすでに遅おそし。

　扉は無情にも完全に閉まりきってしまった。

「やらかしたぁ……」

　せっかくあそこまで戦えてたのに……

　初めてのボスソロ討伐の挑戦だったから慎しん重ちように行き過ぎたのか。

　ステータスを開いてＭＰを確認すると消費していたＭＰは１８０。

　つまり九回ハイオークに【魔法矢マナ・ボルト】を当ててたことになる。

　それであれだけボロボロだったってことは……

「本当にあと一回、二回ぐらい当ててれば倒せてたんだなぁ」

　まあ、やらかしてしまったことは仕方がない。

「ここは一いつ旦たん休んでもう一回……うん？　なんだこれ？」

　なにか視界と感覚がおかしい。

　視界は意識してないのに自然と扉に向けられるし、扉の向こうに何か繋つながってるような感じもする。

　本当になんだこれ？

　こんな感覚今までの探索者生活で初めてのことだ。

「……初めて？　もしかして!!」

　俺はその不思議な感覚を確かめるためにその辺に落ちていたただの石を手に取り扉に向かって投げる。

　普通だったらただ投げただけだから扉に当たって地面に落ちる筈はずだ。

　だけど俺の予想が正しかったら……

「ッ！　やっぱり!!」

　俺の予想通り投げた石は地面に落ちることなく扉に向かってまるで磁石を使ってるかのように扉にくっついて、物理法則を無視している。

「そうか！　ここでも【捕捉ロツクオン】の必中効果が発揮されてるんだ!!」

　今投げた石も俺がハイオークに遠距離攻撃をしたって判定になってて必中だけど扉に遮さえぎられて物理的にそれ以上進めないから扉にくっついているのか！

　だけどそういうことなら！

　俺は思い付いたことを試すために【魔法矢マナ・ボルト】で透明な矢を作り出して弓につがえる。

　俺のユニークスキル【魔法矢マナ・ボルト】は魔法のように火や風に変へん換かんしないでそのままのＭＰ、つまりダンジョンの空気中を漂ただよっている魔素と同じものを使って矢を作り出すことができるものだ。

　その性質もあって【魔法矢マナ・ボルト】で作り出した矢は実体を持たない。

　これは以前オークが防ぼう御ぎよに使った棍棒をすり抜けてオークに当たったことがあって、それで確認済みだ。

　当たれ、と念じたら生物は無理でも無機物はすり抜けて目標に当たってくれるんだからありがたいよ。

「よし……シッ!!」

　そして扉に向かって透明な矢を射つ。

　俺の射った矢は扉をすり抜けてボス部屋の中に飛んでいく。

「……どうだ……」

『レベルが３上がりました』

「……!!」

　レベルが上がったシステム音が聞こえてきたのを確認してさっきまで扉についていた石が地面に落ちたことも確認する。

　そして、少し緊きん張ちようしながら扉を見つめていると扉がゆっくりと開き始める。

「やった！　成功だ!!」

　ボス部屋の中を覗のぞくと透明な矢が胸に突き刺さっているハイオークの死体がそこにあった。

「……！　よっしゃぁああ!!」

　俺は力強くガッツポーズをする。

　初めてだ！　初めてボスをソロ討伐したんだ！

　案内人ナビゲーターってバカにされてた俺が！

　しかも絶対に他の人にはできないような方法で！

　それにソロ討伐だったから経験値もうまい！　レベルが一気に３も上がった！

「これはもしかしたらもっと上のランクのダンジョンでも通用するんじゃないのか!!」

　ヤバい！　夢が膨ふくらんでくるぞ！

　だけど普通の人よりも安全に早く強くなれるのは間ま違ちがいなさそうだ。

　ＭＰを考えるとあともう一回挑戦できそうだな。

「じゃあ死体を回収して……と」

　ハイオークの死体を【アイテムボックス】で回収してボス部屋から出る。

「よーし！　さっきのを利用してもう一回だ!!」

　俺は気合いを入れ直してもう一度ハイオークに挑む為ために一分待ってから扉の開いたボス部屋に入るのだった。

　あの後、再出現リポツプしたハイオークを【捕捉ロツクオン】スキルを使ってボス部屋の外からペチペチ【魔法矢マナ・ボルト】を射ち続けて一方的に倒した俺は死体を換かん金きんしてきて誰もいない家に帰ってきた。

「ふぅ～疲れた～」

　家に入ってすぐにリビングに行き、ソファーに転がる。

　今日はなんか色々ありすぎて身体も頭もくたくただ。

　正直このまま寝ねちゃいたい。

「だけどまだやりたいことがあるんだよな」

　そう呟つぶやいてから【アイテムボックス】からスマホを取り出す。

　調べるのはＦランクのダンジョン。

　そして出てくる複数のランクのＦダンジョンについての情報と動画サイトのＰｏｕｔｕｂｅに投とう稿こうされている「Ｆランクダンジョンの攻こう略りやく！」や「モンスターの倒しかた！」といったタイトルの動画だ。

　この二つは俺が強くなるために必要な知識であり、情報でもある。

　特にモンスターの倒し方に関してはソロで戦う上で一番重要なことだからな。

「……さて、どのダンジョンにするかな」

　こうして俺がさっきまで潜ってた巌窟のダンジョンみたいなＥランクのダンジョンじゃなくてＦランクのダンジョンについて調べているのにももちろん理由がある。

「ステータス」


　――――――

　天あま宮みや楓かえで

　レベル84

　ＨＰ：８６０／８６０　ＭＰ：４４０／４４０

　攻撃力：１５６（＋52）

　防御力：１０６（＋12）

　俊　敏：１５６（＋57）

　器　用：２５６（＋１４７）

　精神力：２４１（＋１５２）

　幸　運：50

　ＢＰ：０

　ＳＰ：30

　スキル：【魔法矢マナ・ボルトLv.10】【弓術Lv.５】【鷹の目Lv.２】【アイテムボックスLv.１】【捕捉ロツクオンLv.１】

　――――――



　開いたステータスを確認する。

　確認する項こう目もくはＭＰ。

　俺の現在のＭＰが４４０。

　そして【魔法矢マナ・ボルト】で一回に使うＭＰは20。だからＭＰを全部使うとしても二十二回【魔法矢マナ・ボルト】を使うことができる。

　対して、一体のハイオークに使う【魔法矢マナ・ボルト】を使う回数が約十回。

　これは後頭部や首、心臓のある左胸なんかのハイオークの弱点に当たればダメージが増えるから変わるけどそれでも一回変わるか？　といった感じだ。

　つまり何が言いたいかというと。

「いくら一方的にハイオークを倒せるとは言え二体だけじゃあなぁ」

　ということだ。

　……圧あつ倒とう的てきにＭＰが足りない！

　いくら防御力と体力のステータスが高いハイオークとはいえ【魔法矢マナ・ボルト】を十回当てないと倒せないなんて流石さすがに効率が悪すぎる。

　ＭＰも一時間で60ぐらいしか回復しないから一回ＭＰが尽つきたら約四時間経たないとハイオークを倒せない。

　それだと一日ダンジョンにいるとしてもだいたい五匹ぐらいしか倒せない計算になる。

　それは流石に勘かん弁べんしてほしいから確実に防御力がＥランクのダンジョンより低いだろう一つランクを落としたＦランクのダンジョンに行こうと思ったわけだ。

　そんなことでしばらくスマホの画面をスクロールして良さそうなダンジョンを探していく。

　……お、このダンジョン良さそうだな。

「……よし！　決めた!!」







＊　＊　＊







　翌日。

「ここが湿しつ地ちのダンジョンか」

　俺は家から電車で三駅ほど離れた所にある湿地のダンジョンに来ていた。

　このダンジョンは俺が今まで行ったことのある巌窟のダンジョンのような洞どう窟くつ型のダンジョンではなく、ダンジョンの名前通り湿地が広がっているダンジョンだ。

　そして、湿地なのと出てくるモンスターもあってかなり不人気のダンジョンになっている。

　その証しよう拠ことして日曜日の十時という一番ダンジョンに人が来る時間のはずなのに人が一人も見当たらない。

「まぁそんなことはどうでもいいや。俺おれとしては好都合だからな」

　周りに人がいないってことは俺が変なことしてもバレないってことだし。

　これならボスをしばらく占せん領りようしても文句を言う奴やつはいないだろう。

「よーし！　そうと決まれば早速行くぞ!!」

　俺は意い気き揚よう々ようとダンジョンの中に入る。

　ちなみに装備は昨日と同じ物で、武器はその辺に売っている木製の弓。それに左胸を守る革かわ鎧よろい。

　こんな感じだ。

　あとは革かわの籠こ手てと脚きやつ甲こうがあるけどあいつらはここでの戦いについてこれそうにないから置いてきた。

　まあ、あっても今回のモンスターには一いつ切さい役に立たなそうだっただけなんだけどな。

　そんなこんなで湿地のダンジョン一階層――

「え～っとボス部屋は確か……」

　――は無視！

　ボス部屋にたどり着くまでに出てくるモンスターは全てスルーだ！

　今回の目的はボスだからボス部屋を見つけたらそこで【捕捉ロツクオン】を使ってハイオークと同じようにボスだけをペチペチ射うつだけでいいんだからわざわざボス以外と戦う必要は無い。

　というかこのダンジョンはモンスターと戦う意味が無かったりする。

「ボス部屋までのルートはＰｏｕｔｕｂｅで調べてきてあるしな」

　一応昨日のうちに湿地のダンジョンのボス部屋までのルートは調べておいたからボス部屋まで迷わず進める。

　流石にダンジョンの中まで電波は飛んでないからスマホは使えないからルートの再確かく認にんは出来ないけど大だい丈じよう夫ぶでしょ。

　……大丈夫でしょ！

「……って言ってるとうまくいかないもんだよねぇ……」

　俺は階段の前にいるスライムを見てため息をつく。

　今俺がいるのは二階層。

　そして、ボス部屋のある三階層に下りるための階段の前。

　その階段を通さんと言わんばかりにスライムがプルプルしながら階段の前に陣じん取どっていた。

　スライムには自じ我がはないらしいから本当に偶ぐう然ぜんなんだろうけど。

「まあいいや。さっさと倒たおすか」

　Ｐｏｕｔｕｂｅやネットで調べた通りだったらスライムは核かくになってる魔ま石せきがあるはずなんだけど……

「あ、あれか」

　お腹なか辺り？　かな。そこをよく見ると丸い球体があった。

　あれが魔石だな。あれを壊こわせばそれだけでスライムは倒せるはずだ。

「それじゃあ遠えん慮りよなく」

　そうして俺は【魔法矢マナ・ボルト】で透とう明めいな矢を作って弓を構える。

「【捕捉ロツクオン】」

　狙ねらうのはあの丸い球体。

「シッ!!」

　短く鋭するどく声を出して矢を放つ。

　矢は真っ直ぐに球体に向かっていき、球体に命中した。

　矢が命中して球体が砕くだけると、スライムもプルプルとした形を崩くずしてただの液体になる。

　そしてそのまま地面に液体が広がって湿地の水と混ざっていく。

「おお……こうなるのか」

　魔石である核を破は壊かいして倒したから魔石は回収できない。回収できるのはこの液体だけだ。

　まあ、湿地の水と混ざっちゃったから回収も糞くそもないな。

「まあ、今回は回収する必要はないからいいか」

　これがスライムの死体を集める依頼クエストだったらブチギレる自信があるけどな。

　そしてそのまま俺は次の階に行くために階段を下りていく。

　次の階層は三階層。

　情報通りならこの階層がボス部屋のはずなんだけど……

「お、あったあった」

　階段から少し歩くと大きな扉があった。

　ここは二階層までの湿地じゃなくて洞窟型のダンジョンと同じように洞窟のような感じになってる。

　うん、間違いなさそうだ。

　他のダンジョンと同じような扉があるしここがボス部屋だな。

　よし。さっきのスライムみたいに俺の侵しん入にゆうを阻はばむようなモンスターはいないしサクッと入りますかね。

　俺はゆっくりと扉の開いているボス部屋に入る。

　中に入るとそこはこれまでと同じように湿地になっていて空気はじめじめしていて地面は水みず浸びたし。

　あちこちに水みず溜たまりがあって沼ぬまもいくつかある。

　だけどボス部屋だというのにどこにもボスの姿は見えない。

「知ってはいたけど確かにこれは不人気になるわ」

　俺は今回不人気のダンジョンを選んだけど、このダンジョンが不人気な理由がまさにこれだ。

　この湿地のダンジョンはその名の通り湿地のような環かん境きようになっているから足あし下もとが悪く空気もじめじめしている。

　それに加えてちょくちょくスライムが水溜まりや沼から襲おそいかかってくるかららしい。

　それでスライムには自我がないっていうんだからおかしいだろ……絶対狙ってる。

　それはこの湿地のダンジョンのボスであるメガスライムも例外ではないらしいけど……

「ま、俺には通用しないんだけどな【捕捉ロツクオン】」

　確かに今はメガスライムの姿が見えないけど俺の【捕捉ロツクオン】からは逃のがれられない。

「見つけた!!」

　俺の視線が自然と右斜め方向の沼に向く。

　距離は目測で50メートルぐらいか？

【捕捉ロツクオン】スキルを手に入れる前の俺なら外すこともあっただろうけど今の俺なら十分当てられる距離だな。

「シッ!!」

　俺はまた短く鋭く声を出しながら矢を射つ。

　放たれた矢は一直線に沼に向かい、沼に沈しずんでいく。

　これでメガスライムの核に当たってくれてたら楽なんだけど。

「……まあ、そんな簡単にはいかないか」

　俺がそう呟いた瞬間。

　ボコォン!!　と音を立てて水面が盛り上がった。

　盛り上がってきたのはもちろん俺の矢が沼に沈んでいった場所。

「でっか……」

　そこにはスライムがそのまま大きくなったかのような巨きよ大だいなスライムがいた。

　実際には初めて見るけど大きさはだいたい５メートルぐらいはあるか。

「【捕捉ロツクオン】……よし。それじゃあ……逃にげるんだよぉ!!」

　俺はそう叫さけぶと同時にその場から全力で走り出す。

　正面からやりあっても負けないだろうけど、やっぱり安あん全ぜん圏けんで攻撃できるならそれに越こしたことはない。

　もうメガスライムの核は確認したし逃げても問題なし！

　ボス部屋の外に出られれば俺の無条件勝利だ。

　まあ俺の俊しゆん敏びんステータスに対してメガスライムはそこまで移動速そく度どが速いわけじゃないからそのまま扉まで行ってボス部屋から脱だつ出しゆつする。

　俺が出るとすぐに開いていた扉は俺の射った【魔法矢マナ・ボルト】一回分のダメージを回復させるために扉は閉まった。

「よし！　作戦成功!!」

　ボス部屋から逃げ出せれればこっちのものだ。

　俺はまた【魔法矢マナ・ボルト】で透明な矢を作り出して弓につがえる。

　後は扉の方を狙って――

「シッ!!」

　――射つ！

　ヒュンという風切り音を鳴らしながら飛んでいった矢は狙い通りに扉に向かう。

　そしてそのまま矢は扉をすり抜けてボス部屋の中に入っていく。

『レベルが１上がりました』

「……よし!!」

　レベルアップの通知音が聞こえてきたってことはしっかりスライムの核に矢が当たったか。

　それにしてもやっぱり細かいところも狙えるのか。

　逃げる前に核を【捕捉ロツクオン】しといたけど一いち撃げきだから効果はあったっぽいな。

　そして、レベルアップの通知音と共にボス部屋の扉が開いていく。

　まあ今回、魔石は核になってて破壊しちゃったから回収はできないし、死体はあの液体だし必要ないからまた再出現リポツプするまでボス部屋には入らないんだけど。

「それにしても二回か」

　メガスライム一体につき【魔法矢マナ・ボルト】を使ったのは二回。

　誘おびき出すのに一回、仕留めるのに一回使っただけ。身体だけでなく、弱点の核を狙い射っているからこそできる効率の良い倒し方だ。

　つまり、今の俺なら後二十二回メガスライムを倒せるな。

　いや、自然回復するＭＰを考えるともうちょっといけるか？

「これならレベルはどのぐらい上がるかな」

　そんなことを期待しながら俺はまた扉の開いたボス部屋に入ってボスに挑むのだった。

　結局あの後俺は、六時間ほどボスを周回してようやく湿地のダンジョンから出てそのままの足で家まで帰った。

　ちなみに六時間、誰もボス部屋に来ることはなかったからひたすらメガスライムを狩かりまくってたりする。

　だけどその結果。

「やっとレベルが１００を超こえたな」


　――――――

　天宮楓かえで

　レベル１１２

　ＨＰ：１１４０／１１４０　ＭＰ：５８０／５８０

　攻こう撃げき力りよく：１８４（＋52）

　防ぼう御ぎよ力りよく：１３４（＋12）

　俊しゆん　敏びん：１８４（＋57）

　器　用：２８４（＋１４７）

　精神力：４０９（＋２９２）

　幸　運：50

　ＢＰ：０

　ＳＰ：１７０

　スキル：【魔法矢マナ・ボルトLv.10】【弓きゆう術じゆつLv.５】【鷹たかの目Lv.２】【アイテムボックスLv.１】【捕捉ロツクオンLv.１】

　――――――



「う～ん……精神力だけ片寄りがひどいな」

　まあ、それも俺がレベルが上がったら【魔法矢マナ・ボルト】の攻撃力を上げるためにＢＰは全部精神力に注そそぎ込んだからなんだけどさ。

　でもそのお陰かげでメガスライムはどこに矢を当てても一撃で倒せるようになったし魔石も回収できるようになったしで万ばん々ばん歳ざいだ。

「でもこれからは他のステータスにもちゃんとＢＰ振ふるか～……」

　このままだとこれまでは良かったけどもっと上のランクのダンジョンに行ったら俺が矢を射つ前にやられそうだ。

　あと普ふ通つうに魔ま法ほう使つかいのステータスになっちゃうからそれは勘弁してもらいたい。

「ま、それは今度考えるとして。ＳＰも大分溜たまってきたな」

　ステータスのＳＰをじっと見つめる。

　俺の視界に見えているのは１７０という数字。

「ここまで溜めたんだからそろそろ使うか。どうするかな」

　そう言いながら俺は少しの間考える。

　まあ、今は欲ほしいスキルがあるんだよな。

　あ、でもスキルレベルも上げたいし……

「……よし！　決めた!!」


　――――――

【鑑かん定ていLv.１】：10ＳＰ

【アイテムボックスLv.２】：10ＳＰ

【ＭＰ増加Lv.５】：80ＳＰ

【捕捉ロツクオンLv.５】：70ＳＰ

　――――――



「やっぱりこの四つだな」

　俺はそう呟きながらステータス画面を操作してスキルを取ったりスキルレベルを上げていく。

　とりあえずこれでＳＰはすっからかんだけどそれに見合うものはあると思う。

【捕捉ロツクオン】スキルを除いた三つのスキルはどれも俺が必要だと思ったスキルだ。

【鑑定】スキルはLv.１だけどモンスターのＨＰを確認するために取ったスキルだ。

　Lv.１だとモンスターの名前、ＨＰ、ＭＰまでしか見られないけど元からＨＰだけを確認するために取ったからこれで問題なし。

　次の【ＭＰ増加】は文字通りＭＰを増やす効果があって、その効果はスキルレベル１ごとに１００増える。だから今のスキルレベルは５だから５００増えてるってわけだ。

　それだけで【魔法矢マナ・ボルト】が使える回数が二十五回も増えてる。

　そう考えると結構とんでもないな……

　でもその分ボスの倒せる回数も増えてくれるし取った瞬しゆん間かんスキルレベルを５にしたのは間違えてないと思う。

　あとは【アイテムボックス】と【捕捉ロツクオン】スキルだけど【アイテムボックス】はただ単に容量を増やしたかったから。

　そして【捕捉ロツクオン】スキルは……

「特に変わったことはなしと……いや何でだよ!!」

　せっかく70ＳＰも使ったのに効果がなにも変わらないって……

「だけどなにも変わらないなんて流石におかしいな……ちょっと調べてみるか。え～っと【捕捉ロツクオン】スキルっと」

　とりあえずスマホを取り出して【捕捉ロツクオン】スキルと検けん索さくをかける。

　偉い大だいなＢｏｏｂｌｅボーブル先生ならきっと詳しよう細さいを教えてくれるはず。

「……あれ？　見つからないな？」

　おかしい、確かに捕捉ロツクオンを調べたぞ？

　なのに出てこない？

「……まさか……」

　俺は嫌な予感を感じながらもう一度捕捉という文字をタップして検索する。

　今度は検索する言葉の中にどこにも間違いがないかをしっかりと確認してからだから大丈夫なはずだ。

　これで出てこなかったら……というか覚えがあるなこの行動。

　具体的に言えば去年の俺の誕生日に。

「ないな……」

　スマホの画面をスクロールして一つ一つ丁てい寧ねいに探していくが結果は同じだった。

　いくら検索しても【捕捉ロツクオン】スキルに関する情報はどこにもなかった。

「嘘だろおい……」

　俺は現実が信じられず呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「やっぱりユニークスキルかよ……」

　右手で顔を覆おおい隠かくしながら天を仰あおぐ。

　やばいなこれ、マジでヤバい。

　てか道理でさっきの行動に覚えがあるわけだよ。

　去年の俺の誕生日にも同じような行動をしてたし。

「てかこればれたら不ま味ずいよな。ユニークスキルを二つ持っている人なんて聞いたこともないし……」

　今の世界の経済はダンジョンが根幹を担になっているといっても過言ではない。

　エネルギーになる魔石、様々な用よう途とに使われるモンスター達たちの素材などを産出しているのがダンジョンなのだ。

　それらを取りに行くのは探たん索さく者。つまり各国は優ゆう秀しゆうな人材を確保するために必死になっている。

　その優秀の代名詞がユニークスキルという強力なスキル。

　俺みたいな一部のユニークスキルを除いてユニークスキルっていうのは強力なスキルばっかりだ。

　今だってユニークスキルを持ってるというだけで税金が免めん除じよされてたりとかなり優ゆう遇ぐうされているし、他の国だったらユニークスキル持ちを増やすためという理由で一夫多妻、一妻多夫が許されてるんだ。

　そんな状じよう況きようで二つ目のユニークスキルを持っている人間が現れたら……

「実験体、モルモット。よくてずっと監かん視し生活」

　大おお袈げ裟さだと思うかもしれないけど、それだけユニークスキルというのは重要視されているってことでもあるんでユニークスキルを二つ持っているなんてことがばれたら今の自由な生活なんて絶対に許されないだろう。

「……どうしよう」

　これは本当に困ったことになった。

　まあ幸いにも【捕捉ロツクオン】スキルは見ている人にばれにくいスキルだし、誤ご魔ま化かしやすいからこれからこのことは全力で隠すことにしよう。

　そうしよう。

「ん～！　いい朝だ!!」

　チュンチュンと小鳥達が鳴く声を聞きながら家の玄げん関かんで大きく伸のびをする。

　今日もいい天気だ。

　空を見上げると雲一つない青空が広がっている。

　絶好のダンジョン日び和よりだな。

　まあダンジョンの中だと天気は関係ないんだけど。

「さてと……今日もまた湿地のダンジョンに行きますか!!」
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　というわけでボスの討とう伐ばつの回数を増やすために朝早くから湿地のダンジョンのボス部屋までやってきた。

　昨日でかなりレベルが上がったし【ＭＰ増加】のスキルも取ったからあとはひたすらメガスライムを倒し続けるだけだ。

　というわけで……

「行ってみよー!!」

　そう言って湿地のダンジョンまで移動してきた俺はダンジョンに足を踏ふみ入れて一直線にボス部屋まで向かう。

　途と中ちゆうにスライムも沼や水溜まりから飛び出して襲いかかってくるけどレベルが上がってステータスも上がった今となっては簡単に避よけられる。

　普通にその場にプルンと瑞みず々みずしい輝かがやきを放って佇たたずんでいるスライムもいたけどそこはスルーして横を通り抜ぬけた。

　そして、昨日みたいにまた階段にスライムがいるなんて事はなく、そのまますんなりとボス部屋にたどり着く。

「よし！　それじゃあボス戦行くか！　今日は何回倒せるかな!!」

　俺は意気揚々と扉とびらが開いているボス部屋の中に入る。

　そして昨日と同じようにメガスライムを倒し続けていった……ところで十回程ほど倒たおした辺り。

　ある問題が起こっていた。

「レベルが上がらなくなってきたな」

　メガスライムを倒してもレベルが上がりにくくなってきた。

　まあ単純に俺のレベルが上がりすぎて必要経験値が上がってるんだろう。

　最初はハイオークを一体倒すだけで３レベル上がっていたのに、今はメガスライムを二十体ぐらい倒してようやく１レベル上がるぐらい。

「流石にこれは効率が悪すぎるな……」

　ＭＰは【ＭＰ増加】のスキルを取ったしメガスライム一体あたり【魔法矢マナ・ボルト】一回しか使わないからＭＰには余よ裕ゆうがある。

　だけどレベルアップをしたいからこうしてボスのメガスライムを倒しているのに流石に二十体で１レベルは低すぎないか？

　しかもこれからさらにレベルが上がりにくくなるってことだろ？

「……そろそろまたＥランクのダンジョンに戻もどるか？」

　こうなったらレベルを上げるにはもっと高レベルのモンスターが出る場所に移動した方がいいな。

　……あとレベルが上がりにくいっていうのもあるんだけどメガスライムの倒し方のせいで途中まで魔石の回収が不可能だったから稼かせぎが少ないんだよね。

　幸いにも俺は同じ遠えん距きよ離り武器でも銃じゆうとは違ちがって【魔法矢マナ・ボルト】を使えるから弾たま代とかには困ってないから稼ぎがマイナスになってないけどそれでも生活というものがあるからな。

　うん。世せ知ち辛がらいけどそういう意味もあるからそろそろＥランクのダンジョンに戻るか。

　いや、でもな……うん。

「行くのはＤランクのダンジョンだな」

　これから行くとしてもＥランクのダンジョンではなくてＤランクのダンジョン。

　今いるＦランクから二つランクの上がったダンジョンだ。

　もちろんＥランクのダンジョンじゃなくてＤランクのダンジョンに行くのはちゃんとした理由がある。

　確か俺が初はじめてボスをソロ討伐してハイオークを倒した時に上がったレベルは３だったはずだ。

　あの時に上がったレベルが３ならいくらボスになって強化されててもレベルが上がってそのうちメガスライムと同じように数体倒さなきゃいけなくなってるだろう。

　流石にそれはまた今回と同じようなことになりそうだから却きやつ下か。

　だったら最初から多少強さに差はあってもレベルが上がりやすいダンジョンに行った方がいい。

　まあ、最初の方はハイオークを倒していた時みたいに数は倒せないだろうけどそれは仕方ないか。

「となるとどこのダンジョンに行くかなんだけど……一いつ旦たんダンジョンの外に出るか」

　スマホを出して調べようとしてもダンジョンの中で電波が届いてないことを思い出して【アイテムボックス】から出そうとしたスマホをしまい直す。

　うん。ダンジョンの中だと電波が届かないしメガスライムを倒す必要もないからここにいる意味はもうないな。

　ということで湿地のダンジョンに入って一時間もしないうちに来た道を戻って地上に戻る。

　ダンジョンの外に出ると元から雲一つなく晴れてたのもあって日が昇のぼって眩まぶしい日差しが照りつけてきた。

　日差しを手で遮さえぎりながらそのままゆっくり出来るところに少し移動する。

「よっこいせっと。さ～てと、どこのダンジョンに行くかな」

　ダンジョンの近くにあった公園の木こ陰かげのベンチに座すわってスマホを取り出す。

　う～ん、ここから近いＤランクのダンジョンとなると……

「見事なまでにボス部屋に行くまで面めん倒どうなダンジョンばっかりだな……」

　Ｄランクのダンジョンともなるとかなり難易度が上がってきていて出てくるモンスターの厄やつ介かいさも増している。

　そして純じゆん粋すいな強さもかなり強くなっている。

　まだ強さが格段にはね上がるＣランクダンジョンよりはマシだけど、今の俺ではソロなのと弓を使っているのもあってこの付近のＤランクダンジョンは簡単には攻略出来ないようなものばっかりだ。あまり無む茶ちやをすると最悪、ボス部屋に行くまでに湧わいてくるモンスターに阻はばまれ、力ちから尽つきてしまうリスクもあるけど……。

「まあ、どのみちいつかは行かなきゃだったし丁度良かったと考えるべきか」

　そう考えて俺はスマホで地図アプリを開いて目的のダンジョンを探す。

　条件はレベル上げのしやすい【魔法矢マナ・ボルト】が効きやすい防御力の低いモンスター。

　それと俺がボスの討伐をしている姿を見られないようにするために不人気、つまり評価が低くなってるダンジョンを選ぶ。

「お、あった」

　しばらくスマホの画面をスクロールし続けると、ここから電車で一時間ぐらいの場所に俺が考えてた条件に合うダンジョンがあった。

　まあこれからも通うとしたら家からちょっと遠いけどこればっかりはしょうがないな。

「ちょうど十時だから今から行けば昼前には着くかな」

　それにこのダンジョンは駅から歩いて二十分くらいの場所にあってそこまで遠くない。

　だからそんなに時間を無む駄だにしなくて済むからそこもポイントだな。

　これから着くのに一時間で十一時頃ごろになるから、あっちで少し何かお腹に入れてからダンジョンに入った方がいいか。

「よし！　そうと決まれば早さつ速そく出発!!」

　そう言ってベンチから勢いよく立ち上がって駅の方に歩き出す。

　目指すはＤランクのダンジョン……いざ出しゆつ陣じん！

「くあぁぁぁ～着いた～!!」

　あれから電車に乗って一時間。

　電車の中では座りながらこれから向かうＤランクのダンジョンについて調べたり動画を見たりしたから退たい屈くつはしなかったけどそれでも一時間はやっぱり長かった。

　一時間座ってたから身体が固まってきて伸びをしたら腰こしからパキッって音が聞こえてくる。

「ここがダンジョンがある町か……」

　駅を出てすぐ見えたのは木々が生い茂しげった山で、その麓ふもとに木造の家が建ち並んでいる小さな町。

　そして、俺が今立っている場所が駅で、少し進んだ先には大たい樹じゆが中心に生えた広場が見える。

　スマホでダンジョンの場所を検索しても山の辺りにダンジョンは一つしか無いから、目的地のＤランクのダンジョンがある町はここで間ま違ちがいないだろう。

「なるほど。ダンジョンは山の方にあるのか」

　だけどこの町を一目見てとりあえず町と言ったけど、よく見てみるとどちらかと言うと村とかそっちの方が合ってる気がする。

　駅の近くに商店もあったからそこでおにぎりを買って広場まで歩く。

　遠目に見えた普通の家なんかもあったけど、どちらかと言うとこの村は畑の方が多くて自然が多い印象だ。

「のどかで良いところだな～」

　ここ一年間都心から離はなれずにずっとダンジョンで命のやり取りをしてたからかこういう田舎いなかみたいな風景を見ると心が落ち着いてくる。

　それに、自然も多いから空気も美お味いしい。

　そこまで都心から離れてはいないからそこまで違いはないだろうけどそう思っちゃうぐらいにはリラックス出来る環境だった。

「この広場も広いし、いい感じに中心の大樹が日ひ陰かげになってくれるし最高だな」

　広場のベンチでぼーっとしながらおにぎりを食べる。

　うん。そこの商店で買ったおにぎりだけどコンビニとかで買うよりも全然うまい。

　おにぎりは三つあって具は鮭さけ、梅干し、おかかの定番だけど、鮭おにぎりは鮭がよくほぐされてて塩加減も抜ばつ群ぐんだ。

　梅干しは程ほどよい酸味があって食欲をそそられるし米の甘あま味みとマッチしている。

　そして、おかかおにぎりは鰹かつ節おぶしと醤しよう油ゆでシンプルに味付けされていて、米によく合う。

　具が変わり種ではなくシンプルなものだからこそおにぎりの美味しさが口の中いっぱいに広がっていく。

「こんなことならもっと早く来てたらよかったな」

　探索者になって一年間で一気に生活が殺さつ伐ばつとしてたし、もうちょいここの村の存在に気づいて早めに来てりゃ、もっと充じゆう実じつした生活を送ってたかもな。

　ゆっくり出来るしご飯は美味しい。いいことずくめだ。

「なあなあ兄ちゃん!!」

　そんな感じでゆっくりとしていたら不意に声をかけられた。

　声の主を振り返ると、そこには小学校低学年ぐらいの男の子がいた。

　……いや、よく見れば高学年くらいかと思うけどなんだろう？

「どうした？　俺に何か用か？」

「おう！　あのさあのさ！　俺、篠しの山やま葵あおいって言うんだけどさ！　兄ちゃんその格好、探索者だろ!?　だったらさ、俺をダンジョンに連れていってくれよ!!」

「……え？　ダンジョンに？」

　いや、いきなりすぎて何が何やら……

　でもまあ、ダンジョンには興味があるらしいけど葵くんはまだ子供。

　十八歳さいには到とう底てい見えないからステータスもないだろうし同じく探索者の資格もない子をダンジョンに入れるわけにもいかない。

　というか連れてったらダンジョン法違い反はんで俺おれが捕つかまるわ！

「頼たのむよ！　俺はダンジョンに行きたいんだ!!」

「え～っとごめんな。流石さすがに子供がダンジョンに入るのは危ないから連れてはいけないんだ」

「そこをなんとか！　俺はどうしてもダンジョンに入りたいんだよ!!」

「……葵くんはどうしてダンジョンに入りたいの？」

　俺がそう聞くと何故なぜか急に押おし黙だまってしまう葵くん。

　でもすぐに口を開いてこう言った。

「だって、俺が大人になったら探索者になりたいってじいちゃんと母ちゃんに言ったんだけどさ、危ない！　って言って反対されてさ……」

「……」

「探索者は危ないからこれからも畑の世話をしてこいって言われてさ！　でも俺は探索者になりたいんだよ!!」

「そっか……」

　これは今のダンジョンがある時代によくあることだった。
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　ゲームみたいな世界に憧あこがれた子供達が探索者を夢見て、それを子供達の親が子供に危険な目にあってほしくないと言って止めようとする。

　俺の母さんと親おや父じも似たようなもんだった。

　俺が中学に上がる前に母さんと親父は事故で亡なくなってしまったけど、俺に危険な目にあってほしくないと必死に説得された記き憶おくがある。

「だからお願いだよ！　俺をダンジョンに連れていってよ!!」

「やっぱり葵くんには悪いけどダンジョンには連れていけない」

「……ッ！　なんでだよ!!」

「葵くんがまだ子供だからだ。探索者としての資格がない、それに、そもそもステータスもないというのは危険すぎる」

「それは……そうだけど……」

「それに、きっと葵くんのお母さんもおじいさんも葵くんのことが嫌きらいだから反対してるわけじゃないんだ。逆に葵くんが大好きだから危険なダンジョンには行ってほしくないと思ってるだけなんだよ」




　俺も最初、母さんと親父に反対されてるのはダンジョンのことを知らないからだと思ってた。

　でも、実際には母さんと親父の方がダンジョンのことをよく知ってて、俺が探索者になるのを止めようとしてくれていたんだ。

　まあ、それも母さんと親父が死んで、ダンジョンに潜もぐってから知ったんだけど。

「分かってあげてくれ」

「……ッ！　もういい!!」

　俺の言葉を聞いた葵くんは涙なみだを堪こらえながら走り去ってしまった。

「はぁ……言わなきゃいけなかったとはいえきついなぁ」

　本当はこんな風に言いたくはなかった。

　だけど、連れていくわけにもいかなかったし言わないわけにいかない。

「俺がもうちょっと有名人みたいにああやって話しかけられることになれてたらもっと上う手まく言えたかもしれないけどな」

　テレビにも出る探索者とか人気動画配信者とかだったら同じようなことを言われたりして慣れてそうだから良い断り方を知ってるかもしれないし。

「う～ん。今度からはそういう人達を参考にしようかな」

　なんてことを考えつつ再びおにぎりを食べる。

　うん。うまい。

　やっぱりコンビニで買ったおにぎりよりも断然うまい。

「すみません」

「ん？」

　おにぎりを味わっていたらいつの間にかおじいさんが近くに立っていた。

　おじいさんは髪かみは白しら髪がで、膝ひざも腰も曲がっているけどピンとしてるし力強い歩き方をしているからまだまだ元気そうだ。

「突とつ然ぜんすみませんねぇ。隣となり、失礼しても良いでしょうか？」

　……まあ、別に断るようなことでもないしいいか。

「……どうぞ」

　俺がそう言うとおじいさんは礼を言って俺の隣に座った。

「先さき程ほどはわたくしの孫が大変ご迷めい惑わくをおかけしました。申し訳ありません」

　おじいさんは隣に座ったと思ったら今度は頭を下げてきた。

　えっと……。なんで俺は謝あやまられてるんだ？

「えっと……頭を上げてください。孫……ってことはあなたは葵くんの？」

「ええ。わたくしはあの子の祖父です」

　なるほど……。

　突然の謝罪にびっくりしたけど、そういうことか。

　とりあえず隣に座ってきた理由もわかったし、下げてた頭を上げてもらってと。

「それで、なぜ謝られたんですか？　俺はあなたには謝られるようなことはされてないと思うんですけど……」

「いえいえ。あの子が迷惑をかけたでしょう？　ダンジョンに連れていけと。それも難しいことは何度も言い聞かせているのですが……。どうしても探索者になってモンスターを倒たおすんだと聞かないものでして……」

「あ～……なるほど」

　まあ、高校生以下の年ねん齢れいの子供によくあるようなことだ。

　年齢が年齢だからあまりグロい映像とか描びよう写しやの教育が出来ないからモンスターを倒すとかダンジョンに潜るとかの危険性をあまり実感してないのだろうなぁ。

「あの子は父親を魔物暴走スタンピートで亡くしていますから、その探索者になってモンスターを倒したいという気持ちもわからなくはないのです。

　ですがわたくしもあの子の母親も……そしてきっと亡くなった父親もそんなことはあの子に望んではいないでしょう……」

「それはなんと言いますか……」

　まあ、おじいさんの言ってることもわかる。孫には常に危険がつきまとう探索者になってほしくないっていうのも。

　だけど、魔物暴走――モンスターが次々と出現してダンジョンから溢あふれ出てくる現象で言うなれば一種の自然災害みたいなものだ。

　葵くんからしたら、そんなものに巻き込こまれたから運が悪かった、じゃすまないよな～……。

「もちろんわたくし達もあの子のことはしっかり見ていきます。ですが……今のようにわたくし達の目を掻かい潜くぐってあなた様にご迷惑をおかけしてしまう可能性も高いのも事実です。

　もしもそのようなことになってしまいましたら……お手数かもしれませんが何なに卒とぞ、何なに卒とぞ葵あおいをよろしくお願いします」

　おじいさんは再び頭を下げてしまった。

「あっ、頭を上げてください!!　わかりましたから!!　もしもの時はちゃんと俺が葵くんの相手をしておきますから」

「……ありがとうございます。本当にありがとうございます」

　顔を上げたおじいさんは本当に嬉うれしそうな顔でそう言った。

　まあ、それぐらいなら良いだろう。

　特に断るようなことじゃないし、ダンジョンに連れていくわけでもないしな。

「まあ、男の子ならあれぐらいの年とし頃ごろは少しやんちゃしたりすることが多くなるでしょうからね。男の子らしいですよ」

　あれぐらい元気で物もの怖おじしないぐらいの方が見てても気持ちいいし。

「ふぉ？　………………ふぉふぉふぉそうですな。あの子は男の子らしいですからな」

　俺の言葉に一いつ瞬しゆん首を傾かしげたが、そのあとおじいさんは急に笑い出した。

　？　俺何か変なことでも言ったかな？

「……では、そろそろわたくしは失礼します。あの子のことを母親だけに任せるのも申し訳ないので」

　おじいさんはそう言うとベンチから立ち上がって頭を下げてから歩いていった。

「葵くん、良かったな。やっぱりおじいさんとお母さんに愛されてるぞ」

　俺はそう呟つぶやいてから残ったおかかおにぎりを口に放ほうり込んでプラスチックの入れ物をゴミ箱に捨ててからベンチから立ち上がる。




「さて、と。気を取り直してダンジョンに行きますか」

　葵くんもお母さんやおじいさんだけじゃなくて探索者の俺にも止められたからきっと諦あきらめてくれるだろう。

　それにお母さんやおじいさんもいるならこのダンジョンのある村に住んでるのもあってダンジョンの危険性は理解しているはずだ。

　だから自分で勝手にダンジョンに入らず俺に頼むなんてことをしたんだろうし。

　それに葵くんの走っていった方向もダンジョンとは違う方向だし大だい丈じよう夫ぶだろ。

　そう考えた俺はダンジョンに向けて歩みを進める。

　広場から数分歩くだけで見えてきたダンジョンの入り口。

　ダンジョンの入り口は山を切り開いて掘ったような造りで木々に囲まれていて入り口の前にも木が生えてたらわからなくなりそうなぐらいだ。

「ここがダンジョンか……よし！　行くぞ!!」

　初めてのソロでのＤランクのダンジョンだ 、絶対に油断せずに行くぞ！


　――――――

　天宮楓

　レベル１１３

　ＨＰ：１１５０／１１５０　ＭＰ：１０８５／１０８５

　攻撃力：１８５（＋52）

　防御力：１３５（＋12）

　俊　敏：１８５（＋57）

　器　用：２９０（＋１５２）

　精神力：４１０（＋２９２）

　幸　運：50

　ＢＰ：０

　ＳＰ：５

　スキル：【魔法矢マナ・ボルトLv.10】【弓術Lv.５】【鷹の目Lv.２】【アイテムボックスLv.２】【捕捉ロツクオンLv.５】【鑑定Lv.１】【ＭＰ増加Lv.５】

　――――――



「ここが魔ま犬けんのダンジョンか」

　入り口に入ってすぐ目の前に広がる光景。

　そこは洞どう窟くつのような場所で、ゴツゴツとした岩いわ肌はだがむき出しになっている。

　やってきたのはＤランクダンジョンである魔犬のダンジョン。

　ここはボス部屋まで十五階層というＦランク、Ｅランクのダンジョンとは比べ物にならない程の規模を誇ほこるダンジョンだ。

　最短距きよ離りでボス部屋まで行っても二時間はかかるらしいし、ボス部屋まで行ってもボスは強化されたＣランクのモンスター。

　俺にとっては初めて戦うランクのモンスターとなる。

「まあ、とりあえず進むか」

　電車の中でボス部屋までのルートを書いた手帳を片手にボス部屋に向かって歩き出す。

　Ｆランク、Ｅランクまではボス部屋までのルートが単純なのもあってメモしなくても覚えられてたけど、流石に十五階層分のルートを覚えるのは無理だ。

　そんなこんなで手帳片手に慎しん重ちように進んでいき、運良く五階層までモンスターと出会わずに来ることが出来た。

「ふぅ、ここまでは順調だな」

　手帳を持ってるせいで片手が使えないのもあって細心の注意を払はらいながらの道中だったが今のところ問題は起こっていない。

「にしても、本当に広いダンジョンだよな」

　魔犬ダンジョンはとにかく広くて入り組んでいる。

　ルートを書いた手帳がなかったら確実に迷子になっていたこと間違いなしだ。

「お？」

　ちょうど一直線になった通路のかなり先に二足歩行で立っているモンスターが見えた。

【鷹たかの目め】のおかげで視力の上がっている俺の視界にはそのモンスターの姿もハッキリと捉とらえられている。

「あれがコボルトか……」

　このダンジョンに出てくるＤランクのモンスター・コボルト 。

　コボルトは 、犬の頭をしている二足歩行のモンスターでその強きよう靭じんな肉体と鋭するどい爪つめと牙きばで攻こう撃げきしてくる。

　更さらに頭が犬なのもあって嗅きゆう覚かくと聴ちよう覚かくが鋭く、奇き襲しゆうが効かない厄介な敵だ。

　あと、攻こう撃げき力りよくと俊しゆん敏びんのステータスも高くて単純に強い。

　このダンジョンが不人気な理由もそんなコボルトに先に気づかれて不意打ちされることがよくあるからだ。

　ただ、先に俺が見つけた のもあってコボルトはまだ俺のことを察知していない 。

「先手必勝……【捕捉ロツクオン】」

　俺はすぐに手帳を【アイテムボックス】に入れて背中に背負った弓を構えて【魔法矢マナ・ボルト】で作った矢を弓につがえる。

「シッ!!」

　そして気づかれる前に射うつ！

　空気を切り裂さく音を響ひびかせて飛んでいった矢は狙ねらい通りにコボルトの首筋に命中す……ることはなかった。

「嘘うそぉっ!!」

　なんと、俺の攻撃に気づいたコボルトは咄嵯に身を翻ひるがえして回かい避ひしたのだ。

「マジかよ……」

　あの距離からの攻撃を避けられると思わなかった……

　しかも、コボルトは首への攻撃を警けい戒かいしてか頭を低くしてこちらに走り出してきている。

　けど……

「俺の攻撃は避けられねえよ」

　迫せまってくるコボルトの後ろからさっき外れた矢が飛んでくる。

【捕捉ロツクオン】スキルで必中になった俺の攻撃は絶対に外れない。

　そのことに気づいてないコボルトの死角になってる後ろから首筋に矢が突つき刺ささる。

「ガッ……」

　矢が突き刺さったコボルトは短く声を上げると同時に動きを止める。

　まだ倒れないらしいけど最初から一発で倒せるとは考えてない。

　動きを止めたコボルトにもう一度矢を射つ。

　矢はコボルトの額に突き刺さり、今度こそコボルトは力尽きたのか膝をついて倒れた。

　……よし。レベルは上がらなかったけどＤランクのモンスターのコボルトには対応できた。

　それに【魔法矢マナ・ボルト】二回で倒せるのがわかったし考えられる限り最高の結果だ。

「う～ん。でも、やっぱりＦランクやＥランクモンスターの時みたいに一いち撃げきで倒したかったな」

　まあそれでも怪け我がなく二回で倒せたしそれでよし！

　俺はコボルトの魔石を回収してからまたボス部屋まで歩み出す。

　コボルトと遭そう遇ぐうしたらまた同じ方法で倒して、消しよう耗もうは最小限にしてボス部屋に辿たどり着いた。

「やっとついた……」

　ルート通りの最短距離だったけど、十五階層なだけあって結構時間がかかってしまった。

　だけど扉は開いてるし【鷹の目】のおかげで上がった視力をフルに使っても、ボスが部屋の中にいるのは見えているし、ボス部屋の中に他の探索者は誰だれもいないな 。

　まあ、不人気のところを選んでるんだからそうでないと困るんだけど。

　……ふぅ……緊きん張ちようするな。

　初めてのＤランクダンジョンのボス討伐。

　しかもステータスが強化されたＣランクのモンスター。

　正直、正面から戦ったら勝てないと思うけど俺の勝利条件は【捕捉ロツクオン】スキルを使ってからボス部屋から出ること。

「……よし！　行くぞ!!」

　自分に言い聞かせるようにそう言ってからボス部屋の中に足を踏み入れる。

　ボス部屋に入るといつも通り扉が勝手に閉まる。

　そしてそのまま先に進まず、今回はすぐにでもボス部屋の外に出られるように扉の近くに待機しておく。

　ボス部屋の中には巌がん窟くつのダンジョンと同じような広い空間が広がっている。

　違う点といえば明るさが自然な光じゃなくて 、壁かべに松明たいまつが掛かけられて明るさが確保されているところぐらいか。

　そして、この魔犬のダンジョンのボスはハイコボルト。
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　見た目はコボルトのままだけど、大きさはハイオークの半分ぐらいしかない。

　だけど、その分小回りが利きいて素す早ばやい攻撃をしてくるモンスターだ。

　ボスとしてステータスも強化されてるからさらに手がつけられなくなっている。

「グォォォオオッ!!」

「【鑑かん定てい】！　【捕捉ロツクオン】!!」

　ハイコボルトが雄お叫たけびを響かせると同時、俺はすぐさま【捕捉ロツクオン】を発動して姿を捉える。

【鑑定】でＨＰを確かく認にんした結果も事前に調べた通りＨＰは１５００だった。

　これで準備完かん了りようだ。

「シッ!!」

　扉に下がりながら【魔法矢マナ・ボルト】で作った矢をハイコボルトに射つ。

　ハイコボルトはコボルトよりランクが高いだけあってスピードも速く、距離もあったから矢は当たらず一度は避けられるがまた戻ってきてハイコボルトの背中に突き刺さった。

　そしてハイコボルトのＨＰが１５００から１３２０まで下がる。

「ダメージは１８０か」

【捕捉ロツクオン】もしたしダメージの確認もした。

　これならいけそうだ。

「ガァッ!?」

「ぐっ!!」

　しかし、ハイコボルトは俺の攻撃に怒いかり狂くるい、一瞬で距離を詰つめてくると鋭い爪を振ふり下ろしてきた。

　それを咄嵯にバックステップで避けてそのままボス部屋の外に出る。

「……あっぶね～!!」

　危なかった……今のはマジでやばかった。

　ギリギリで攻撃を避けたから良かったけど、あと少し反応が遅おくれていたら切り裂かれていた。

　強化されたハイコボルトの元々高い俊敏ステータス。

　それがとんでもない速さを生み出してる。

　俺もこのチートみたいなレベルアップをしてなかったら見えてなかったかもしれない。そんな相手だ。

「だけどこれで俺の勝ちだ!!」

　どんなに速くても、どんなに強くてもボスである限り、魔物暴走スタンピートにならない限りボス部屋から出ることはできない。

　つまり、俺を攻撃することはできない。

「さてと、んじゃさっさと終わらせますか」

　俺はまた背中に背負った弓を構えて【魔法矢マナ・ボルト】で矢を作って弓につがえる。

　そして扉に向かって弓を構えて弦つるを力を入れて引く。

　ギシッ

　弓から軋きしむ音が聞こえてくる。

　今まで聞こえたことはなかったからレベルが上がってステータスも上じよう昇しようしたから弓が耐たえきれなくなってきてるんだろう。

　自分に見合ったレベルの武器を使え。

　まさかそれを自分のレベルが足りないからじゃなくて武器の方が耐えられなくなりそうになって実感するとは思わなかった。

　まあ、すぐに対処できることでもないし気をつけながら使うとしよう。

「狙い良し……シッ!!」

　狙う先は当然扉。

　扉の向こうにいるボスに向けて矢を射つ。

　射った矢は扉とびらをすり抜ぬけてボス部屋に入っていく。

　一回１８０ダメージなのを考えたらＨＰが１５００のハイコボルトを倒すのにはそれではまだ足りない。

　そのまま続けて矢を射っていく。

　一回、二回、三回と休みなく射ち続ける。

　そして九回目。

　計算上これで終わり！

『レベルが15上がりました』

　レベルが上がった通知音とともにボス部屋の扉が開く。

　俺はボス部屋に入ってハイコボルトの死体を【アイテムボックス】に回収してからボス部屋の外に出る。

　すると、俺が出たらボス部屋の扉が閉まっていく。

「勝てたあ～!!」

　思わずその場に座り込んでしまう。

　今回も何とか勝つことができた！

　最初はヒヤッとしたけどどうにかなったな。

「そしてレベルが15レベルアップか……やっぱりソロでＣランクモンスターのボスを倒すと経験値がすごいな」

　ハイコボルト一体倒しただけでレベルが15も上がるなんて……

　それも九回の【魔法矢マナ・ボルト】で倒せるなんて【捕捉ロツクオン】スキルを手に入れる前だったら考えられないことだな。

　これならボス部屋までに使ったＭＰが回復すればあと四回は倒せそうだ。

　それじゃあレベルが上がって手に入れたＢＰは全部俊敏ステータスに注そそぎ込んでっと。

　これでさっきよりも余よ裕ゆうを持ってハイコボルトの攻撃を避よけられるはずだ。

　だからあんなヒヤッとする場面はなくなるはず。

「よっしゃ！　じゃあもう一回行きますか!!」

　そして、またボス部屋に入ってハイコボルトに挑いどんで同じ行動を繰くりかえして倒す。

『レベルが15上がりました』

『レベルが15上がりました』

『レベルが15上がりました』

『レベルが15上がりました』

　途と中ちゆう休きゆう憩けいも入れて合計四体ハイコボルトを倒し終わった。

　まだもう一体ぐらいならレベルも上がったし、ＢＰも振り分けたからいけそうだけどここで止やめとこう。

　帰りの分の【魔法矢マナ・ボルト】を使えるＭＰは残しておかなきゃいけないからな。

　まあ、今日はここで終わり。

　ダンジョンを出て家に帰る。

　ダンジョンを出ると時間は夜で辺りは完全に暗くなっていてこの村では街灯と家の明かりがついてるぐらいだった。

　そんな景色を見ながら駅に行って電車に乗り家に帰る。

　そして、リビングのソファーに腰こし掛かけステータスを出す。


　――――――

　天宮楓

　レベル１８８

　ＨＰ：１９００／１９００　ＭＰ：１４６０／１４６０

　攻撃力：２６０（＋52）

　防ぼう御ぎよ力りよく：２１０（＋12）

　俊しゆん　敏びん：４６０（＋２５７）

　器　用：３６５（＋１５２）

　精神力：６６０（＋４６７）

　幸　運：50

　ＢＰ：０

　ＳＰ：３８０

　スキル：【魔法矢マナ・ボルトLv.10】【弓きゆう術じゆつLv.５】【鷹の目Lv.２】【アイテムボックスLv.２】【捕捉ロツクオンLv.５】【鑑定Lv.１】【ＭＰ増加Lv.５】

　――――――



「いや～、今回のレベルアップで一気にステータスが跳はねあがったな」

　ＳＰも３８０とかなりの量を手に入れた。

　それにレベルアップでステータスも上がったしＢＰもたくさん貰もらったからそれも振り分けたおかげでステータスが凄すごく上がっている。

　特に俊敏と精神力にかなり振ったから攻撃を避けるのが容易になったし、かなり【魔法矢マナ・ボルト】の攻撃力も上がった。

　これからは俊敏と精神力のステータスにさらにステータスを割わり振る予定だ。

　それで絶対に俺の高威い力りよくの攻撃が当たり、素早さで動き回って攻撃を避けたりするようにする。

　……俺は絶対にそんな相手と戦いたくない。

　まあ、そんなステータスの振り分け方かたなんて聞いたこともないけど、俺の【捕捉ロツクオン】スキルを考えたら理にはかなってると思う。

「となると次はスキルだよな……」

　この前、手に入れたり強化したスキルは【鑑定】【アイテムボックス】【ＭＰ増加】【捕捉ロツクオン】だ。

　今回はどうするかな……

　ほしいスキルもあるし【捕捉ロツクオン】スキルがユニークスキルってこともわかったから【捕捉ロツクオン】スキルをスキルレベル10にまで上げたい。

　それに他のスキルも……

「……よし！　決めた!!」


　――――――

【捕捉ロツクオンLv.10】：２００ＳＰ

【ＭＰ回復速そく度ど上じよう昇しようLv.５】：80ＳＰ

【魔法矢マナ・ボルトLv.11】：55ＳＰ

【アイテムボックスLv.４】：35ＳＰ

　――――――



　よし！　これでいい!!

　10ＳＰは使い道がなかったから残しておいて、残りのＳＰは全てつぎ込んだ。

　新しく手に入れたスキルは【ＭＰ回復速度上昇】。

　このスキルは消費したＭＰの回復する待ち時間を減らしたいから新しく取ったスキルだ。

　そして、スキルレベルを上げたスキルは【捕捉ロツクオン】【魔法矢マナ・ボルト】【アイテムボックス】の三つ。

【アイテムボックス】は前回と同じく容量の増加。

【魔法矢マナ・ボルト】は攻撃力になる精神力×0.5の倍率が0.6に上がって単純な攻撃力が上がったことになる。

　そして最後の【捕捉ロツクオン】スキルはユニークスキルだからスキルレベルを10にしたことで新しい効果が増えていた。

【複数捕捉マルチロツクオン】

　・複数の対象への遠えん距きよ離り攻こう撃げきが必中する。

　その効果は複数の対象への遠距離攻撃必中効果。

　つまり、今までは一つの対象にしか当たらなかったけど今度は二つ以上の標的を同時に狙えるようになったわけだ。

　うん。これはいい効果。

　これまで【捕捉ロツクオン】スキルを手に入れてからモンスターが単体でしか出てこないダンジョンにしか行ってなかったけど複数のモンスターが同時に出てくるダンジョンもある。

　そんなダンジョンではかなりの強さを誇る効果だ。

　これからに期待だな。

「これでよし！　スキルも強くなったしステータスも上がったし明日も頑がん張ばりますか!!」


　――――――

　天宮楓

　レベル１８８

　ＨＰ：１９００／１９００　ＭＰ：１４６０／１４６０

　攻撃力：２６０（＋52）

　防御力：２１０（＋12）

　俊　敏：４６０（＋２５７）

　器　用：３６５（＋１５２）

　精神力：６６０（＋４６７）

　幸　運：50

　ＢＰ：０

　ＳＰ：10

　スキル：【魔法矢マナ・ボルトLv.11】【弓術Lv.５】【鷹の目Lv.２】【アイテムボックスLv.４】【捕捉ロツクオンLv.10】【鑑定Lv.１】【ＭＰ増加Lv.５】【ＭＰ回復速度上昇Lv.５】

　――――――









第４章　突然変異ミュータントモンスターの脅威







　そんなわけで翌日。

　今日も今日とてレベルを上げるために朝早くから魔犬のダンジョンのボス部屋まで来てボス周回を始める。

　一回目

　昨日と同じ方法でハイコボルト撃げき破は。

『レベルが15上がりました』

　二回目

　昨日と同じ方法で（以下略

『レベルが14上がりました』

　三回目

　昨日と（以下略

『レベルが14上がりました』

　四回目

　ちょっと戦い方を変えてみる。

　俺おれの遠距離攻撃は必中するから今度は【魔法矢マナ・ボルト】で作った矢を二本同時に射ってみた。

　二本同時でもちゃんと当たるのかと不安にはなったけど、必中に偽いつわりなし。

　問題なくしっかり倒せた。

『レベルが13上がりました』

　五回目

　レベルが上がりすぎたのか弓から昨日聞こえたよりも軋んだ音が大きかった。

　けど多分まだいける。

『レベルが13上がりました』

　六回目

　レベルが上がりすぎたのか（以下略

『レベルが12上がりました』

　七回目

　お昼を食べてからハイコボルトと戦った。

　元気いっぱい！

　だから力を入れすぎたのか弓からさらに軋んだ音が……やっぱりそろそろ新しく自分のステータスに合った弓に変えるべきか……

『レベルが12上がりました』

　八回目

　三本同時に【魔法矢マナ・ボルト】を射ってみた。

　二本の時に比べてかなり射つ時の難易度は上がったけどなんとか成功。

　これも慣れるためにもうちょっと練習したい。

『レベルが12上がりました』

　九回目

　以下略！

『レベルが12上がりました』

　十回目

　記念すべき十回目。

　今回は正面から正々堂々戦ってみようと思う。

　ボス部屋に入るといつも通りハイコボルトが見えた。

　ボス部屋に入ると、初めて戦った時と同じようにハイコボルトは一瞬で距離を詰めてくると鋭い爪を振り下ろしてくる。

　だけど、今度はレベルが上がって俊敏ステータスが上がったから、ソロの時の経験と合わせて余裕を持って避けることができた。

　そして矢を射つ。

　俺の矢を受けたハイコボルトは吹ふき飛んで壁に激げき突とつすると呻うめき声を上げながら立ち上がる。

　だけどまた動き出す前に【魔法矢マナ・ボルト】を一回、二回、三回、四回、五回、六回、七回と射ち続ける。

　するとハイコボルトはその場で動かなくなった。

『レベルが11上がりました』

　今回のボス討とう伐ばつは十回で終わりにしようと思う。

　というか終わりにせざるを得ない。

「弓が……」

　流石さすがにステータスが上がりまくった状態で使いすぎたのか弓からかなり軋んだ音がしていた。

　すぐには壊こわれないだろうけど、それでもこのペースでレベルを上げるとなるとすぐに限界がくるだろうからその前に弓を買い替かえておきたい。

　……この弓結構高かったし、弓自体が使われてないから売られてないしで、これより良いものとなると見つからない可能性の方が高いんだよな～……

「……仕方ない。溜たまった魔石を売って弓を買う資金を作ってくるか」

　幸い魔石はあるしコボルトの素材も何体か【アイテムボックス】に入ってるからお金になるはず。

　……ハイコボルトはどうするかな。

　何日か前までＥランクダンジョンに潜もぐってた俺がいきなりＣランクのモンスター、それも複数体をいきなり売りに出したら何かあるって言ってるようなものだ。

　そこから芋いもづる式しきに俺がユニークスキルを二つ持ってるなんてばれたら困る。

「仕方ないけど、しばらくハイコボルトはタンスの肥やしならぬ、アイテムボックスの肥やしだな」

　ハイコボルトは探たん索さく者からしたらかなり不人気だ。そんな事情もあって供給が追い付いてないと思うから高く売れると思うんだけど……まぁ仕方ない。

「とりあえず外に出るか」

　腕うで時ど計けいで時間を確認するとまだ一時頃ごろだから今から外に出れば移動と買い取り含ふくめても十分弓を探す時間はある。

　最悪明日はダンジョン探索を休みにしても良いしな。

「よーっし！　弓探すぞ!!」

　こうして俺はダンジョンを出るため、出口に向かって進む。

　慎重に進んではいるけどどうしてもコボルトが出てくるから、コボルトを倒たおしながら出口に進んでいく。

　そして、約一時間進み続けて、ようやく一階層に戻もどってくることができた。

「くぁ～……出口まであと少しか」

　あと少し。

　気を抜かずに、慎重に、警戒して変なところで余計な怪我を負わないように気をつけよう。

「やだぁぁぁあああ!!!　誰かぁぁぁあああ!!!」

「……!?　叫さけび声ごえ!!」

　しかも……

「声が若い……さっきの声は子供か!!」

　さっき聞こえてきた声は大人の声には到とう底てい聞こえなかった。

　なんで子供がダンジョンにいるかは知らないけど、とにかく声が聞こえてきた方に走る。

　しばらく走ると見えてきたのは泣きながら尻しりもちをついて座すわり込こんでる子供が二人に、白いコボルトに首を掴つかんで持ち上げられてる葵あおいくん。

　葵くんは白いコボルトに手を離はなさせようと、持ち上げられながらも白いコボルトを蹴けり続けている。

　だけど白いコボルトはステータスもない子供の蹴りなんて効くわけもなくニタニタした顔をし続けていた。

「……！　葵くんを離せ!!」

　葵くんを掴んでいるコボルトが白いことが引っ掛かる。

　だけどそれを考える前に葵くんを！

　コボルトに【魔法矢マナ・ボルト】を射つ。

【捕捉ロツクオン】スキルを使ったら必中になりはするけど、どんな軌き道どうで向かうかわからないから葵くんに当たるかもしれないし【捕捉ロツクオン】スキルは使えない。

　純じゆん粋すいな弓の腕うでで狙い射つ。

　矢を射つと、器用ステータスも上がっているのもあってうまく白いコボルトに飛んでいく。

「ガルァッ!!」

「いてっ!!」

　だけど白いコボルトは葵くんを地面に落とすと簡単そうに矢を避ける。

　さらに追つい撃げきするけど凄すさまじい速さのバックステップで次々避けられていく。

　だけど狙いどおり葵くん達たちから距離を取らせることには成功した。

「三人とも大だい丈じよう夫ぶか!!」

　白いコボルトを警戒しながら咳せき込んでる葵くん達に近づく。

「ゲホッ！　ゴホッ！　に、兄ちゃん……」

「よし、大丈夫そうだな。葵くん。なんで君達三人がこのダンジョンにいるか、よ～く聞きたいところだけどそれはあとにしておくよ」

　さっきから警戒し続けているけど嫌いやな予感しかしない。

　あの、俺の矢を避けた異常なバックステップの速さと普ふ通つうのコボルトとは違ちがう白い姿。

　そしておかしいぐらい発達している左手の爪と牙。

　そんな普通のコボルトと違う白いコボルトに思い当たる節がある。

「突然変異ミユータントモンスターかよ……初めて見るな……」

　突然変異モンスター。

　それは通常のモンスターとは違い、ステータスがさらに強化され、体のどこかしらが通常個体より異常に発達しているモンスターのこと。

　特とく徴ちようとしては白い体色で通常のモンスターと見比べるとすぐに見分けがつきやすい。

　それと一番の違いはその強さ。

　強化されたステータスはその本もととなったモンスターのランクを一つ押おし上げるぐらいだ。

　つまり今のあのコボルトはＣランク相当のモンスターになっている。

　ランクだけ見たらハイコボルトと同じだけど、ハイコボルトよりも小さいから厄やつ介かいな相手だ。

　そんな相手に子供達を庇かばいながら戦う？

　かなり難しいな。だけどやるしかない。

　そうとなると……

「葵くん、他の二人も絶対に俺の後ろから離れるなよ」

「う、うん……」

　他の二人も返事はしなかったけど俺の後ろから動かない。

　いや、これは動けないだけか？

　まあ、俺の後ろから動かないならなんでも良い。

　幸いここは一直線になってるから前の白いコボルトだけに注意すればいい。

「グルルルル……」

「……」

　コボルトが喉のどを鳴らしながらこっちを睨にらみつけてくる。

　意識を逸そらすな。集中しろ。

　今は白いコボルトを倒すことだけを考えろ。

　白いコボルトはいつでも突っ込んでこられるように姿勢を低くして、俺は【魔法矢マナ・ボルト】で作った矢をいつでも射ち出せるように弓を構える。

　そのままの状態でしばらく俺と白いコボルトのにらみ合いが続く。

「グルルゥッ!?」

　先に動いたのは白いコボルトだった。

　白いコボルトは一気に地面を蹴って距きよ離りを詰めるために低い体勢のまま突っ込んでくる。

「シッ!!」

　それを俺は白いコボルト目め掛がけて【捕捉ロツクオン】を使ってから【魔法矢マナ・ボルト】で作った矢を射つ。

「ガルルァッ!!」

　一直線に白いコボルトに向かって矢は飛んでいくけどコボルトが吠ほえると同時に異常発達した左の爪つめに防がれてしまう。

「嘘だろ!!」

　確かに当たってるといえば当たってるから必中なんだろうけど、今までの経験からして絶対に当たるとわかっていたからこそ驚おどろきが大きい。

　さらに、白いコボルトは近づいてきて左の爪を振り下ろそうとしてくる。

「シッ!!」

　だけど俺も黙だまってやられるつもりはないからすぐにまた二本、矢を作り出して同時に白いコボルトに射ち出す。

「ガアッ!!」

　今度はさっきのように防ぐことはできないのか一本は爪で防いだけど、あと一本は白いコボルトの右みぎ肩かたに突き刺さる。

　よし！　今度は当たったな。

「グルアァ!?」

「くっ!!」

　しかし、白いコボルトは痛みを感じていないかのように右足で蹴りを放ってきた。

　なんとか弓を持ってない方の左ひだり腕うででガードしたけど凄まじい衝しよう撃げきが左腕に伝わる。

「いってぇ……」

　ステータスはハイコボルトよりも劣おとってる気はする。

　だけどその体の小ささが問題で、【捕捉ロツクオン】スキルの必中がなかったら高い俊しゆん敏びんステータスもあって矢は一いつ切さい当たってないだろう。

　しかもそれだけじゃなくて攻こう撃げき力りよくもある。

　イメージ的には白いコボルトは俺がこれから振り分けようとしていたステータスのような感じのステータスだろう。

　素早い動きで攻こう撃げきを避けて高い攻撃力で相手を圧あつ倒とうできるタイプ。

　厄介なことこの上ないな。

「グウゥッ!!」

「うおっ!!」

　白いコボルトが今度は右手で殴なぐりかかってくる。

　弓を手放すわけにはいかない……けど左手は右足を……!?

　くっそ！

　咄嵯に弓を持っている右みぎ腕うででガードするけどやっぱり凄まじい威力で腕が痺しびれる。

「グルァッ!!」

「ぐぁっ……!!」

　白いコボルトは俺のそんな隙すきを逃のがさず、左手を大きく振りかぶった状態で飛び込んできた。

　まずいと思った時にはもう遅おそく、鋭するどい爪が俺の右肩に食くい込む。

　さらに白いコボルトはそのまま地面に着地すると爪を引き抜いて俺の体を投げ飛ばす。

「ガハッ……」

　投げ飛ばされた俺は受け身を取ることもできずに壁に背中を強く打ち付ける。

「兄ちゃん!!」

　葵くんが心配そうな声を上げる。

　大丈夫だよと安心させたくて口を開こうとするけど上う手まく言葉にならない。

「がはっ……ごほっ……」

　肩かたを見ると肉がえぐれていて血が流れ出している。骨は折れてはいないみたいだけどそれでもかなりの重傷だ。

　ガードに使った両りよう腕うでも感覚的に折れてはいないだろうけどかなりの激痛が走っている。

　だけど骨まで折れてないってことが不幸中の幸いか。

「グルルル……」

　白いコボルトは俺がもう動けないと判断したのか子供達に近づいていく。

　こうなってしまったら逃にげてほしいけど子供達は恐きよう怖ふで動けないのかただ震ふるえているだけだ。

「やめ……ろ……」

　必死に口を動かそうとするけど掠かすれたような声しか出ない。

　このままだと俺だけじゃなくてあの子達の命も危ない。

　なんとかしないと。でも体が動かない。

「グルォウッ!?」

「きゃあっ!!」

「うわあああ!!」

　白いコボルトが葵くんに爪を振り上げて襲おそい掛かかる。

　……なんで俺は動けない。

　動けよ！　俺ならあの子達を助けられるんだぞ!?

「グルオオッ!?」

「やめて!!　来ないで!?」

「あ……あ……」

　白いコボルトの爪がどんどん子供達に近付いていく。

　その光景を俺はまるでスローモーション映像を見るように眺ながめていた。

　動け……！

　確かに体は限界だ。

　だけど俺はまだ負けてない……！

　遠距離攻撃しか出来ない？　近接は出来ない？

　だからなんだ。

　誰だれがそんなことを言った……！

　俺は自分の力を信じてここまで来たはずだろ……！

　ここで諦あきらめたら今までの努力は何だったんだよ……！

　お前のユニークスキルはお前が強くなるには弱すぎると周りに馬鹿にされた。

　その時諦めたか？

　いや、諦めなかった！

　限界を超こえて今俺はここにいる。

　じゃああとは簡単だ。

　もう一度限界を超えるだけだ……!!!

「うぉぉぉぉおおお!!!」

　気合いを入れるために雄お叫たけびを上げながら立ち上がって弓を盾たてにして子供達を庇う。

　そしてそのまま白いコボルトの爪による攻撃を受け止める。

「ぐぅ……！　うぉぉおおっ!?」

　肩の痛みに膝ひざを屈くつしてしまいそうになるけど雄叫びを上げ、気合いを入れて耐える。

　それに驚いた白いコボルトは一いつ瞬しゆん動きを止めるも、すぐに爪を横に薙なぎ払はらってきた。

　……技術なんてない。ただ力任せに……蹴り飛ばす!!!

「喰くらえ!!」

　俺の蹴りは白いコボルトの胴どう体たいに直ちよく撃げきして白いコボルトは吹き飛ぶ。

　やっぱりレベルアップって大切だな。

　レベルを上げる前の俺だったらあそこまで吹き飛ばせてないしそもそもここまで戦えてなかっただろう。

　ただその代わり、盾に使った弓は真っ二つになってしまった。

　一年間ずっと使い続けてた弓だから悲しくもあるけど仕方がない。

　今はそれよりも目の前にいる敵を倒すことに集中しよう。

　それに弓がなくなってもまだ戦う方法はある！

「かかってこい！　まだ俺は戦えるぞ!!」

「【魔法矢マナ・ボルト】ォ!!!」

　通常20ＭＰで済む【魔法矢マナ・ボルト】に１６０ＭＰを使って透とう明めいな矢を八本作り上げる。

「ハァッ!!」

　それらを両手の指と指の間に挟はさんで構えると、白いコボルトが起き上がると同時に投げつける。

　この矢を使った投げつけるという行こう為いも立派な遠距離攻撃だ。

　必中効果もこれなら機能するはずだ！

　そんな俺の目もく論ろみ通り【捕捉ロツクオン】スキルの必中効果が機能して様々な方向からバラバラに白いコボルトに向かって飛んでいく。

　ただ、弓を使っていないから速度も威力も大おお幅はばに落ちてしまっている。

「グルルッ!!」

　白いコボルトはそれを余裕を持って避けて、迎げい撃げきしていく。

　だけどそれでいい。

　これはあくまで陽動。

　本命は……

「俺だぁぁあああ!!!」

　矢を投げるのと同時に駆かけ出していた俺は【魔法矢マナ・ボルト】で作り出した矢を片手に握にぎりしめたまま【魔法矢マナ・ボルト】を迎撃して体勢の崩くずれている白いコボルトに突つっ込む。

「体勢の崩れている今のお前には避けられないだろ!!!」

「グルァアアッ!?」

　俺は握りしめている矢を両手で握り直して白いコボルトの心臓目掛けて突き刺さす。

　対して白いコボルトは体勢を崩しているのにその体勢から無理やり爪を振ふり下ろしてきた。

「ぐっ……!!」

「グルァッ……!!」

　振り下ろされる直前、白いコボルトの目が俺の首筋を捉とらえているように見えた。

　けど、爪が振り下ろされるより俺が懐ふところに入り込む方が早い！

「俺の、勝ちだぁぁぁあああ!!!」

　叫びながら矢を白いコボルトの左胸に深々と突き刺し、そのまま地面に縫ぬい付けるように押し倒す。

「ガァァァァァッ!!!」

　白いコボルトもなんとかしようと暴れるが俺が上に乗っかっているためどうしようもない。

　一番の脅威である左手の爪は腕を右足で押さえ込んでるから動かせないはず。

　というか絶対に動かさせない！

「絶対に離さない!!」

　これが俺がこいつに勝てる唯ゆい一いつの勝ち筋。

　速すぎて近づかれたら絶対に勝てない。

　さらに、弓も壊れたから同時に矢を投げることはできても速さも威力も落ちてるから離れられたら簡単に迎撃される。

　もう詰つみに近い状じよう況きよう。

　だったら俺にできるのは近づくでも離れるでもなく零ぜろ距きよ離りまで密着する！

　そして、このレベルアップしたおかげで上がってる防御力とＨＰでごり押す！

　これが今俺ができる最適解。

「ガァッ！　……ガ…………ァ……」

　白いコボルトが暴れてくるのをしばらく耐たえると、だんだんと白いコボルトの暴れる力が弱くなってくる。

　そして、同時にどんどん声も小さくなっていき、最終的には完全に動きを止めた。

　それでも万が一を警けい戒かいし続ける。

『レベルが12上がりました』

　そこで聞こえてくるレベルアップの通知音。

　レベルアップの通知音……ってことは……

「勝った……勝ったぞー!!!」

　こうして俺は突然変異モンスターの白いコボルトに勝利するのだった。


　――――――

　天宮楓

　レベル３２８

　ＨＰ：２５０／３２４０　ＭＰ：94／２１６０

　攻撃力：４００（＋52）

　防ぼう御ぎよ力りよく：３５０（＋12）

　俊しゆん　敏びん：９２０（＋５７７）

　器　用：５０５（＋１５２）

　精神力：１１２０（＋７８７）

　幸　運：50

　ＢＰ：60

　ＳＰ：７１０

　スキル：【魔法矢マナ・ボルトLv.11】【弓きゆう術じゆつLv.５】【鷹たかの目めLv.２】【アイテムボックスLv.４】【捕捉ロツクオンLv.10】【鑑かん定ていLv.１】【ＭＰ増加Lv.５】【ＭＰ回復速度上昇Lv.５】

　――――――



　白いコボルトを倒したことを確かく認にんしたらステータスを開いてＨＰを確認する。

　うっわ……残りＨＰが２５０しかない。

　それに加えて今も出血が止まってないから毎秒１ずつＨＰが減っていっている。

「早く回復しないと……」

「兄ちゃーん!!!」

「お兄ちゃん大丈夫!!」

「に、にいちゃん、血、血が!!」

　葵くん達がこちらに走って来た。

　俺は【アイテムボックス】からポーションを二個取り出す。

　ポーションを買い置きしといて良かった～……

　なかったら白いコボルトに勝ってたのに死ぬところだったな……

「ああ、これは大丈夫だよ。ポーションがあるからね。葵くんも使っておきな？　さっきあいつに掴み上げられてたでしょ？」

　取り出したポーションを一つ葵くんに渡わたす。

「う、うん。ありがとう兄ちゃん」

　葵くんが受け取って蓋ふたを開けて飲んだのを確認してから俺もポーションを使う。

　蓋を開けて半分を肩の傷口に掛けて半分を飲み干す。

「っ～!!」

　傷口にポーションが滲しみて痛ってぇ……けど我が慢まんできる程度だ。

　それに、さっきの白いコボルトに肩を爪で刺された時の方が断然痛かった。

　だけどポーションを使ったおかげで肩の傷口が徐じよ々じよに塞ふさがっていき、痛みも引いていく。

　手を開いて閉じてを繰くり返して、肩を回してみる。

　よし、動く。問題なし。

　ＨＰを確認しても５５０まで回復してたしＨＰの減少も止まったしもう大丈夫だろう。

　ステータスを閉じてから立ち上がる。

「ほ、本当に大丈夫なのかよ兄ちゃん!!」

「ああ。ポーションも使って傷口は塞がって血も止まったしもう大丈夫だよ」

　心配そうに聞いてくる葵くんの頭を撫なでながら答える。ついでに二人も。

　さて、と……

「あ～お～い～く～ん？　それに他の二人も。なんで君達子供がダンジョンに入ってるのかな？」

「「「えっとぉ……」」」

　俺の言葉を聞いて三人の顔からサーッと音が聞こえそうな勢いで青ざめていった。

「あ、あのな――」

　葵くんと名も知らぬ男の子と女の子が拙つたないながらもゆっくりと説明してくれる。

　その説明を聞いた結果、とても馬鹿馬鹿しいのと同時にどうにもおかしな話だった。

「ってことは君達は探索者の俺が会った時は素す手でだったから、自分達でも何か武器があればダンジョンに入ってモンスターを倒せると思った。そういうことだな？」

「「「はい……」」」

「まったく……いくらなんでも無む謀ぼうすぎるだろそれは……」

　俺の呆あきれた声に三人ともシュンとなって項うな垂だれてしまう。

　まぁ、これは武器の弓を【アイテムボックス】にしまってた俺を見てダンジョンに入ってきちゃったらしいからあまり強くは言えないけど。

　だからそのことは置いといて、まずは聞いておきたいことがある。

「まあ、今それはいい。それよりなんで君達はダンジョンの中に入れてるんだ？　監視者オブザーバーは止めなかったのか？」

　まず子供達三人がこのダンジョンの中にいるのがおかしい。

　どのダンジョンにも監視者という探索者協会の職員がいる。

　その監視者は探索者資格を持っていない人がダンジョンに入るのを止める役割を担になっている。

　その探索者が資格を持っているかを確認する方法は、【魔ま道どう具ぐ作成】のスキルを持った職員が作った監視カメラのようなものを隠かくれながら使って毎日監視しているはずだ。

　だからそれを使って顔を探索者協会のデータベースに確認できるから、登録していない人はすぐにばれて監視者に止められるはず。

　まあ、今回はそんなのは使わなくても見るからに子供のこの子達が止められないなんてことはないはずだ。

　だからなんでこの子達がダンジョンの中にいるのかが不思議でしょうがない。

「別に誰もいなかったし止められなかったよ」

「そうだぜ！　ダンジョンにはすぐに入れたしな!!」

「ここまでお兄ちゃんしかダンジョンで見てないよ」

「……そっか～……」

　なんだよそれ。

　監視者が子供達を見過ごしたなんてことはない。最低限入ろうとした人を取り押さえられるようにレベルを上げているはずだ。

　だからステータスもない子供を見み逃のがすなんてことはないはず。

　……ってことは……

「まさかいないのか？　監視者」

　その考えに至って頭を抱かかえる。

　監視者っていうのは探索者資格を持っていない人を止める役割の他にも、ダンジョンの中で異常が起きたらすぐに探索者協会に連れん絡らくする役割を持っているんだ。

　もし監視者がいない状況で魔物暴走スタンピートでも起こってしまったらそれこそとんでもないことになる。

　魔物暴走はどれだけ早く対処するかが重要になってくるから、探索者協会への連絡が遅おくれたらそれだけ被ひ害がいが広がるし、対処が遅れれば多くの人が死ぬかもしれない。

　そんな重要な役割を持っている監視者がいないなんて……

「……はぁ、もうちょっと説教しようと思ったけど先にダンジョンの外に出ようか。色々考えることが多すぎて頭が痛い……」

「「「はい……」」」

　俺は小さくため息を吐ついてから、葵くん達に出口に向かうように指示を出す。

「おっと……ちょっと待っててくれよ」

　白いコボルトのドロップアイテムを回収し忘れていたことを思い出してその死体に向かって歩き出す。

　突然変異モンスターの白いコボルトだ。

　情報通りなら……

　緊きん張ちようするな。

　白いコボルトの前に着いた俺は白いコボルトの死し骸がいに手を伸のばして触さわってみる。

「うわっ!!」

　すると、突とつ然ぜん俺おれが触った場所からその体が光りだして俺の視界を真っ白に染める。

　そして数秒後、光が収まったのを感じてから目を開けると、白いコボルトの上に腕うで輪わが置かれていた。

　その腕輪が放つ異様な雰ふん囲い気きに思わずゴクリと喉を鳴らす。

「こ、これが突然変異モンスターを倒すと手に入る装備アイテムか……!!」

　突然変異モンスターを倒した時にアイテムが出るとは聞いていたけど、こんな感じで出てくるのか。

　目の前にある腕輪をまじまじと見つめる。

　鑑定したら魔ま犬けんの腕輪という名前の腕輪というのはわかったけど、効果までは俺おれの【鑑定】のスキルレベルが低いのもあってわからないから着けるのはやめておこう。

　白いコボルトと腕輪を【アイテムボックス】にしまい、葵くん達に合流してダンジョンの外へと進む。

　さてと、外に出たらこの子達の親を探して報告、それと監視者を一応探して、いてもいなくても探索者協会への連絡。

　あと手持ちのポーションだけで回復しきれなかった俺の治ち療りよう。

　そして、探索者協会から来た職員への事情説明。

　……ダンジョン出たくなくなってきたなぁ……

　幸い、ダンジョンから出るまで突然変異モンスターの白いコボルトはもちろん、コボルトも出てくることはなく、安全にダンジョンの外に出ることができた。

　葵くん達もいたから戦いたくなかったのもあったからありがたかったな。

　ダンジョンの外に出ると外はもう夕方になっていて日が暮れ始めていた。

　ダンジョンの中は昼も夜も関係なく明るいから時間の感覚が狂くるいそうになるな。

　そして、ダンジョンから出た瞬しゆん間かん、外にいた人達が一いつ斉せいにこちらを見て騒さわいでいるのが見えたけど……

「あれって昨日も見たよな？　ほらあの……探索者さん……」

「ああ……もしかしたら葵くん達のことを何か知ってるかもしれないぞ」

「……っておい！　あの探索者さんの後ろ!!」

「あ！　いなくなってた子供達が全員いるぞ!!」

　どうやら聞こえてくる声から察するに葵くん達三人を探していたらしい。

　俺の後ろにいる葵くん達を見た途と端たん、周囲の大人たちがさらに騒ぎ出して近づいてくる。

「おい！　子供達は大丈夫か!?　って！　探索者の兄ちゃん血だらけじゃねぇか!!」

　事情を聞くためか俺の方に一人の男性が来て、他の人達は子供達の元に駆け寄っていった。

「ああ、怪け我がはお気になさらず。もう治療しているので大丈夫ですよ。子供達も無事です」

「そ、そうなのか……よかった……」

　俺の言葉を聞いてホッとした表情になった大人の男性。

　他の人達は子供達を抱だきしめたり頭を撫でていたりしていた。

「それで兄ちゃん。一体何があったんだ？」

「そうですね。説明をしたいんですけどまずは……」

　俺は男性から離れてダンジョンの周辺を探索する。

　ダンジョンの入り口の上、周囲を囲んでいる木々の上や死角になっている場所、監視者がトイレに行く時にカメラを固定するであろう場所やトイレの全てを監視者がいないか探しに探していく。

　カメラの固定は監視者がトイレに行く時に必ずしてダンジョンに資格を持っていない人が入ってもすぐに警告音がなるようにできるし、気づかないなんてことはないはずだ。

　だけど、どこにも監視者というか人の姿は一切見当たらない。

　それに、カメラも固定されてる所は見つからなかった。

　少なくともダンジョンの入り口が見えるように固定しなきゃいけないから見つからないなんてことはないはず。

　……まあ、葵くん達がダンジョンの中に入れているのと、ダンジョン周辺であんな騒ぎになっているのに姿を見せない時点で察してはいたけどな。

「お、おい探たん索さく者さん何やってるんだ？」

「いえ、なんでもありません。とりあえずあの子達はお任せしますね。事情はまた後で説明させていただきますので」

　男性には悪いと思うけど、返事を聞かずにその場から離れていく。

　そして、【アイテムボックス】からスマホを取り出してある場所のある部署に電話をかける。

「あ、もしもし。探索者協会ですか？」

　子供達がダンジョンに入ったのが確かに悪い。

　だけどそんなことになった要因の一つである監視者、お前は絶対に許さないからな……
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　場所は移動して村の集会所のような場所。

　そこには当事者の俺と葵くん達。

　そして、葵くん達の両親や祖父母といった親族。

　この村のまとめ役のような人。

　さらに俺が連絡した探索者協会から来た人。

　最後に魔犬のダンジョン担当の監視者という男性が座っていた。

　葵くん達はたっぷり怒おこられたのか、目の腫はれがまだ治っていない状態で、俯うつむいている。

「さて、それでは今回起きたことについての説明をお願いしてもよろしいでしょうか？」

「はい。それでは、今回起こった出来事について説明をさせていただきたいと思います――」

　そして俺は、今回のダンジョンで起こったことを全て話していく。

　葵くん達がダンジョンの中にいて突然変異モンスターの白いコボルトに襲われていたこと。

　そして、本来必ずダンジョンの入り口周辺にいて見張りをしているはずの監視者がいなかったこと。

　話すのは大まかに分けてこの二つだ。

「――以上が今回の出来事についてです。それで監視者の方にお聞きします。どうしてこの村の近くにいた貴方あなたがここにいないのですか？　答えてください」

「……」

　監視者の多た賀が谷やさんは俺からの問いに視線を下げながら口を閉ざしてしまう。

　その様子に俺以外の人達が怒いかりの声をあげ始める。

「おい！　確かにうちの子供がダンジョンに勝手に入ったのは悪い！　それはうちの子供が悪いんだから責めるつもりはない。危険だって知ってて入ったんだ。責める資格は子供達の責任をとる俺おれ達たちにはねえ。だけどよお、監視者がダンジョンにいないなんてどういうことなんだ!!」

「そうだ！　あんたはダンジョンに異常が起こった時に協会に連絡する役割を担ってるだろうが!!」

　口々に責め立てる大人達に多賀谷さんは何も言わずに黙ったままだった。

　ただ、無言のまま俺の顔を見つめるだけで何も喋しやべらない。

　そんな多賀谷さんの視線はかなり血走っていて、見つめるというか睨み付けているという方が正しい気がする。

「……ハァ……」

　……ため息？

　監視者の思わず口から出てしまったような小さな声で吐かれたそれはステータスの上がっている俺以外の耳に届くことなく消えていった。

「……申し訳ありませんでした！　私の不ふ手て際ぎわで大変なご迷めい惑わくをおかけしました！　この度は本当にすみません!?」

　突とつ然ぜん椅い子すから立ち上がり、綺き麗れいな土下座をして謝罪を始めた多賀谷さんに俺を含ふくめ、他の人達たちは呆ぼう然ぜんとすることしかできなかった。

　えっと、急にどうしたんだ……？

　そして、続いて探索者協会から来た人も立ち上がって土下座までとはいかなかったが、

「今回は私ども探索者協会が派は遣けんした多賀谷に不手際があったこと、深くお詫わび致いたします。誠まことに申し訳ありませんでした」

　と、こちらも謝あやまってくる。

　結局、その後二人はひたすら頭を下げるだけ下げて、葵あおいくん達の親族が落ち着くまで下げ続けて、これからのことを説明してそのまま帰って行った。

　これからのことと言っても、葵くん達がダンジョンに入ったのは多賀谷さんがいなかったのもあって、罰ばつは厳重注意。

　多賀谷さんは今日ダンジョンにいなかったのは休きゆう暇かを取るための報告の不備として謹きん慎しんと減給処分になるらしい。

　正直絶対にダンジョンにいなかったのは今日だけじゃないと思うんだけど、証しよう拠こがないだけに何も言えない。

　まあ、これは俺の勝手な推測だしな。

　歯は痒がゆいな……

　そして、多賀谷さんはその責任を取って探索者協会の支部に戻もどることになることぐらいだな。

　まあ、俺も探索者協会の人を待つ間に葵くん達へのお叱しかりは済ましたし、今日はこれで帰るだけだ。

「あ～今日は疲つかれた。さっさとか「お待ちください。探索者さん」……はい？」

　帰ろうと立ち上がったところで声を掛けられる。

　声の主を見るとそこには白しら髪がのもう六十代ほどの年配の男性がいた。

「えっと……貴方は確か……」

「葵の祖父の誠せい三ぞうです。この度は孫を助けてくださってありがとうございます」

　そう言って深々と頭を下げてくる男性。

　その姿からは俺が葵くんを助けたことを本当に感謝してくれていることが伝わってきた。

「いえ、俺は別に大したことはしてないので気にしないで下さい」

「そうはいきませぬ。葵に聞けばあなたは大おお怪け我がを負っただけでなく武器である弓も失ったとか。礼をさせていただきたいのです」

「あーいえいえ。ほんとうに大だい丈じよう夫ぶなんで」

「いえいえ、そういうわけには参りません。あれだけ気を付けるとあなた様に言ったにもかかわらずこの体ていたらく……ですのでせめてもの詫びとして我わが家やに来ていただきたく思います。今から少々よろしいですかな？」

「あ、はい。それじゃあよろしくお願いします……」

　有う無むを言わせない雰囲気に思わず返事をしてしまう。

　そして、俺は誠三さんの家に招かれることになった。

　誠三さんの家は普ふ通つうの家と言った感じだ。

　だけど、家の横にある大きな建物とその近くにある角材とまではいかないけどある程度形の整えてある木材が、見事なまでに普通の家という印象をぶっ壊こわしてきた。

「ここがわたしの家になります……む？　どうかなさいましたか？」

「い、いえ。なんでもないですよ」

　さすがに普通の家っていう印象を与あたえられた後にこれを目の前にして平然とできる人の方が少ないと思う。

　この家に圧あつ倒とうされている俺を見て首を傾かしげている誠三さん。

「？　まあいいでしょう。こちらです、どうぞお入りください」

「……お邪じや魔ましまーす」

　だけど、家の中に入ると、普通に生活感溢あふれる玄げん関かんだった。

　だけど、普通の靴くつじゃなくて安あん全ぜん靴ぐつやタクティカルブーツといったいわゆる作さ業ぎよう靴ぐつが多く見える。

　そして、誠三さんに案内されて和室の客室らしき場所に通された。

　そして、座ざ布ぶ団とんを出されてそこに座すわってしばらく待つ。

「お待たせしました」

　しばらく待つと誠三さんは大きな木箱を持って部屋の中に入ってきた。

　そして、俺の前にドスンッと置く。

　その音からかなり重量があることが窺うかがえる。

「私がお招きしましたのにお待たせすることになってしまい申し訳ありません」

「いえ、それはいいんですけど……これって一体……」

「これは今回の件の感謝の品です。中身については開けてからのお楽しみということで一つご了りよう承しよう願いたい」

　そう言うと誠三さんは木箱を畳たたみの上を滑すべらせ俺の方に寄せてくる。

　いや、ええ？　……受け取っていいのかこれ？

　その木箱は見るからに高級そうな雰囲気が漂ただよっている。

「い、いやいやいや。受け取れませんよこんな見るからに高そうな物!!」

「そうは言われましてもな……私はあなただからこれを受け取ってもらいたいのです」

「いや、でも……本当にいいんですか？」

「ええ。私の大事な孫の葵を救ってもらったお礼です。それに、葵の話を聞いてこれをあなたに渡すのが良いと私が判断したので」

　誠三さんはそう言うとさらに俺の方に木箱を押おしてくる。

　ここまで来たら受け取るしかないか。

　あんまり断り続けても誠三さんに失礼だろうしな。

　俺は意を決して木箱を受け取る。

「わかりました。ありがたく受け取らせていただきます」

「お受け取りいただけるなら良かったです。これは心技体、心の強さ、技の冴さえ、体の強さ。これらが揃そろっている人に渡そうと思っておりました」

　俺が受け取る意思を示すと誠三さんは嬉うれしそうに笑った後、そんなことを言う。

「この心技体は、かの毛もう利り元もと就なりが三人の息むす子こへ教えた三本の矢だと考えております。心が強く、技が冴え、体が強ければ折れることなく、どんな困難にも立ち向かえる。私はそう考えております」

「誠三さん……ありがとうございます。そこまでの評価をしていただいて……」

「なに、これはあなたの正当な評価でしょう。これからの活かつ躍やく、期待させていただきますぞ」

　誠三さんはそう言って笑いながら俺の肩かたを叩たたく。

　その手は力強く、とても安心感のあるものだった。

　……強くなろう。

　ここまで評価されているんだ。

　もっと頑がん張ばらないとな。

「ふぅ……今日は疲れたなぁ……」

　正直なところ今日はいろんなことがありすぎてもう頭がパンク寸前だ。

　さっさと家に帰って諸もろ々もろ終わらせてさっさと寝ねよう……。

　そう思って玄関で靴を履はこうとした時だった。

「兄ちゃん！」

「ん？」

　声を掛かけられるのとほぼ同時にドンッ！　と腰こしのあたりに衝しよう撃げきが走る。

　ダンジョンの外なのもあって油断してた俺は、気配も動きも全く感じ取ることが出来なかったため、かなりの不意打ちだったが何とか倒たおれずに持ちこたえて声をかけてくる人物の顔を見る。

　まあ、心当たりしかないけど。

　それは予想していた通りの人物だった。

「……なんだ葵くんか」

「なんだってなんだよ！　せっかくお礼を言おうと思ったのに……」

「お礼？　ああ、別にそんなのしなくてもいいぞ？」

「いいじゃん！　助けてくれたんだからお礼ぐらいちゃんとさせてよ！」

「あーわかったわかった。お礼はありがたく受け取っておくから。とりあえず離はなれてくれるかな？」

　さっきから俺の腰より下ぐらいしかない身長の少年が抱き着いてきているので体勢がかなりきつい。

　玄関で靴を履こうとした時に突とつ撃げきされたから……。

「あ、ご、ごめん！　大丈夫？」

「ああ。大丈夫だから落ち着けって」

「う、うん……」

　俺は抱き着いてきていた状態から離れてもじもじしてる葵くんの頭を撫でる。

「ま、これぐらい元気な方が男の子らしいか」

　俺も葵くんぐらいの時は結構やんちゃしてた記き憶おくはあるしな。

「……男の子……って……俺は女だっての……」

「ん？　何か言ったか？」

　何か言ってたような気がしたのだが、小さくて聞こえなかったので聞き返す。

「んーん。なんでもない！　あ、そうだ！　お母さんがご飯食べていってよだって！」

「え？　いいの？」

「うん！　ね？　お願い！」

「……うーん……まあ、いいか」

　正直これから帰って寝るだけだったし。

「わかった。ありがたくごちそうになるよ」

「ほんと!?　やったあ!!」

　わーいわーいと喜ぶ葵くん。

　はしゃぐその姿は年相応の子供って感じだ。

　子供らしくて大変よろしい。

「兄ちゃんもついてきてよ！　俺、先に母さんに言ってくる！」

「あっ！　……行っちゃった」

　止める間もなくドタドタと走っていった葵くん。

　その後、夕飯をいただき家に帰った時には日付が変わっていて、風ふ呂ろに入ってベッドに寝ね転ころがるとすぐに眠ねむりに落ちてしまった。

　もう明日……いや、今日の目覚ましはセットしなくていいか……。







第５章　龍樹りゅうじゅの弓







　翌日。目が覚めると昼になっていた。

「う～ん……まあ、今日は弓も探しに行かなきゃだったからダンジョンには入れなくても別に良いんだけど、なんか損した気分になるな」

　なんか昼まで寝るのは気持ちいいんだけど一日の半分を寝ね尽つくしたって考えたらもったいない気がしちゃうんだよな～。

　とりあえず今日の事を考えよう。

　今日は弓を買いに行くつもりだったんだけど、昨日の件で自分の未熟さを痛感させられた。

「やっぱり、弓もだけど近づかれた時のための武器も買っとくべきだよな～昨日近づかれたら何もできなかったわけだし……」

　俺の武器はやっぱり弓だから片手で、使ってない時でも邪魔にならないような武器が良いな。

　そうとなるとかなり候補は絞しぼられてくる。

　両手で使うような槍やりなんかは自動的に選せん択たく肢しから外れるし、最も近接戦せん闘とうする時に使われてる片手剣けんと呼ばれるようなものも使ってない時邪魔になりそうだ。

　そうとなると……

「短たん剣けんかな？」

　短剣ならモンスターから魔石を回収する時に使ってるから他の武器より使いなれてる。

　それに、なにより小回りが利きくのが大きい。

　近づかれた時は基本的に俺が矢を射うつ姿勢になってるか、単純に速さに追いついていないかだ。

　だから取り出しも早いだろう短剣がベストなんだけど……

「金が……弓と短剣。どっちも買うってなると足りるかな……？」

　今現在、所持している中で使えるお金は十三万五千円ほどある。

　そこにダンジョンの中で考えた通り魔石や素材を売れば良いけど、それでも売れるものが少ないから五万ぐらい。

　足して十八万五千円。

　対して、今の俺のレベルに合うぐらいの弓と短剣だと十五万は確実に超こえる。

「そうとなると弓だけ先に買って短剣は後で買えば良いか。だけどこれからもレベルが上がることを考えたらもうちょっと良いものが欲ほしいんだよな……」

　そうなってくるとどうしても値段が上がってしまう。

　まあ、そこは最悪貯金から出すから良いんだけど。

　……だけど、なにかもうちょっと売れる物ないかな？

【アイテムボックス】に入ってる物を確認する。

　これは売れない。これは売れる。これも売れる。これは売れない。

　次々と【アイテムボックス】の中に入っている魔石と素材を確認していく。

「……あ、そういえばまだ確認してなかったな」

【アイテムボックス】の中に入っていた突然変異ミユータントモンスターの白いコボルトを確認して思い出した。

　そして、取り出すのは魔犬の腕輪と誠三さんにもらった木箱。

　どっちも昨日は帰ってきてすぐに寝ちゃったから確認する暇ひまがなかったんだよね。

「まずはっと……」

　ステータス画面を開いてスキルの項こう目もくを操作する。


　――――――

【鑑定Lv.５】：70ＳＰ

　――――――



「鑑定のスキルレベルが足りなくて昨日は効果まではわからなかったからな。ここまで上げれば大丈夫だろ」

【鑑定】なら探索者協会の支部に行ってもやってくれるけど今回は少しでも使うお金を減らしたい。

　それでも【鑑定】のスキルレベル５なら、探索者協会が【鑑定】できる人を募ぼ集しゆうしてた時の募ぼ集しゆう要よう項こうがスキルレベル５だったはずだからこれで最低限効果はわかるはずだ。

「それじゃあ早さつ速そく。【鑑定】」

　最初に鑑定するのは魔犬の腕輪。


　――――――

　魔犬の腕輪

　・コボルトの突然変異モンスターを倒した者に与えられる腕輪。

　・攻こう撃げき力りよくステータス＋30％

　・俊しゆん　敏びんステータス＋30％

　――――――



「おぉ！　結構良いじゃん!!」

　さすが突然変異モンスターを倒した時に貰もらえるアイテムだ。

　効果の+される倍率が結構高い。

　生産系スキル持ちの人も似たような効果のアイテムを作れるけどここまでの倍率は難しいだろう。

　まあ、滅めつ多たに現れないのとかなりの強さを突然変異モンスターが誇ほこっているからこそ、これだけの恩おん恵けいが与えられるわけだけど。

「それじゃあ次はこの木箱か」

　見た目は身長１８０はいってる俺の胸ぐらいまである普通の木箱。

　結構デカイだけあって何が入ってるか本当に予想がつかない。

「う～ん……まあ、とりあえず開けてみるしかないか。誠三さんにもらった物だからおかしな物ではないだろ」

　俺は木箱に付いている蓋に手をかけて、ゆっくりと持ち上げた。

「これは……弓か？」

　そこには一本の洋よう弓きゆうが入っていた。

　でも、ただの弓じゃない。
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　色は黒で矢をつがえる部分が白くなっている。

　そして、見るだけでわかるとんでもなく高い品質。

　それこそ俺が今まで使っていた弓よりも遥はるかに高品質で強い力を秘ひめているような気がする。

「【鑑かん定てい】」


　――――――

　龍樹の弓Lv.１

　・龍樹の体から作られた弓。

　・攻撃力＋５００

　・使用者の成長に合わせて龍りゆうの特性により共に成長していく。

　――――――



　……うん？

　なんかとんでもないことが書いてあるんですが……

「いや、これヤバくね!!」

　どう考えても凄すごすぎるでしょ!!

　えっ、なに、この性能。

　名前からして明らかにヤバそうな素材が使われてるのはもちろん。攻撃力がバグってる。

　元の壊れる前の俺の弓が＋50なのを考えたら単純に考えて十倍。

　しかもレベル表記？

　この最後の効果の〝共に成長〟に関係あるんだろうけどそんな武器の共に成長するという効果は聞いたことがない。

　これは他の人が隠してるだけかもしれないけどそれでも龍とあるだけで武器としては相当なものだ。

「……誠三さん……これはちょっとお礼とかいう次元じゃないですよ～……」

　てかこんな物をポンッと簡単に渡わたせるって誠三さん何者だよ……

　というか龍ということは最低でもＡランクのモンスターだ。

　値段なんて想像できない。

「いや、だけどこれを使えばかなりの戦力アップ……うん。後で誠三さんに改めて聞きに行こう」

　間ま違ちがって渡されてたらシャレにならない。

　使って傷をつけて弁べん償しようなんて言われたら洒落しやれになってないからな。

　木箱にとりあえず仕し舞まったままにしとこう。そうしよう。

　そうでもしてないと、か弱い俺の心臓が破は裂れつしちゃうわ。


　――――――

　天宮楓

　レベル３２８

　ＨＰ：３２９０／３２９０　ＭＰ：２１６０／２１６０

　攻撃力：４００（＋52）

　防ぼう御ぎよ力りよく：３５０（＋12）

　俊　敏：９８０（＋６３７）

　器　用：５０５（＋１５２）

　精神力：１１２０（＋７８７）

　幸　運：50

　ＢＰ：０

　ＳＰ：６４０

　スキル：【魔法矢マナ・ボルトLv.11】【弓きゆう術じゆつLv.５】【鷹たかの目めLv.２】【アイテムボックスLv.４】【捕捉ロツクオンLv.10】【鑑定Lv.５】【ＭＰ増加Lv.５】【ＭＰ回復速そく度ど上じよう昇しようLv.５】

　――――――



「いや、本当にこんなもの受け取ってもいいんですか……？」

「もちろんですとも。その弓はあなたが使うべきなのですから」

　目の前にある龍樹の弓が入ってる木箱を見ながらあの時に連れん絡らく先さきを貰った誠三さんと再び話をしている。

「それに、その弓は私の木工職人としての人生で最高傑けつ作さく。ですが弓を使う人もおらず、誰だれかに売ることもできず、ずっと倉庫にしまってあったものでした。

　それを私の代わりに使ってくれるというのですからこちらとしてはむしろありがたいことです」

「そ、そういうことなら……」

　てか誠三さんは木工職人だったのか。

　それならあの家の近くにあった大きな建物と積んであった木材も全部納なつ得とくがいく。

　それにしても、仮にも樹きでも龍と名のついてる素材を加工できるんだから誠三さんはかなりの加工技術とスキルを持っているはずだ。

　そんな人の最高傑作……貰えるなら正直めちゃくちゃありがたい。

「……それでは、ありがたく使わせていただきます」

「はい。存分にお使いください」

「ありがとうございます。突然の連れん絡らく、申し訳ありませんでした」

「いえいえ、気にしないでください。それではまた」

　そう言って電話を切る。

　はぁー緊きん張ちようした。

　それにしても、間違いじゃなかった……

「ヤバい、めちゃくちゃ嬉しい」

　まさかあんな龍樹の弓なんて物を貰えるとは思ってもいなかった。

　俺は木箱を開けて龍樹の弓を取り出す。

　取り出した龍樹の弓は不思議と手に馴な染じんで、その重さもいい感じに動かしやすくてその重さが邪魔になることはない。

「いい弓だ。持っただけで凄さがわかる」

　だけど、恐おそらく今の俺のステータスだと、元の性能より少し落ちると思う。

　それでも十分過ぎるほどの性能を持ってるんだけど。

「これで弓を買う必要はなくなった。後は短剣を買えば良いな」

　弓は最上級の、しかも俺と一いつ緒しよに成長してくれる、これからステータスに合わないなんてことがない物を手に入れることができた。

　これにあとは短剣を買えばダンジョンに潜もぐれるな。

　魔ま石せきを取り出すための短剣というかナイフは、探索者の資格を持ってる人だけがログインできるサイトで買えばよかった。

　だけど、サブとはいえこれからは自分の命を預けるんだから自分で実際に手にとって選びたい。

「まあ、買いに行くか。元々弓を買いに行くつもりだったしそれが短剣に変わっただけだ」

　俺おれはすぐに家を出て駅に向かう。
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「うん、やっぱり結構種類があるな」

　駅から歩いて十分ぐらいの場所にある探索者協会支部の中にある武器の販はん売ばいエリア。

　探索者協会支部自体がかなりの大きさなのもあって、販売エリアも相当広い。

　その中でも一応初心者向けとそれ以外の人向けのコーナーに分かれていて、それぞれの武器の種類ごとに置いてある。

　そして、俺が今いるのはそれ以外の人向けの短剣エリア。

　そこには様々な形、大きさの短剣がショーケースの中に並んでいる。

「う～ん……どれにするかな」

　正直なところ、どれもそこまで性能は変わらない。

【鑑定】は使っているけどどれも同じような効果で、もちろん良いものはあるけど俺が使うのには早いのと純じゆん粋すいに高いのもあって、俺の考えてる今の俺が使うのより少し高い品質の短剣が中々見つからない。

　俺の直感的にこれだ！　というものがなければ性能で選んでしまおう。

「うん？　これは……」

　何個目かのショーケースの中に置いてあった一本の短剣に目を惹ひかれた。

　その短剣は刃は渡わたり30センチほどの長さで、厚さは刃の中心辺りの一番厚い部分で３センチあるかどうかぐらいだ。

　でも、その薄うすさに反してその刀身は不思議な光を放っている。

「……これ、良さそうだな」

　見た目に惹かれたんじゃない。

　確かに綺麗ではあるが、その光が気になった。

「【鑑定】」


　――――――

　疾しつ走そうの短剣

　・ワーウルフの突然変異モンスターを倒した者に与えられる短剣。

　・攻撃力＋３００

　・俊　敏ステータス＋15％

　・自身の遠えん距きよ離りの攻こう撃げきが相手に当たりにくくなる。

　――――――



「値段は……十三万まん？　やっす!!」

　これは買いだわ。

　攻撃力とか高いし俊しゆん敏びんのステータスに結構補正がかかってるのに値段が十三万は安い。

　これは最後の〝遠えん距きよ離り攻こう撃げきが当たりにくくなる〟の効果がデメリットだからこの値段なんだろうな。デメリット効果があるとそれだけで不良品みたいなものだし。

　他のデメリット効果がない普通の疾走の短剣ならもっと高くなってるはずだ。

　まあ、俺には【捕捉ロツクオン】スキルがあるから遠距離攻撃が当たらなくなるなんて関係ないしとりあえず握にぎってみよう。

　近くの探たん索さく者資格のカードを読み取るスキャナーにカードを差し込こんで、ショーケースのロックを解除して疾走の短剣を取り出す。

　ちなみにこれは探索者資格を持ってない人が触さわることができないようにするのと同時に、その頑がん強きようさから探索者による万引きの対策もできる優すぐれものらしい。

　そして、疾走の短剣を手に取ってみるとさらに欲しくなった。

　持ち手の太さから長さ、重心の位置まで全てが俺にぴったりだ。

「よし、これにしよう」

　俺はその短剣を手に持ってレジに向かった。

「すみません。これをください」

「えっと……この疾走の短剣をでしょうか？」

「そうですけど……なにか問題がありますか？」

　レジで会計をしようとすると店員さんが俺に確かく認にんを取ってくる。

「いや～、この疾走の短剣は相手に遠距離の攻撃が当たりにくくなるというデメリットのせいで、魔法や銃じゆうを使う方のサブ武器にもできなくて買ってもらえない、いわゆる売れ残りってやつなんですよね。近接戦闘をする方もデメリットがあるものは避さけたいと言われていて購こう入にゆうする方は今まで一人もいなかったので一応の確認です」

「ああ、なるほど。そういうことですか」

　まあ、確かに俺みたいな【捕捉ロツクオン】スキルで必中効果を持っていない遠距離を主体に戦う人からしたらこれは致ち命めい的てきな欠点になるかもしれない。

　それに、近接戦闘をする人も離り脱だつする時はなにかアクションを起こしてから離脱したいことも多いだろうし、そうなると投とう擲てきなんかもしたくなる。

　そういった人たちは別の短剣を買うだろうな。

「大丈夫ですよ。わかって選んでるので」

「そうですか、失礼しました。それでは鞘さやを取ってくるので少々お待ちください」

　そしてそのまま会計を済ませて疾走の短剣を【アイテムボックス】にしまって武器エリアから出る。

「よーし。とりあえず買うのはこれだけだしあとは売るだけ売って帰るか」

　そして、魔石やらをそのまま探索者協会で売って、家に帰るのだった。







第６章　魔ま樹じゅのダンジョンと突然変異と出会いと







　翌日。

　今日もレベルを上げるために魔犬のダンジョンに行くことも考えたけど今日は止やめておく。

　今日向かうのは魔樹のダンジョン。

　一昨日の反省点で近接戦闘が課題だとわかったから戦闘の技術を向上させるためにやって来た。

　この魔樹のダンジョンはＦランクのダンジョンで今の俺のステータスを考えたら完全に格下だけど、戦闘の技術を向上させるのには最適なダンジョンだ。

「やっぱりこのダンジョンは人が多いな」

　今回は特に不人気のダンジョンを選んだりしていないから当然と言えば当然だけど、それでも人が結構多い。

　まあ、仕方がないと言えばそれまでだけど。

「よし、行くか」

　俺は昨日購入した疾走の短剣を腰に差し、龍樹の弓と魔犬の腕うで輪わを装備しながらダンジョンを進む。

　今日の俺は一昨日の反省もあって戦闘の技術の向上を目的に来ている。

　特に、短剣の技術を成長させたいから、龍樹の弓を使う戦闘は一回だけだろうけど、試ためし射ちはしてみたいからな。

「さーてと、モンスターはっと……」

　最初に龍樹の弓の性能を確かめるため、モンスターを探す。

　このダンジョンに出てくるモンスターは基本的にはトレントという木のモンスターだけ。

　トレントはＦランクのモンスターで、木でできた体をしている。木のモンスターなだけあってその場から動くことはできないけど、複数の根を使って連続して攻撃してくるモンスターだ。

「お、いた」

　木が並んでいる中にトレントを一体見つけることができた。

　魔樹のダンジョンというだけあって、トレントはダンジョンの中に無数に生えている木に擬ぎ態たいしてて一いつ見けんしただけじゃ見分けがつかない。

　でも、基本的にどのトレントも木の幹につり上がった目と口が付いているため、慣れてきたら一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「【捕捉ロツクオン】」

　俺は【捕捉ロツクオン】を発動させて【魔法矢マナ・ボルト】で作った透とう明めいな矢を龍樹の弓につがえ、トレントに狙ねらいを定める。

　今日初めて使う龍樹の弓はいつものとは違ちがう。

　弦つるは柔やわらかく、指先にかかる重さもほとんど感じない。

　これは俺が前に使ってた弓と同じぐらいの軽さだ。

　だけど、全力で弦を引き絞っても弓から軋きしむような音は一いつ切さいない。

「ふぅ……シッ!!」

　息を整えてから俺は一気に矢を射つ。

　射ち放たれた矢は一直線にトレントに向かって飛んでいき、その太い幹に命中する。

　だけど、それだけで終わらず。矢はその幹を貫かん通つうし、奥おくに生えている木々も巻き込んで破は壊かいしながら直進していく。

　そして、少し遠くにあった大木に突つき刺ささったところでようやく止まって甲かん高だかい音を上げて消えた。

「……うそぉ!!」

　威い力りよく高すぎでしょ!!　まさかここまで威力が高いとは思わなかったんだけど!!　これ、絶対にボスとか一いち撃げきで倒せるじゃん!?

　というかこれは【魔法矢マナ・ボルト】の貫通力というか攻撃力が高すぎて勢いが止まりきらなかったのか。

　まあ、龍樹の弓に魔犬の腕輪の二つで攻撃力は結構上がってるし仕方ないな。

「……よし、逃にげよう」

　そして、俺は早々にその場から逃げることを決めて走り出す。

「ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶだろ」

　普ふ通つうに人はいるから、誰かに俺があの惨さん状じようを作り出したってところを見られる前に逃げ出した。

　とりあえず離れはしたから俺がやったってことはばれてないだろう。

　見つかっても【捕捉ロツクオン】のことがばれなければ特にこれということはないけど、まあ一応な。

「それじゃあ次は疾走の短剣を使ってみるか」

　龍樹の弓を【アイテムボックス】に入れて、疾走の短剣を鞘から抜ぬく。

　このために今日、ダンジョンに入る前に【短剣術Lv.１】を取った。

　あとは体が慣れてきたら徐じよ々じよにスキルレベルを上げれば良い。

　そのためにＳＰは溜ためておいてあるんだ。

「トレント～、どこだ～？」

　まずは疾走の短剣を試すために、またトレントを探して歩き回る。

　しばらく歩くと、前方にトレントを見つけることができた。

「よし、早速行ってみよう」

　そう決めて、トレントに近づいていく。

　するとトレントもこちらに気づいたようで、無言で根っこを使って連続攻撃を仕し掛かけてくる。

「はっ!!」

　俺はそれを疾走の短剣で受け流し、回かい避ひし、反はん撃げきする。

　ただ、俺の攻撃力のステータスが高くなってるのもあって受け流すのを失敗すると、ただ根っこを破壊するだけに終わってしまう。

　そうなると、次の攻撃が来るまでの時間も長くなるから、結局は避けたり、攻撃を受け流したりして隙すきを作り、そこを攻撃するしかない。

　今回は倒すんじゃなくて戦闘技術の向上が目的なんだ。

　できるだけ効率的にいきたい。

　だけど、それをしばらく続けていると、根っこが出てこなくなった。

　根っこを全部破壊しつくしたってことか。

「はあっ!!」

　今度は俺の方から仕掛ける。

　疾走の短剣で、攻撃してこなくなったトレントの体に突き刺さることなくするりと体に刃が通る。

　そして、トレントは声を上げることなく、そのまま動かなくなった。

「よし、次だ」

　俺は倒したトレントを回収しないで、魔石だけ取ってすぐにその場を離れてトレントを探しに行く。

　それからしばらくしてまたトレントを見つけたら同じように短剣の練習をして倒す。

「ふぅ……よし、こんなもんかな」

　トレントを疾走の短剣で十体倒し終わったところで一いつ旦たん休きゆう憩けいを挟はさむ。

　ダンジョンに入ってからだいたい三十分ぐらいが経過した頃ころだろうか。

　まだ、ダンジョンに入ってそんなに時間が経たっていないけど、十体のトレントと戦闘を繰くり広げ、【短剣術】のスキルレベルを２に上げた。

　スキルレベルを上げたことで短剣を振ふる時のキレが上がった気がする。

　それに、久しぶりに回避の練習も出来たお陰かげで回避技術も上がってると思う。

「このまま続けたいけど……難しいか」

　俺の今のステータスじゃ、これ以上トレントで練習するのには無理がある。

「仕方ない。ボスに行くか」

　俺は休きゆう憩けいを終わらせてボス部屋に向かう。

　ボス部屋の扉とびらはトレントと戦った二階層から三階層下りた五階層にある。

　途と中ちゆう、攻撃してきたトレントを一撃で叩たたきのめして五階層まで進む。

　五階層まで下りると、今まで行った他のダンジョンと同じようにボス部屋の扉は開いていた。

「お、ラッキー。他の人はいなかったか」

　このダンジョンは普通に人がいるから待つことになるかなとも思ったけど、開いててくれて助かった。

「それじゃあさっそく」

　疾走の短剣を構えながらボス部屋の中に入る。

　そして、俺が中に入り、数秒後に後ろのドアが閉まる音が聞こえた。

「オオオオオォォォオ」

　そして、低いうなり声と共に奥の暗くら闇やみから一体のモンスターが俺の視界に映る。

　そのモンスターは、トレントをそのまま大きくして、手をつけたようなモンスターで、その大きさは軽く７メートルはあるんじゃないか？　 ってぐらい大きい木の見た目をしている。

　そのボスモンスターの名前はイビルトレント。

　攻撃方法なんかもトレントの攻撃を少し強化したようなボスモンスターだ。

「はっ!!」

　とりあえず様子見ということで、疾走の短剣を構えてイビルトレントに近づく。

　すると、イビルトレントはトレントよりも太い根っこを地面から出して攻撃してくる。

　俺はそれをトレントと同じように回避し、受け流し、時には短剣で切断する。

「やっぱり硬かたいな」

　俺の攻撃はしっかりと通るんだけど、やっぱりトレントよりも防御力が高くて刃を通す時に少し抵てい抗こうがある。

　もうちょっと扱あつかいがうまくなれば抵抗なく、切ることは出来そうだ。

　それに、少なくとも一昨日戦った白いコボルトよりは弱い。

　大きさもはるかに大きいし、その根っこによる攻撃の手数と質量は怖こわいけどそれだけだ。

　俺は攻撃しながら観察を続けていく。

　そして、しばらく斬きり合っていると、イビルトレントが根っこによる攻撃をやめて、両手を振ふり上げて地面に叩きつけて振しん動どうを起こそうとする。

　だけど、俺は跳とんで振動をやり過ごし、空中で体を捻ひねり位置を調整して、落下しながらイビルトレントに疾走の短剣を深く突き刺す。

「オオオォォオッ!!」

　突然の痛みに悲鳴を上げるイビルトレントを無視して、短剣を全力で振り切る。

　すると、疾走の短剣の切れ味も相まって、イビルトレントの胴どう体たいを切り裂さき、大きな傷を負わせることが出来た。

　だが、それでもイビルトレントはまだ倒たおせず、俺を掴つかもうとして手をこちらに向けてくる。

「甘あまいんだよ!!」

　俺はもう一度ど、疾走の短剣で切りつけ、今度は腕うでを切断して、イビルトレントの手を弾き飛ばすことに成功した。

「よし！　これでとどめだ!!」

　続けて、イビルトレントの顔に拳こぶしを叩き込んで、イビルトレントを木こっ端ぱ微み塵じんにして倒した。

「ふう、なんとか勝てたか」

　疾走の短剣を使った戦闘に慣れてきたけど、やっぱりまだまだだな。

　結局最後には力任せの攻撃になってしまった。

「まあ、今回はそれで良いか」

　なんにせよ、今日は戦闘技術の向上のためにこのダンジョンに来たんだ。これから直していけばいい。

「うっし！　それじゃあもうちょっと練習させてもらうか」

　イビルトレントから取り出した魔石を【アイテムボックス】に入れてボス部屋の外に出る。

　そして、人がいないのを確認してからまたボス部屋の中に入ってイビルトレントに挑いどむ。

　さて、今日は何回挑ちよう戦せんできるかな！

　イビルトレント討とう伐ばつ二十回目。

　途中何回かボス挑戦に来たパーティーもいたから連続でというわけにはいかなかったけど、なかなか充じゆう実じつした戦闘だった。

「そろそろ終わりにするかな……」

　途中、疾走の短剣と龍樹の弓の切り替かえを早くした高速戦闘も試したけどうまくいったと思う。

　当初の計画通り戦闘技術は見み違ちがえるぐらい向上したし【短剣術】のスキルレベルも７になった。

「まさかスキルレベルを上げるだけでここまで動きが良くなるなんて思ってもなかったな」

【短剣術】のスキルレベルが７になっただけで高速戦闘がかなり楽になったし、【弓術】もスキルレベルを７にしたから格段に弓の扱いも熟練度が上がった。

　だけど、今日はこれで終わりだ。

「それじゃあ、最後の一回行きます「やったー！　着いたー!!」うん？」

　ラスト一回のつもりでボス部屋に入ろうとしたら、後ろの方から女の子の声が聞こえた。

「……」

　俺は反射的に声の聞こえた方に振り返ると、そこには一人の木製の杖つえを持った女の子。その女の子は、金色の髪かみを肩かたのあたりで揃そろえており、髪の色は金色だけど、目だけは碧へき色しよくをしていた。

　そして、その顔立ちはとても整っており、一目見ただけでもかなりの美少女だということがわかる。

　だけど、異色を放っているのはその後ろにいる存在。

　石の体を持ち、背には羽、両りよう腕うでには鋭するどい爪つめが生えているモンスター。腕に青いスカーフを巻いたガーゴイルがカメラを構えて女の子の後ろを飛んでいた。

え、なにその状じよう況きよう？

「いや～ここまで大変だったね♪　苦戦はしなかったんだけどトレントってあんなにわからないものなんだね♪」

　すると、今度はカメラを構えているガーゴイルの方を向いて話し始める。

　なるほど、あの子はＰｏｕｔｕｂｅｒか。

　それならあのカメラもカメラを持っているガーゴイルにも納得がいく。

　それじゃあ今は動画の撮さつ影えい中か。

　ダンジョンの中は電波が届かないから生放送なんかは難しいけど普通に撮影だけなら出来るからな。

　実際俺も攻こう略りやくの動画とかにはかなりお世話になってたりする。

「でも、せっかくここまで来たけどソロじゃボスに挑戦は出来ないよね♪どこかパーティーに空きのある人達たちがいれば良いんだけど……」

　そう言って周りを見み渡わたす女の子。

　そんな女の子は俺を見つけると、視線を俺に固定したような気がした。

　……スゥー……俺じゃないけど捕捉ロツクオンされた気がするな。

「すいませーん♪」

　そして、女の子は俺に近づいてきて話しかけてくる。

「えっと、わたし今一人でボスに挑戦するのが難しいのでよかったら一緒にボス戦どうですか？　お兄さん!!」

　そこで頷うなずかず、一いつ旦たん冷静に考えてみる。

　女の子は少なくともさっき苦戦しなかったって言っていたし、Ｆランクのモンスターは簡単に倒せるぐらいの力はあるだろう。

　それに、持っている杖から考えるに魔法を使うだろうけどソロでここまで来てる。

　そのことを考えたら結構な実力の持ち主だろう。

　だけど、確かに魔法は効くけど、ソロでイビルトレントは難しい。そんな印象だ。
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　これなら俺が前衛を務めて時間を稼かせいであげれば余よ裕ゆうで倒せそうだな。

　ガーゴイルは……うん。カメラ持ってるもんな。

　戦力としては考えないでおこう。

　確かこういうことについてきてるカメラ役のテイムモンスターは、撮とってる対象が助けを求めたり危険な状況と判断したら助けてくれはするらしいし。

　……まあ、いいか。

　俺はまた後でもう一回やればいいや。

　それに、疾走の短たん剣けんしか使わないだろうから【捕捉ロツクオン】スキルのことがばれるわけでもないし。

「わかった。俺で良ければ協力するよ」

「ありがとうございます！　わたしはリーシェ、この子はガーくんです！　よろしくお願いします!!」

「……えっと本名じゃないよな？」

「もちろん！　わたしのハンドルネームですよ！　わたしが配信者なので本名は言えないんです！　あ、そういえば撮影してますけど大丈夫ですか？」

「ああ、いいよ。」

「わかりました！　では早さつ速そくいきましょう!!」

　う～ん。勢いが凄い。

　まあ、一応勝手に撮影し続けたりとかしないっていう最低限のマナーは守ってくれてるみたいだしいいか。

「あ、わたしは火と風の魔法を使います!!」

「そっか。じゃあ俺は前衛をするから援えん護ごよろしくな」

「はい！　お任せください!!」

　リーシャは胸に手を当てて自信満々に答える。

　……新人の探索者のパーティーに注意事じ項こうとかを教えてた時に似たようなこともあったしまあ、大丈夫でしょ。

「よし、じゃあ行くか」

「はい！　あ、でもちょっと待ってください」

「うん？」

「自己紹しよう介かいがまだでしたので！　……コホン。初めましてこんにちは！　みんな大好き、みんなのアイドル！　リーシェちゃんだよ♪」

　おお、切り替え早い。

「お～凄すごいね～」

「アハハッ。触ふれないでくださーい♪」

　そう言いながら指でＶサインを作る。

　うむ。可愛かわいい。

　だけど、やっぱりこの子もノリが良いな。

　正直助かる。

「――よし！　お兄さんさっそく行きましょう!!」

「おう」

　こうして、俺はリーシェと一緒にボス部屋に入った。

「うわぁ……緊張しますね……」

　リーシェの言葉を聞きながらボス部屋に入ると、そこには先さき程ほどまでのイビルトレントとは違う存在がいた。

　その体はさっきまでのイビルトレントと一緒だけど、一目見ただけで違うとわかる点がある。

　それは体色が白いところ……！

「オォォォォオオオ!!!」

　そして、白いイビルトレントは雄お叫たけびを上げ、俺たちに向かって襲おそってくる。

「ガーくん!!」

「ひゃあっ！　な、なんですか!!」

　俺は咄嵯にガーくんに声をかけ、リーシェを抱かかえてボス部屋の外に出ようとする。だけど白いイビルトレントの方が一歩上手だったらしく、ボス部屋の外に出るための扉を地面から根っこを生やして塞ふさいだ。

　そして、その扉を塞ぐ壁かべはどんどん厚くなっていく。

「しまった……!!」

「ど、どうなってるんですかこれ!!」

「まだ気づいてなかったのか……あいつは、あのイビルトレントは突然変異ミユータントモンスターだ」

　一昨日遭そう遇ぐうしたばかりの白いコボルトのような突然変異モンスター。

　それもボスの突然変異モンスターだ。

「そんな……それじゃあ逃げられませんよね……？」

「無理だろうな」

　突然変異モンスターの白いイビルトレントは腕も太く、強きよう靭じんになっている。

　それに、あの扉を塞いだのをみると、根っこも多くなっていて、操作技術もかなり上がっているだろう。

「そ、そんな～！　どどどどうしましょー[image: ]」

「う～ん……」

　まあ、倒すだけなら簡単だしさっさと倒しちゃうか。

　最悪Ｄランクモンスターのガーくんもいるからなんとかなるだろうし。

　だけどその前に……

「ハッ!!」

「ヒャァッ!!」

　リーシェの方に向かって伸のびてきていた根っこを全部疾走の短剣で叩き切る。

「あ、ありがとうございます……」

「気にするな。それよりほら、どうする？　まだあいつに挑むか？」

　一応挑戦する気があるか震ふるえてるリーシェに聞いてみる。

　そして、同時に、白いイビルトレントが待ってくれるわけもなく、根っこを伸ばして攻こう撃げきしてくるからそれを全て切り落とす。

「この通り、俺一人でも勝てるけど、君が戦いたいって言うんだったら俺はその意思を尊重するよ」

　俺がそう言うと、少し考えたような仕草をしたあとリーシェの口が開かれた。

「……いえ！　戦います！　戦わせてください!!」

　……へぇ、随ずい分ぶん良い目になった。

　恐きよう怖ふはあるだろうけど、それ以上に強い意志を感じる。

　震えてはいるけど、これなら大丈夫か。

「よし！　それじゃあ露つゆ払はらいは俺がやってあげるから思う存分魔ま法ほうを撃うちまくれ!!」

「はい！　ありがとうございます!!」

「じゃあ……行くぞ!!」

「はい!!」

　こうして俺はリーシェと共に白いイビルトレントに挑戦するのだった。

　変わらず前衛を務めるのは俺。後衛でひたすらダメージを出すのはリーシェ。

　俺は迫せまってくる根っこを今度は受け流したりせずにすべて正面から迎むかえ撃ち、リーシェが魔法を使う時間を稼ぎ続ける。

　そして――

「火球フアイアボール!!」

　リーシェの放った火球によって白いイビルトレントは炎ほのおに包まれていく。

　魔法はイメージだ。スキルレベルが充じゆう分ぶんあれば、イメージ次し第だいでどんな魔法も撃てる。

　だから詠えい唱しようなんかは必要ないけど、魔法名を叫さけんでイメージを固定して魔法を撃つ人も多数いる。

　リーシェはそのタイプみたいだな。

「オオォォオオ!!!」

　だけど木に炎とはいえ、そこは突然変異ボスモンスターの白いイビルトレント。

　まるで効いてないといわんばかりに根っこで反撃しようとしてきた。

「させねぇよ!!」

「キャアッ!!」

　その攻撃をすべて疾走の短剣で切り裂いて防ぐ。

　そして、リーシェも負けじと次の魔法を放つ。

「風刃ウインドカツター！　火矢フアイアアロー!!」

　風の斬ざん撃げきで斬り裂き、火の矢で貫つらぬく。

　だけどやはりこれも効かないと言わんばりの態度でまた根っこで攻撃してくる。

　だけど、【鑑かん定てい】してＨＰを見たら確実にＨＰは減っていっていた。

　総量１５００に対して20ぐらいずつだけどな！
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　だけど、恐怖に打ち勝ってこうして戦ってるんだ。好きなようにやらせてあげよう。

　そう思いながら俺おれは白いイビルトレントの攻撃を防ぐことに専念し、リーシェはひたすら魔法で攻撃する。

　そして、ついにその時が来た。

「はぁ……はあっ……はっ……すいません！　ＭＰが切れました!!」

「おう、お疲つかれさん。よく頑がん張ばったな」

「はいっ!!」

　白いイビルトレントの根っこによる攻撃を全部捌さばいてから、リーシェのところに戻もどる。

「よく頑張ったな。あとは任せろ」

「はい……お願いします」

　リーシェは息も絶え絶えながらそう言ってくれる。

　これはただ単に魔法名を叫びすぎたからだろう。

　ＭＰが切れてこんなことになるんだったら俺なんてボス周回が終わったあとは何回もこうなってるからな。

　俺は白いイビルトレントに向かって駆かけ出す。

「さあ、本番だ。覚かく悟ごしろよ？」

「オォオオ!!」

　白いイビルトレントは叫び声を上げ、根っこを鞭むちのようにして伸ばしてくる。

　向かってくる根っこを全て後ろにいるリーシェに当たらないように切り落としていく。

　そして、【アイテムボックス】から龍樹の弓を練習したように取り出す。

「え？　お兄さん、それは……？」

「ああ、これは俺の本命の武器だ」

　どうせ見せることはないだろうと思ってリーシェには説明していなかったが、これが俺の本当の武器。

「【複数捕捉マルチロツクオン】」

　リーシェの持つカメラに聞こえない程度の声で呟つぶやいた後、【魔法矢マナ・ボルト】で三本の矢を作って弓を引き絞しぼる。

　狙いは今も迫ってきている複数の根っこ。

「シッ!!」

　放たれた三本の矢は全て根っこに命中し、突き刺さったあともさらに先の根っこもまとめて吹ふき飛ばす。

「……はえ？」

　リーシェがポカンとした表情になる。まあ当然だよな。

　でもこれで終わりじゃないぜ？

「まだまだ行くぞ!!」

　そして、同じように【魔法矢マナ・ボルト】で三本ずつ矢を作って射うち出し続ける。

　射ち出された矢は次々と根っこを貫通して破壊していく。

「オオォォオオ!!!」

　白いイビルトレントもただでやられる気はないのか、俺が根っこを破壊するのと同時にどんどんと枝を伸ばして俺を攻こう撃げきしてきた。

　だけどそんな攻撃は当たらなければ意味がない。

　俺は矢を放ち続け、迫り来る根っこを全て射ち壊こわしていく。

　そんな事を続けていくと、白いイビルトレントが地面から根っこを出さなくなり、強靭な腕を無む駄だに振るだけになった。

　トレントと同じように、出せる根っこは全て破壊したみたいだな。

「すごい……」

　リーシェから感かん嘆たんの声が漏もれる。

「よし……それじゃあ、とどめ!!」

　白いイビルトレントに標準を合わせ、全力で弓を引き絞り、つがえた矢を射ち出す。

「オ、オオォォォォ……」

　射ち出した矢は、白いイビルトレントの体を穿うがつ。

　そしてそのままその体を貫くと、相手は呻うめくような声をあげて、徐々にその声を小さくしていき完全に動かなくなった。

　……てかやっぱり一撃かよ……

『レベルが３上がりました』


　――――――

　天宮楓

　レベル３３１

　ＨＰ：３３３０／３３３０　ＭＰ：２１７５／２１７５

　攻こう撃げき力りよく：４０３（＋52）

　防ぼう御ぎよ力りよく：３５３（＋12）

　俊しゆん　敏びん：９８３（＋６３７）

　器　用：５０８（＋１５２）

　精神力：１１２３（＋７８７）

　幸　運：50

　ＢＰ：15

　ＳＰ：４５５

　スキル：【魔法矢マナ・ボルトLv.11】【弓きゆう術じゆつLv.７】【鷹たかの目めLv.２】【アイテムボックスLv.４】【捕捉ロツクオンLv.10】【鑑定Lv.５】【ＭＰ増加Lv.５】【ＭＰ回復速そく度ど上じよう昇しようLv.５】【短剣術Lv.７】

　――――――



「やった……やったー！　勝ちましたよ！　お兄さん!!」

「おお、そうだな。リーシェもよく頑張ったな」

「はい!!」

　白いイビルトレントを倒して、リーシェとハイタッチをして喜ぶ。

　この子と同じような頃の俺なんかよりずっと強いんだろうけど、今回は運が悪かった。

　普通のイビルトレントならあの魔法で倒せそうな威力はあったしな。

「ふぅ……お兄さん、ありがとうございました」

「ああ、気にするなって。それより、怪け我がとかしてないか？」

「はい、大丈夫です。お兄さんが守っていてくれたので」

「そっか、よかった」

　俺が守ったおかげって言うけど、それでもあの白いイビルトレント相手に立ち向かっただけでもリーシェは凄いと思う。

「それじゃあ♪　少しアクシデントはあったけど、イビルトレントの討伐成功です♪　良かったらチャンネル登録と高評価よろしくね♪」

　俺が感心していると、リーシェはその間にガーくんの持っているカメラに向かって話し始める。

　なんか、すっかり忘れていたが、そういえばそういう設定だったっけ。

　あの諦あきらめなかった姿を見たら違い和わ感かんがすごいけど。

「……ふぅ……疲れた」

　リーシェの撮影が終わった後、リーシェはその場に座すわり込こむ。

　俺はそんなリーシェに近づいて、【アイテムボックス】から取り出した水の入ったペットボトルを差し出す。

「ほれ、飲んどけ。結構動いて汗あせかいてるだろ？」

「あ、ありがとうございます。えっと、お金……」

「いいよ別に。これぐらいはサービスだ」

　そう言ってリーシェにペットボトルを投なげ渡わたす。

「すいません、お言葉に甘えさせていただきます」

　リーシェは俺に礼を言ったあと、水を飲んで一息つく。

　俺もそれを見たあとに【アイテムボックス】からもう一本、水の入ったペットボトルを取り出して口に含ふくむ。

　ふぅ……やっぱり運動したあとの水はうまいな。

「ぷはぁ……生き返りました。それにしても、お兄さんって強かったんですね」

「ん？　ああ、まあそれなりにな」

　あんまり、というか絶対に強さの秘ひ訣けつは言えないんだけど、それなりというのは嘘うそはついてない。

　実際俺のレベルなんてトップクラスの探たん索さく者に比べたら全然だし。

「それにしてもさっきのはすごかったですね！　あの矢を作るやつ。今まで見たことなかったんですけどお兄さんのユニークスキルですか!!」

「ああ、うん。まあそんな感じだ」

　俺のことなんて案内人なんて呼ばれてたこともあって調べればすぐにわかるだろうし、正直隠かくす必要もないだろ。

　あまりばれたくないって言ってもそれはユニークスキルを二つ持っていること。

　それなら【魔法矢マナ・ボルト】だけなら動画に残ってても問題ない。

「へぇ～、どんな能力なんでしょう？」

「ま、内ない緒しよ。ほら、それよりイビルトレントの素材回収しようぜ」

「むう……わかりました。後で教えてくださいね」

「気が向いたらな」

　ふふふふふ……気が向いたらとは言ったけど教えるとは言ってない。

　そんなことを言いながら頬ほおを膨ふくらませているリーシェと一いつ緒しよに白いイビルトレントに近づく。

　さっきまで遠えん距きよ離り攻こう撃げきや根っこを迎げい撃げきすることでしか白いイビルトレントとは戦わなかったけど、今近づいてみたらその大きさがよくわかる。

「は～おっきいですね。こんなに大きな木は初はじめて見ましたよ。さすがボスモンスターといったところでしょうか」

「確かに大きいな。普通のイビルトレントは７メートルぐらいだったけどこいつは10メートルぐらいはありそうだ」

　白いイビルトレントの大きさは10メートルほどあるように見える。

　これは発達した強靭な腕も相まってかなりでかいな。

「それじゃあさっそく魔ま石せき取っちゃいましょう!!」

「おう。だけど、その前に……リーシェ、そいつに素す手でで触れてみな」

「え？　はい……」

　不思議そうな顔をしながらもリーシェは俺の言った通りに白いイビルトレントに触れる。

　すると――

「きゃあ!!」

　白いイビルトレントにリーシェが触れた瞬しゆん間かん、リーシェの触れた場所から光りだし、視界を真っ白に染める。

　これは白いコボルトの時に体験してるから知っていた俺は驚おどろかなかったけど、リーシェは驚いたらしくかわいい悲鳴をあげていた。

　そして光が収まると、イビルトレントの死し骸がいに一本の木製の杖が立て掛かけてあった。

「これは……？」

「聞いたことないか？　突然変異モンスターを倒した時にもらえるアイテムだよ。ほら、この腕うで輪わも突然変異モンスターのコボルトを倒した時のやつだよ」

　呆ぼう然ぜんと杖を見ているリーシェに魔犬の腕輪を見せながら説明する。

　まあ、突然変異モンスターは何が出るか出現数が少なくてちゃんとわかってなかったから完全ランダムだったけど、出てきたのは杖か。

　それじゃあ……

「リーシェ、この杖いる？」

「ふぇっ!?　そ、それはどういう!!」

「いや、出てきたのは杖だし俺は使わないから魔法を使うリーシェはどうかなって思って」

「でも、これお兄さんが倒したんですよね!?　ならお兄さんのものでは……」

　リーシェはもじもじしながら遠えん慮りよがちに言う。

「いや、俺は杖は使わないから必要ないんだよ。だからリーシェにあげるよ」

「いや、でも……」

　それでもまだ遠慮しているのか、なかなか受け取ろうとしない。

「いいよ別に気にしなくて」

「いえ！　そういうわけにはいきません!!」

　……なんだか意外と頑がん固こみたいだ。

　う～ん……どうしたら受け取ってくれるかなぁ。

　……あ。

「オッケーわかった。受け取れないって言うんだったら無理に押おし付けるのはなしだ。ならこうしよう」

「なんですか？」

「こうしてパーティーとして戦ったからには戦利品の分配は必要だよな？」

「えっと、そうなんですかね……？」

「そうなんです。それじゃあ杖はリーシェにあげるよ。その代わり、俺の取り分はこのイビルトレントでいいか？」

　俺の提案を聞いて、リーシェは少し考えたあと、首を縦に振った。

　よし。これで無事に解決したな。

　……正直杖は本当に要いらなかったし、突然変異ボスモンスターのイビルトレントはもらっても無駄にならないし。

　てか、龍樹の弓をもらったお礼として誠三さんに渡そう。

　突然変異ボスモンスターは結構珍めずらしいだろうし、いらないとは言われないはずだ。

「ありがとうございます！　大事に使わせてもらいます!!」

　嬉うれしそうな顔をしながら杖を抱えて笑うリーシェを見て俺も思わず笑えみを浮うかべる。

　そして、俺は同時に【アイテムボックス】に白いイビルトレントを入れる。

　……上げてて良かった～【アイテムボックス】のスキルレベル。

　感覚的にスキルレベルを上げてなかったら入りきってなかったぞこれ？

「さてと、それじゃあ解散でいいかな？」

「はい、わたしは大だい丈じよう夫ぶです。そんなもう一度ど挑ちよう戦せんできるＭＰもないですしね」

　リーシェの言葉に苦笑いする。

　確かにあれだけ魔法を使ってたし途と中ちゆうでＭＰ切れてたもんな。

　俺もボス部屋に入る前まではリーシェに付き合ったらもう一回挑戦するかって考えてたけど、突然変異ボスモンスターとやりあったし満足かな。

「そっか。それじゃあ解散ってことでいいな？」

　いや～久しぶりにパーティーで戦ったし探索者の手伝いも久しぶりだったな。

　リーシェは初心者ってわけでもなかったけど、まあ変わらないでしょ。

「えっと……」

「うん？　まだなにかあったりする？」

「あの……その……一緒にダンジョンから出てくれませんか？」

　少し考えたらわかったことだよね。

　戦せん闘とう中にリーシェはＭＰが切れたって言ってたんだからＭＰがそんな残ってるわけがない。

　そんなわけで結局、ＭＰが切れていたリーシェを護衛しながら魔ま樹じゆのダンジョンを進み、外まで送ってきた。

　リーシェは終始申し訳なさそうな顔をしていたけど、俺的には問題はなかったからそこまで気にしなくてよかったんだけどな。

「あ～疲れた～」

　そして、家まで帰ってきた俺は大きく伸びをする。

　本当に今日はいろいろありすぎた一日だった。

　……というか突然変異ボスモンスターのイビルトレント。

　それに加えてリーシェの動画撮影。

　……濃こいな……

【捕捉ロツクオン】スキルは聞こえないように本当に小さい声だったし、ユニークスキルは一人一つっていう考えだし【魔法矢マナ・ボルト】の方が目立つからばれることはないだろう。

「……てかリーシェの本名聞いてねぇ……」

　あの時リーシェは本名を名乗ってなかったし、俺もリーシェって呼んでたし……

　まあ、また会う機会もどこかであるでしょ。

　とりあえず今日のところはやることやってゆっくり休もう。

「誠三さんにイビルトレントを渡すのはまた魔犬のダンジョンに行った時でいいし……あとはＳＰの割わり振ふりか」


　――――――

　天宮楓

　レベル３３１

　ＨＰ：３３３０／３３３０　ＭＰ：２１７５／２１７５

　攻撃力：４０３（＋52）

　防御力：３５３（＋12）

　俊　敏：９８３（＋６３７）

　器　用：５０８（＋１５２）

　精神力：１１２３（＋７８７）

　幸　運：50

　ＢＰ：15

　ＳＰ：４５５

　スキル：【魔法矢マナ・ボルトLv.11】【弓術Lv.７】【鷹の目Lv.２】【アイテムボックスLv.４】【捕捉ロツクオンLv.10】【鑑定Lv.５】【ＭＰ増加Lv.５】【ＭＰ回復速度上昇Lv.５】【短剣術Lv.７】

　――――――



　今回は【短剣術】のスキルレベルをどこまで上げられるかわからなかったから一応ＳＰは残しておいたけど、とりあえずこれで充分だろ。

　だけど、そうなるとどのスキルを取ってどのスキルのレベルを上げるかだけど……４５５ＳＰか。

「うーん……」

　やっぱりここはアレかなぁ？

【魔法矢マナ・ボルト】のスキルレベルを上げるか？

　いや、でも戦闘系のスキルだけじゃなくて補助系のも上げたいんだよな。

「うぅ……悩なやむ……」

　正直疲れてるのもあって頭は回ってないと思うけど、それ含めてかなり悩む。

「よし、決めた」

　俺はおもむろにステータスを開き、そこからＳＰを振り分ける。

　今回のＳＰの振り分けはこんな感じ――


　――――――

【魔法矢マナ・ボルトLv.12】：60ＳＰ

【鷹の目Lv.５】：60ＳＰ

【アイテムボックスLv.７】：90ＳＰ

【ＭＰ増加Lv.７】：65ＳＰ

【ＭＰ回復速度上昇Lv.７】：65ＳＰ

【索さく敵てきLv.５】：80ＳＰ

　――――――



　――になった。

　35ＳＰ余ったけど、これはまたスキルを取ったり上げる時のために貯金だな。

　そして、この振り分けに関しては、基本的にいつも通りなんだけど、今回は違ちがう点があったりする。

　今回新しく取ったスキル、【索敵】。

　このスキルは魔犬のダンジョンでコボルトを警けい戒かいしてた時や魔樹のダンジョンでトレントを探してた時に欲ほしいなと思ったスキルだ。

　このスキルは名前からもわかるように敵の位置を知ることができるスキル。

　俺が欲しいと思っている理由はただ単にボス部屋まで行く時間を短縮するためだ。

　まあなにが言いたいかというと、ボス討とう伐ばつには関係ないけどそこまでの道のりを早く行くためのスキルだ。

　一応ダンジョンに潜もぐる前に最短ルートをしらべてるけど、モンスターまではどうしようもならない。

「まあ、これで不意打ちされる心配もなくなったし、道中も安心だな」

　そして、他のスキルもかなり悩んでスキルレベルを上げた。

【魔法矢マナ・ボルト】は新しい効果を取ることを願ってスキルレベル20を目指している。

　まあ、【捕捉ロツクオン】スキルの前例もあるから効果じゃなくてスキルの可能性もあるけど。

　そして、【アイテムボックス】以外のスキルはレベルアップの効率向上のために上げた。

【鷹の目】はボス部屋に入ってすぐに【鑑定】、【捕捉ロツクオン】ができるように。

　他二つは周回回数を増やすために取った。

　そして、【アイテムボックス】は回収数を増やすためだ。

「……うん、なかなかいいんじゃないか？」

　自分ではかなり満足している。

　それに、一日だけだけど魔樹の複数の根っこ相手に戦闘訓練をしたんだし、一応は成長したと思ってもいいだろう。

「明日からはまたレベリングだ!!」

　てなわけで……風ふ呂ろ入って寝ねる！

　おやすみ！


　――――――

　天宮楓

　レベル３３１

　ＨＰ：３３３０／３３３０　ＭＰ：２３７５／２３７５

　攻撃力：４０３（＋52）

　防御力：３５３（＋12）

　俊　敏：９８３（＋６３２）

　器　用：５０８（＋１５２）

　精神力：１１３８（＋８０２）

　幸　運：50

　ＢＰ：０

　ＳＰ：35

　スキル：【魔法矢マナ・ボルトLv.12】【弓術Lv.７】【鷹の目Lv.５】【アイテムボックスLv.７】【捕捉ロツクオンLv.10】【鑑定Lv.５】【ＭＰ増加Lv.７】【ＭＰ回復速度上昇Lv.７】【短たん剣けん術Lv.７】【索敵Lv.５】

　――――――
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「くそくそくそくそおっ!!!」

　部屋の中、男がスマホを持ちながら突然大声をあげる。

　その男は魔犬のダンジョンの監かん視し者で、現在謹きん慎しん中の男であった。

「何で俺がこんな目にあわなきゃならねえんだよっ！　これも全部あの男が！　あの男がいなければ!!」

『うるさいぞこのバカ！　これだけの処分で助かったと思え！』

　通話相手は同どう僚りようの探索者協会の職員。

　彼かれは今回の件について責任を取らされ、クビになりかけていたところを助けられた恩がある。

　しかし助けられたとはいえ、彼の怒いかりは収まらなかった。

「ふざけるんじゃねぇ!!　あいつのせいで俺はクビになるところだったんだぞ!!」

『そのことについては同情するが、お前がやったことは犯罪行こう為いだ。それに、いずればれていただろうしな。だから俺はちゃんと行っておけと忠告したんだぞ？』

　電話越こしでもわかるほど呆あきれた様子の声を出す同僚。

　だが、彼からすればその言葉は逆効果だった。

　そして数秒後、絞り出すように同僚職員に対して言葉を返す。

「クソが……っ!!」

『それで、これからどうするつもりだ？　あの二人には連れん絡らくしたし、こっちでも証しよう拠こは隠いん蔽ぺいしておくが……』

「……黙だまって引き下がれるわけねえだろ……!!」

　そう言って再び怒ど鳴なり散らす男。

　その後、数分にわたって口論が続き、ようやく落ち着いたところで会話は終しゆう了りようした。

　そして、落ち着くと思おもい浮かぶのは、ガキどもを助けたとか抜ぬかしてやがったあの探索者。

「くそが！　あの案内人ナビゲーターなんて呼ばれてたあの探索者がＤランクダンジョンの、しかも突然変異モンスターを倒たおせるわけないだろ!!」

　そう叫ぶ男だったが、ふとあることに気づく。

「……そうだ。そもそもそこまでの強さじゃねぇんだ……!!」

　ニヤリと口角を上げる。

「だったら話は簡単だ……！　あいつを、あの男を消しちまえばいいんだ……!!」

　クックッと笑い、まるで悪あく魔まのような笑え顔がおを浮かべた男は、ある場所に連絡を入れるのであった。







第７章　束の間の休息







　朝になり、長い時間電車の中で揺ゆられて再びやってきたのは魔犬のダンジョン。

　魔犬のダンジョンに入る前に、誠三さんの家に行って白いイビルトレント（疾しつ走そうの短剣による解体の手伝い付き）も渡してきたし、今日はひたすらレベルを上げるぞ！

　途中で出てきたコボルトも【索敵】で先に気づいて倒しながら進んで、魔石を回収できて稼かせぎも結構いい感じだ。

「これからもレベルが上がる前までの俺を考えたら売れないようなランクのアイテムばっかりゲットできるようになるだろうし、稼げるうちに稼げるようにしとかなきゃな」

　企き業ぎようやギルドに所属すれば話は変わってくるんだろうけど、案内人ナビゲーターとして少し有名になっちゃった俺を拾ってくれるところなんてなさそうだしな。

　まあ、拾ってくれたとしても初心者育成のためとかだろう。

「まあ、こうして一人でゆっくりマイペースにやってる方が俺に合ってるから別にいいんだけどな」

　そんなことを言いつつ魔犬のダンジョンを進み、ボス部屋に到とう着ちやくした。

　そして、レベル上げを開始する。

「ハッ!!」

「ギャゥン!!」

　時に正面からハイコボルトと戦い、爪つめや牙きばと疾走の短剣を打ち合わせる。

「ハイ、ハイ」

　時にボス部屋の外から一方的に【魔法矢マナ・ボルト】で射ち続けてハイコボルトを倒す。

「シッ!!」

「キャンッ!!」

　時にボス部屋に入って正面から弓を使って戦う。

　尚なお、ハイコボルトが泣いていたような気がするけどそんなわけないので無視する。

　そして、本日二十五回目。

「ハイッと」

　ボス部屋の外から弓を射ちハイコボルトを倒す。

　ちなみにハイコボルトは龍たつ樹きの弓を使えば三発で倒せるようになってたりする。

　龍樹の弓が強い……

　そして、開いた扉とびらからボス部屋に入ってハイコボルトの死骸を回収した。

「だけど、これでアイテムボックスはいっぱいか……」

　さすがに、魔犬のダンジョンに入る前から入っていたものと何体かのコボルト、そしてハイコボルト二十五体は俺の【アイテムボックス】をいっぱいにするには充分だったらしい。

「一いつ旦たん素材を売りに帰るか……」

　本日の稼ぎはコボルトの素材込みで約八万まん。

　意外と誰だれが売ってもばれないもんだね。何も聞かれず買い取りされたわ。

　そして、レベルは２７４の上じよう昇しようとなった……エグすぎ……！

　そして、さらに翌日。

　今日は土曜日。

　土曜日と日曜日は副業で探索者をやってる人達たちや、学生で探索者をやっている初心者探索者がダンジョンに潜るから今日はお休み。

　特に、土曜日は体力のない学生探索者が日曜日を休みにするために来るからめちゃくちゃ人が多い。

「とはいえ何をするか……最近レベルアップが楽しすぎてずっとダンジョンに潜ってたしな」

　俺はスマホを見ながら考える。

　最近はダンジョンに潜ることしか考えてなかったけど、なにか面おも白しろそうなことはないかな……うん？

「これはリーシェの動画か？　しかもあの時の。もう編集が終わったのか？」

　スマホを使ってなにか面白いことないかな？　と思ってたらたまたま見つけたのは少し前にアップされていたリーシェの動画だ。

　しかもタイトルが『激げき闘とう！　魔樹のダンジョンの突然変異ミユータントボスモンスター！』というタイトル。

　魔樹のダンジョン、突然変異ボスモンスター。

　うん。身に覚えしかないタイトルだな。

「……見てみるか。少し気にはなるし」

　再生ボタンを押す。

　すると、画面が切り替かわり、俺が戦ったボス部屋での戦いが映し出される。

「うぉっ！　これ俺じゃん!!」

　思わず声が出てしまった。

　いやだって、俺おれが戦ってる所をこんな綺き麗れいに撮とられてるんだよ？

　恥はずかしいったらありゃしない。

　しかもあの時の若じやつ干かん中二感のあるセリフも。

　[image: ]～!!!　恥ずかしい！

　コメントもチラッとしか見てないけど恥ずかしいから見るのやめよう……

　そして、戦いの最後に俺が一いち撃げきで【魔法矢マナ・ボルト】を使って倒したところもしっかりと映されていた。

　一応、問題の【捕捉ロツクオン】は音声に入ってなかったと確かく認にんできたしオッケー。

「……外に出よう。なんか家にいると余計に色々考えちゃいそうだし」

　そうして、俺は外に散歩に出る。

「うん、いい天気だ」

　雲一つない青空を見てポツリと言う。

　こういう時、外で何かをするなら絶好のアウトドア日び和よりというやつなんだろうな。

「ま、俺の場合は外に出る理由は特にはないんだけどな」

　家にいても暇ひまなことに変わりはないし、スマホを弄いじっていると動画のこともあるし、散歩でもした方がいいだろう。

　というか散歩でもしないと羞しゆう恥ち心しんで死んでしまいそうになる。主に精神的に。

　さらっとあの動画、急きゆう上じよう昇しようランキングにのってたし。

「んー、どこ行こうかな」

　とりあえず適当に歩く。

　別に目的地があるわけじゃないから行きたいところがあればそこに行くし、無ければそのまま帰るだけだ。

　ただ歩くだけっていうのも、結構時間が経たってるものだしな。

「……お、懐なつかしいな」

　しばらく歩いていると、ショッピングモールが見えてきた。

　それは、俺が高校生の頃ころに元パーティーメンバーと一緒によく遊びに行ったショッピングモールだ。

　尚、パーティー脱だつ退たい後は一いつ切さい来ていないものとする。

「よし。久しぶりにゲーセンでも行くか」

　せっかくだし、とゲーセンに入る。

　ゲーセンのエリアに行くと、まだ昼前だからか人は少ない。

　だけど、休みの日なのもあって、クレーンゲームやアーケードゲーム、メダルゲームなんかをやってる子供達が何人か見える。

「あ、ガンシューティング……久しぶりだしやってみるか」

　昔を思い出しながらガンシューティングゲームをしてみることにする。

　百円を入れて銃じゆうを構える。

「さてさて……いつもと得物は違うけど……当たるかな？」

　ゲーセンに来るのは久しぶりだし鈍にぶってなければいいんだけどな。

　そんなことを思いながら、ステージ開始のカウントダウンが始まる。

　そして、カウントがゼロになった瞬間に俺は引き金を引いた。







＊　＊　＊







「……久しぶりだったけど結構いけるもんだな」

　俺はクリアタイムが画面に表示された画面を見つめつつ呟つぶやく。

　レベルが上がってステータスが上がっていたから、動体視力なんかや反射神経は上がってたけど、銃を壊こわさないように注意もしなきゃだったからまあまあのタイムだった。

「さて、次はどうしようかな」

　一応他にも興味を引くものはいくつかある。

　メダルゲームに音ゲー、格かく闘とうゲーム、レースゲーム、クレーンゲーム。

　さて、どれにするか…。

「クレーンゲームでもするかな」

　特に理由もなく、目についたぬいぐるみを取ることにした。

　そのぬいぐるみはデフォルメされてはいるものの、どこか愛くるしい顔つきをしている白熊の人形である。

「よし、いくか……」

　百円を投入し、ボタンを操作してアームを動かす。

　一回目はアームの左爪を使って出口に近づける。

　さらに百円を投入する。

　二回目は右爪を使って持ち上げる。

　さらに百円（以下略

　三回目は……

「おっ、上う手まくいったな」

　三回目のチャレンジで上手く持ち上がって、出口まで持っていった。

「よし。上手くいったな」

　これでゲットだぜ！

　そこまでクレーンゲームは得意ではないから一発で取ったりするのは難しいけど、三回で取れた今回は運が良かったな。

「ふぅ……そろそろ帰ろうかな……うん？」

　俺が取った白熊のぬいぐるみを持って立ち上がろうとした時だった。

　少し進んだ先のクレーンゲームに、帽ぼう子しとサングラスをかけた少女が張り付いている。

　いや、言い方がおかしいんだろうけど、この表現は合ってると思う。

　俺がガンシューティングをやっていた時からずっと同じ場所にいたからな。

「……あの子、ずっといるのか？」

　ずっといたとしてもいくらあのクレーンゲームに使ってるんだ？

「まぁ、俺には関係ないか」

　そう思って、立ち上がってその場を離はなれようとしたその時だった。

「う～……あっ!!」

　女の子が声を上げたのが聞こえてきた。

　なんだ？　と思い振り返る。

　すると、女の子が俺の方に近づいてくるのがわかった。

　そのまま見続けていると目の前に来てしまったため、すぐに視線を切って歩き出す。

「ちょ、ちょっと待ってください!!」

　すると、すぐに走ってきて俺の肩かたを掴つかんできた。

　あ、これダメなやつだ。

　気分はゲームの逃にげられないバトル画面って感じ。

　これはもう仕方がないから、ちゃんとなにをされてもすぐに反はん撃げきできるように警戒しながら覚かく悟ごを決めて相手を見る。

「えっと、どなた……うん？」

　その女の子は帽子とサングラスで顔を隠しているけど、少し隙すき間まから見える金きん髪ぱつと碧へき色しよくの瞳ひとみ。

　この特とく徴ちようを持っている人物に俺は心当たりがある。というか一昨日見た顔だ。

「……リーシェか？」

「はい！　一昨日ぶりですねお兄さん!!」

　俺の肩を掴んできた女の子は、一昨日一緒に白いイビルトレントを討伐したリーシェだった。

「一昨日ぶりですね！　お兄さん!!」

　今俺の目の前にいるのはリーシェ。

　またどこかで会うだろとは思ってたけどこんなすぐとは完全に予想外だった。

「一昨日ぶりだなリーシェ。でもなんでここに？」

「なんでって……わたしがここにいるのがそんなにおかしいんですか？」

「いや、そういう訳じゃないんだけど……今日、動画投とう稿こうしてたよな？　ちゃんと寝てるのか？」

　だって一昨日イビルトレントと戦って疲つかれきってたのに、動画の編集までして、今日動画を投稿している。

　正直動画のクオリティはとんでもなく高くてとてもじゃないけど一日や二日ぐらいじゃできる気のしないような出来だった。

　なのに俺の前にいるリーシェには隈くまは見えないし、寝ね不ぶ足そくのような感じにも見えない。

　多分徹てつ夜やとかしてない……はずだ。

「ああそういうことですか。安心してください、動画の編集はわたしがやってるんじゃないので」

「ん、そうなの？」

「はい。わたしは企業所属ですからね。動画の編集をしてくれる人は企業が雇やとってくれてますし、しっかり休めてますよ。編集の人もスキル持ちで優ゆう秀しゆうな人ですしね」

「へぇ～そうなんだ企業に……うん？」

　……企業所属？

「え？　リーシェって企業所属だったのか？」

「あれ？　言ってませんでしたっけ？」

　リーシェは企業に入っていたのか……

　そうとなるとすごいな。

　基本的にギルドや企業所属の探たん索さく者っていうのは試験を突とつ破ぱした人やスカウトされた人だ。

　だけど、試験は基本的に探索者になってから時間が経ってるレベルが高い人が合格する。

　リーシェには悪いけど、昨日見たレベルだとその試験には合格できるとは思えない。

　つまりリーシェは企業にスカウトされたんだろう。

　スカウトっていうのは、結構珍しいことだ。

　スカウトっていうのは基本的に有名になった探索者、またはその企業がほしいと思えた才能を持っている人がされるものだ。

　リーシェにも企業がほしいと思われるような、なにかがあったんだろう。

「ああ。今初めて知ったぞ」

「む～……わたしの動画見てないんですか？　わたしの動画の紹しよう介かい文ぶんにはちゃんと書いておいてありますよ？」

　リーシェはジト目で言ってくる。

　……これはまずい。正直に言いすぎたか。

「い、いや悪い。動画なんて普ふ段だんは行こうと思ったダンジョンぐらいしか見ないもんだからな」

「ふ～ん。まあ、いいですけど。それじゃあ改めて自己紹しよう介かいしますね。私は『アストラル』という企業に所属している探索者のリーシェっていいます♪　あ、本名は桜さくら井い結ゆ愛あなんで、今はそっちで呼んでください!!」

「ああ。よろしくな結愛、俺は天宮楓。好きに呼んでくれ」

　とりあえず、自己紹介されたからこっちも返す。

　それにしても、本名が知れたのも嬉しいけど所属企業がアストラルか。

　アストラルは最近有名なところのはずだ。

　いろんな人材を集めていて、ダンジョン関連の事業だけでなく、そのダンジョンでの活動やデータを活用して、様々なサービスを展開している会社のはず。

　ちゃんと覚えてはいないけど、確か少し前にも、ポーションを使った病気の治ち療りようなんかに大きな進展をみせていたと思う。

　まさか、そんなアストラルに結愛が所属してるなんてな……正直驚おどろきだ。

「わかりました。それじゃあ楓さんと呼ばせていただきますね」

「ああ。ぜひそうしてくれ」

　俺が名前で呼ぶのに、リーシェ……いや、結愛だけ苗みよう字じ呼びなのはなんか堅かた苦くるしいし、俺が馴なれ馴れしいやつみたいになるし名前で呼んでくれるのはとてもありがたい。

「それより！　楓さん！　今その手に持っているのはそこのクレーンゲームの景品ですよね!!」

　結愛はクレーンゲームを指差しながら声を上げる。

　まあ、確かにこの白熊のぬいぐるみはさっきクレーンゲームで取ったけど……

「ああそうだな。それがどうした？」

「ってことはクレーンゲームは得意なんですよね？」

「一応できる方ではあると思うけど……」

　得意ってレベルではないけど、それでも取れないというわけでもないから普ふ通つうくらいだと思う。

　まあ、一回や二回で取れるってほど上手くはないと思うけど。

「なら、お願いがあるんですけど聞いてもらってもいいですか？」

「お願いって……予想はつくけど一応聞いておこう。一体何をすればいいんだ？」

　大体予想はついてるんだけど、確認のために一応聞く。

　すると、結愛は答えてくれた。

　俺が予想していた通りの言葉を。

「楓さん、クレーンゲームであの子を取ってくれませんか？」

　結愛が指差した先には、さっきまで結愛が張りついていたクレーンゲーム。

　クレーンゲームの景品は、ペンギンがデフォルメされた姿のぬいぐるみ。

　ただし、サイズがデカイタイプのぬいぐるみだ。

「あれか……俺に取れるかな？　ちなみに結愛はいくら使ってるんだ？」

「黙もく秘ひします!!」

「……いや、そんな胸を張って言うことじゃないんだけどな。でも、まあいいか。よしわかった。やってみるよ」

「ありがとうございます。楓さん、よろしくお願いします」

　おそらくかなりの金額を使っている結愛が差し出してきた五百円をもらい、クレーンゲームにそのまま入れる。

　ぬいぐるみは、結愛がここまで頑がん張ばったのか出口の近くにまでは近づいてきていた。

　そんなぬいぐるみを狙ねらって、さっきと同じようにアームを動かしてぬいぐるみを掴ませる。

　掴めたらそのまま持ち上げて出口へ持っていくけど、途と中ちゆうで落下する。

　だけど、ペンギンは楕だ円えん状じようのぬいぐるみなのが功を奏してバウンドして出口に……

　……あれ？　取れる？

「おお！　取れましたね!!」

「……あ、ああ。まさかこんな簡単にいけるとは思ってなかったけど運がよかったな」

　正直もうちょっと苦戦すると思ってた。

「だけどさ……これ残りの四百円どうするの？」

「……どうするんでしょうね」

　本当にどうするんでしょうね？







＊　＊　＊







　結局、どっちも可愛かわいらしいから、その台にもう一つあったぬいぐるみに残りの四百円分使いきった。

　結果はもう一つのぬいぐるみは取れなかったけど……まあ、一つ取れただけでも充じゆう分ぶんだろう。

　実際、結愛は正面で嬉うれしそうにペンギンのぬいぐるみを抱だきながら座すわっているし。

「ふぅ～……今日は楽しかったですね♪」

「そうだな。俺も久しぶりにゲーセン来たし、楽しんでるよ」

「わたしも最近は動画の撮さつ影えいばっかりだったんで、久しぶりでとても楽しかったです」

　今俺たちがいるのは、ショッピングモールにあるフードコート。

　時間的にはまだギリギリ昼前なのもあって、そこまで人は多くない。

　今は二人でクレープを食べている最中。

　ちなみに俺はチョコバナナ。結愛はストロベリーだ。

「ん～美お味いしい～」

　結愛は頬ほおに手を当てて幸せそうな顔をしている。

　……なんだかその姿を見ているとこっちまで幸せな気分になってくるなぁ。

「うん？　どうしました？　私の顔に何か付いてますか？」

「いや、なんでもない」

　少し見み惚とれてしまったけど、誤ご魔ま化かすために視線を外す。

　結愛は不思議そうにしているけど、気にしないでとだけ言っておく。

「それでこれからどうします？　まだお昼には早いですよね」

　時計を見ると、時刻は十一時五十分頃。

　確かに、今クレープを食べてるのもあって、今からどこかに食べに行くには微び妙みようなところだ。

　お腹なか的にも、時間的にもな。

「うーんどうするか……」

「じゃあ楓さん、午後はわたしに付き合ってくれませんか？」

「別に構わないぞ。俺も特に予定ないしな」
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「やった♪　それじゃあ行きましょう♪」

　結愛は残っていたクレープを口に入れると、椅い子すから立ち上がって歩き出す。

　おっと、先に会計をしてと。

「あ、楓さん。お金払はらいますよ？」

「いやいいよ。ここは男の甲か斐い性しようってやつをみせる場面だからな」

「えっと……わかりました。ごちになります」

「おう。任せろ」

　ちなみにお値段は合わせて二千円だった。

　まあ、このくらいなら全然大だい丈じよう夫ぶだけど。

「それでどこ行くんだ？」

「それは着いてからのお楽しみということで」

　そして、フードコートどころかショッピングモールから移動して到着したのは探索者協会。

「って、おい！　なんでここなんだよ!!」

「ふふふふふ、いいじゃないですか。ほら早く入りますよ」

「ちょっ!!」

　結愛は俺の腕うでを引いて中へと入っていく。

　俺は半ば引きずられるように、つい先日、俺が疾走の短剣を買った武器の販はん売ばいエリアまで連れていかれた。

「……それで？　なんでここに？」

「いや～実はマネージャーの人に『新しい杖つえ？　よかったじゃーん。じゃあ、これからは近づかれても大丈夫なようにしようね？』って言われまして……」

「それで武器を買いに来たと……」

　なるほどな……

　つまり、結愛は俺と同じように経けい緯いは違えど、近接戦せん闘とうができるように武器が必要になったからここに来たのか。

「……え？　本当になんで俺も連れてこられたんだ？」

「えへへ。実はわたしはそこまで攻こう撃げき力りよくのステータスが高くないんで楓さんと同じ短剣を使おうと思ったので」

「俺にアドバイスをしてほしかったと？」

「はい！　その通りです!!」

　ぐぬぅ……そんなキラキラとした目で見られても……まあ、仕方がないか。

　結愛の頼たのみだし、ちゃんと考えてあげるか。

　……といっても、俺もそこまで詳くわしく知ってるわけでもないんだけどな。

　短剣とかの刀とう剣けん類るいは疾走の短剣が初めてだし、今まで教えてきた経験と【鑑かん定てい】を使ってアドバイスするしかないか。

「わかった。とりあえず短剣を探して、そしてそれから考えよう」

「はい、お願いしますね♪」

　さて、どれがいいんだろうか……

「いや～楓さん、わざわざありがとうございます」

　結愛は買ったばかりの鞘さやに入った新品の短剣を眺ながめながら嬉しそうにしている。

　結局、結愛には俺が性能が良さそうと思った無難な短剣を薦すすめていき、それを試ためしていって最終的に選んだのは、変に効果のないごく普通の短剣だった。

　だけど、それでも結愛は嬉しそうにしてるし、まあいいか。

「喜んでくれているようで何よりだよ」

「はい♪　これも楓さんのおかげですよ」

　そういって結愛はまた笑えみを浮うかべた。

　今回の武器選びは成功と言ってもいいだろう。

　それにしても、結愛とこうして二人で探索者協会とはいえ、一いつ緒しよに買い物をするなんて思ってもいなかったな。

　……でもまあ悪くはない。

「え～あたし達だって行けますよ!!」

　そんな感じでゆったりしていると、突然、大きな怒ど鳴なるような声が聞こえてきた。

　聞こえてきたのは、俺と結愛がいる場所から少し離れた場所。

　というか聞こえてきたのは買い取りなんかをしている受付の方だった。

「え～と、なんでしょう？」

「多分、買い取りの順番待ちの人じゃないか？」

「いや、そんな風には聞こえなかったんですけど……」

　どうやら結愛にはそのようには聞こえていないらしい。

　ですよね。

　まあ、俺もそうなんだけど。

　実際さっきの声は買い取りなんかじゃなくて探索者がなにかに文句を言ってたように聞こえた。

　今の時間帯、探索者はダンジョンに潜ってることが多いから人は少ないだろうけど、よくここまで声が聞こえてきたな。

「どうしたんでしょうね？」

「さぁ……？」

　結愛と顔を見合わせて首を傾かしげる。

「楓さん、ちょっと見に行ってきますね」

「あ、おい」

　結愛はそれだけ言うと、小走りで受付に向かっていった。

　うーん……俺も気になるから結愛についていくことにするかな。

　俺も結愛のあとを追って、受付へと向かうことにする。

　すると、そこには女の子が三人と受付の男性が一人いた。

　一人はツインテールにした赤あか髪がみの小こ柄がらな少女。

　もう一人はウェーブのかかった金髪の少女。

　最後の一人は茶ちや髪ぱつをポニーテールのようにしている大人びた雰ふん囲い気きのある少女。

　そして、受付の男性は監かん視し者問題の時に探索者協会から来ていた男性だった。

「いいじゃないですか～あたし達だってＦランクダンジョンのボスを倒たおしたんですよ？　Ｅランクダンジョンだって行けるはずです!!」

「う～ん……それはわかるんですけど……それにダンジョンに潜もぐるのは探索者の自己責任なので問題ないんですけど……」

「凛りんちゃん、受付の人もわたし達を心配してるんだからさ？　もう少し言い方を考えないと」

「凛、落ち着いて。探索者協会の探索者さん達がみんな出で払はらってるなら仕方ないでしょ？」

　なんか揉もめてんのか？　と思ったけどあれは違ちがうっぽいな。

「えっと……あれなんですかね？」

　隣となりにいる結愛も同じことを思ったのか、俺に聞いてくる。

　あの会話の内容を聞く限りだと、Ｆランクダンジョンのボスを倒した、Ｅランクダンジョン、探索者協会の探索者がいない、という単語が聞こえてきた。

　そこから考えるに――

「多分、Ｆランクダンジョンのボスを倒せたから、次はＥランクダンジョンに行こうって話なんじゃない？」

「なるほど……」

　Ｆランクダンジョンのボスを倒したら、次にＥランクダンジョンに行く。これは別におかしなことではない。

　実際、俺もパーティーに入ってた時は、Ｆランクダンジョンを攻こう略りやくしたらＥランクダンジョンに潜り始めた。

　ただ、それははじめの数回を探索者協会から派は遣けんされた探索者と一緒に行ってからだ。

　理由としてはＦランクダンジョンで慣れてきた初心者探索者が油断して、Ｅランクダンジョンで死亡してしまうのを防ぐため。

　だからこそ、新米探索者は探索者協会から派遣されたベテラン探索者に同行してもらうことができる制せい度どを使うことができる。

　あの子達はその制度を使おうと考えていたのだろうが、その制度の対象の探索者協会の探索者が全員出払っていて、その提案が通らなかったんだろう。

　他にも、以前の俺みたいに、初心者のパーティーに入るなどして、ダンジョンについて教えていたのがそれにあたる。

「う～ん。ですが……あっ!!」

　赤髪の凛と呼ばれていた子に詰つめ寄られていた受付の男性がこっちに気づいた。

　というか俺の方に狙いを定めたような目を向けてきている。

「す、すいません。少々お待ちください」

　すると、受付の男性は少女達に断りを入れて、俺おれ達たちの方へと向かってきた。

　そして、俺の前で立ち止まると深々と頭を下げて謝あやまってくる。

「天宮さん、先日はお世話になりました。そして、彼かの女じよ様もデートの邪じや魔まをしてしまい大変申し訳ございません」

「か、彼女!?　それにデート!!」

　受付の男性の言葉を聞いて結愛が顔を真っ赤にして、慌あわてふためいている。

　うん、まあそうだよね。俺と付き合ってるなんて思われたらそれは大変だ。

　企業に所属してる探索者なんだから恋れん愛あいにも色々あるだろ。

　ここは否定しとかないと、結愛にも悪い。

「あー……いえ、気にしないでください。あとこの子は彼女じゃないんで」

「そ、そうでしたか。これは失礼しました」

「い、いえ。き、気にしないでください!!」

　結愛は未いまだにあわあわとしているけど、受付の男性は納なつ得とくしてくれたみたいですぐに引き下がってくれた。

　まあ、とりあえずこれで大丈夫だろ。

「え～っと……それで？　なにかあったんですか？」

「あ、はい。実は……ちょっと困ったことがありまして……」

　そして、受付の男性は今の状じよう況きようについて説明し始めた。

　なんでも、ここ最近、新米探索者によるＦランクダンジョンのボス攻略が増えていて、ベテラン探索者を派遣してもらう制度を使う新米探索者が多くて派遣する探索者が足りなくなり、その結果、あの子達はＥランクダンジョンに挑いどむことができなくなっているらしい。

「はぁ……それで俺に？」

「はい。申し訳ないのですが、Ｅランクダンジョンに挑む彼かの女じよ達たちについていってはもらえないでしょうか？　案内人と呼ばれていた天宮さんなら安心できるのですが……もちろん、報ほう酬しゆうの方も用意させていただきます」

　……案内人って呼ばれたことが気になるというか少しイラッとしてしまったけど、要約したら俺に彼女達のサポートをしてもらいたいってことね。

　まあ、断る理由はない。

　報酬もくれるっていうから別にいいけど、レベルアップがその間できないっていうのが問題か。

　だけど、これまでの経験上、わりとすぐに終わるはずだから、そこまで長い期間というわけでもないだろ。

「わかりました。俺でよければ手伝いますよ」

「おお、ありがとうございます!!」

「楓さん、わたしは事務所の関係でお手伝いは難しそうですけど、頑張ってくださいね!!」

　結愛は少し残念そうな表情を浮かべながら応おう援えんしてくれる。

「それじゃあわたしはここで帰りますね。だけど、今年はＥランクダンジョンに入った探索者の死亡率が少し高いそうなので気を付けてくださいね」

　そして、最後にそれだけ言ってから去っていった。

　去っていく時に、心配そうな目でこちらを見ていたけど、それだけＥランクダンジョンの死亡率が高いのか？

「それでは天宮さん、こちらにお願いします」

「了りよう解かいです」

　……警けい戒かいとちゃんとした準備はしていこう。
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　部屋の電気も点つけず、カーテンも閉じて、暗くした部屋の中で一人の男がスマホを耳に押おし当てていた。

『ああ……うまいこと誘ゆう導どうできたぞ。なんで協会支部にいたかは知らないが、あいつは巌がん窟くつのダンジョンに行くといっていたぞ』

　薄うす暗ぐらい闇やみの中で男は頷うなずく。

「……そうか」

『……やるならうまくやれよ。失敗したら俺まで巻き込こまれるんだからな？』

　念を押すように言ってくるが、その心配はない。

　失敗などするはずがない。

　通話を切って、スマホをポケットにしまい込む。

　これで、復ふく讐しゆうの準備は整った。

　あとは実行に移すだけだ……。覚悟しろ案内人……！







第８章　新米探索者教習







「ふわぁ～ねむ……」

　赤髪の少女、赤あか木ぎ凛りんと金髪の少女、金かな崎さき莉り奈なと茶髪の少女、高たか梨なし杏あん樹じゆのパーティーとの打ち合わせで今日の集合時間は朝九時となった。

　そのため、俺おれは八時半ぐらいには家を出て、Ｅランクダンジョンの巌窟のダンジョン前で待機している。

　ポーションもＭＰポーション含ふくめて買い足しておいたから回復は問題ないはず。

「ステータス」


　――――――

　天宮楓

　レベル６０５

　ＨＰ：６０７０／６０７０　ＭＰ：４０４５／４０４５

　攻撃力：６７７（＋52）

　防ぼう御ぎよ力りよく：６２７（＋12）

　俊しゆん　敏びん：１９４２（＋１３２２）

　器　用：７８２（＋１５２）

　精神力：２０９７（＋１４８７）

　幸　運：50

　ＢＰ：０

　ＳＰ：15

　スキル：【魔法矢マナ・ボルトLv.20】【弓きゆう術じゆつLv.10】【鷹たかの目めLv.10】【アイテムボックスLv.７】【捕捉ロツクオンLv.10】【鑑定Lv.５】【ＭＰ増加Lv.10】【ＭＰ回復速そく度ど上じよう昇しようLv.10】【短たん剣けん術Lv.７】【索さく敵てきLv.９】【隠おん密みつLv.５】

　――――――

　――――――

　龍りゆう樹じゆの弓Lv.２７８

　・龍樹の体から作られた弓。

　・攻撃力＋７７７

　・使用者の成長に合わせて龍りゆうの特性により共に成長していく。

　――――――



「それに、スキルにステータスも上げられるだけ上げきった。武器も整備した……うっし！　これでいつでも行ける!!」

　ＢＰは俊しゆん敏びんと精神力に全ぜん振ふり。

　スキルは【鷹の目】、【ＭＰ増加】、【ＭＰ回復速度上昇】をスキルレベル10に。【索敵】をスキルレベル９に上げた。

　そして、新しく【隠密】のスキルを取得した。

　この新しい【隠密】スキルだが、自分の存在を薄うすく、透とう明めいにして周囲の景色に紛まぎれることで、相手から発見されにくくなる効果がある。

「これがあれば彼女達が俺に頼たよりきりなんてこともなくなるし、これからもソロでダンジョンに潜る俺からしたら腐くさらないスキルだしな」

　そして、最後にＳＰが大量にあったから【魔法矢マナ・ボルト】のスキルレベルを20まで上げておいた。

　攻撃力の倍率が1.0になったり、消費ＭＰが15に減ったりしたけど、スキルレベルが20。

　ユニークスキルのスキルレベルが10の倍数になったおかげで新しい効果が増えた。

　今回は新しいスキルとかではなく、新しい効果だ。

　その効果は――

「あ！　いたいた！　天宮さーん!!」

　そんなことを考えているうちに約束の時間になり、凛りん達たちが来たようだ。

　声が聞こえてきた方を向くと、そこには先日とは違い、しっかりと武装をした彼女達の姿が見えた。

　凛は胸当てと片手剣けん。

　莉奈はメイス。

　杏樹は短剣をそれぞれ装備していた。

「おはよう。凛、莉奈、杏樹」

「うん！　おはよ!!」

「お、おはよぅございましゅ!!」

「おはよう、あまみー」

　挨あい拶さつをしてみれば、元気いっぱいで返事をする凛。

　緊きん張ちよう気味ながらもなんとか挨拶をしてくれた莉奈。

　そして、マイペースな杏樹がいた。

　ちなみに、俺のことをあまみーと呼んだのは杏樹だ。







[image: ]







　最初は天宮さんだったのだが、何故なぜか急に呼び方が変わった。

「今日はよろしく」

「こちらこそ!!」

「よ、よろしゅくおねがいしまひゅ!!」

「よろしくね」

「よし、それじゃあ早さつ速そく行くか」

　挨拶もしたし、戦闘方法は昨日打ち合わせもした。

　凛は片手剣を使った近接戦闘、莉奈は近づかれた時の対策でメイスを持っているけど回復魔法を使って、杏樹が短剣で遊ゆう撃げき。

　パーティーメンバーが誰だれも遠えん距きよ離り攻こう撃げきができないのが気になるけど、そこは臨機応変に対応してもらうしかないな。

「うん！　それじゃあしゅっぱーつ!!」

　先頭を凛が歩き始め、その後ろに莉奈、杏樹、最さい後こう尾びに俺という順番でダンジョンの中へ入っていく。

　巌窟のダンジョンは攻撃力や防御力の高いオークが出てくるけど、その分素す早ばやさがないから注意すればＥランクダンジョンに来たばかりの探索者でもちゃんと倒せる。

　そんなわけで――

「それじゃあ俺は近くにはいるけど、危ない場面にならない限り、俺は手を出さないから頑張ってくれよ。じゃ!!」

　そういって俺は【隠密】スキルを使って凛達の前から姿を隠かくす。

「え!?　天宮さんどこに行ったの!!」

「わ、わかんないよ～」

「多分だけど隠密スキル。気配すら感じなくなったし」

　俺が姿を消したため、凛達が急に消えた俺を探している中、杏樹だけは俺がいなくなった理由に思い当たったらしい。

　こうして会話を聞くと【隠密】スキルはちゃんと機能してるみたいだな。

　それにしてもさすが【隠密】スキル。

　人類にステータスが発現して最初に各国がやったのが、【魔ま道どう具ぐ作成】のスキルで透明になれる【隠密】対策のセンサーを作ることだっただけのことはある。

「そっかぁ～じゃあ近くに居てくれてはいるみたいだしとりあえず、行ってみよ!!」

　そう言うと凛を先頭に三人は進んでいく。

　一応巌窟のダンジョンのボス部屋までのルートは調べてきているのか、すらすらとボス部屋までの道を最短ルートで進んでいく。

　ふむ……事前に情報はちゃんと集めているか。

　……お？　これは……さて、情報収集能力はよし。

　後は実際に戦えるかどうかだが……

「ん？　二人とも、止まって。くるよ」

　俺が気づいて、少ししてから杏樹が凛達に警戒を促うながす。

　すると、前方から一体のオークが歩いてきた。

　オークはこちらに気づくとすぐに戦闘態勢に入る。

「戦闘準備!!」

　そして、莉り奈な達たちも凛の声に反応してそれぞれ武器を構える。

「ブモァァアアッ!!」

　先手を取ったのはオークだ。

　持っている棍こん棒ぼうを振ふり上げ、凛に襲おそいかかる。

　対して、棍棒をギリギリで回かい避ひした凛は、そのまま片手剣で斬きりかかる。

「せい!!」

　一応【剣けん術じゆつ】のスキルはあるらしいけど、そこはＥランクのモンスターで、防御力とＨＰが高いオーク。

　一いち撃げきでは致ち命めい傷しようを与あたえることはできなかったらしく、棍棒を横よこ薙なぎにして反はん撃げきしてくる。

　しかし、それは想定内なのか、そのまま屈かがんで避よけて、凛はまた、連続で攻こう撃げきしていく。

「油断大敵」

　凛の方に注目していたオークの背後から短剣を構えた杏樹が接近する。

　そして、首元を狙って短剣を突つき刺さす。

「グギィッ!?」

「まだまだいくよ!!」

　後ろからの奇き襲しゆう。それに驚いたオークは慌てて振り返ろうとするが、既すでに遅おそい。

　既に、凛の攻撃によって体勢が崩くずされていて、杏樹が攻撃を成功させて首に短剣が突き刺さっていた。

「えーい!!」

　すると、今度は莉奈がメイスを構えながら凛達の方に近づいてきており、メイスを思いっきり振り下ろす。

　それは技術もなにもない力任せの振り下ろしだったけど、それが逆に功を奏し、メイスは見事に頭に直ちよく撃げきして、オークを怯ひるませることに成功する。

「ナイス莉奈！　杏樹！　とどめいくよ!!」

「わかった」

　凛が叫さけぶと杏樹は再び、オークの背後に素早く回り込んで、足の腱けんを狙って短剣を振るう。

「ブモォ!!」

　そして、杏樹が攻撃を終えた後すぐに、凛が再び動けなくなったオークに向かって走っていく。

「これでとどめ!!」

　凛が片手剣を両手に持ち替かえると、そのまま振り上げて、オークの頭をかち割った。

「ブ……オオ……」

「やった！　倒したよ!!」

　オークは断だん末まつ魔まの叫びを上げて、倒れ伏ふすと、そのまま動かなくなった。

　なるほど、いい戦闘だったな。

　凛はオークの棍棒を受け止めることはせずに攻撃しながらも回避に徹てつしていたし、莉奈は隙すきをついてメイスを使って強力な一撃を与えていた。

　そして、最後に杏樹だが、背後を取るような動きに、とどめの時の短剣による素早い攻撃で足の腱を切断し足止めをしていたのもポイントだな。

　それぞれがやるべきことを理解している戦い方だ。

　それだけじゃなくてしっかり連れん携けいも取れている。

　これだからパーティーだと少し強いモンスター相手にも戦えるからソロよりもレベルアップの効率が良いんだよな。

　俺みたいにステータスが上の相手に勝てないんだったら、パーティーの方が安全に戦えるし。

　これならよっぽどのことがない限り大丈夫だろう。

「やったね！　莉奈！　杏樹!!」

「や、やったよ～、私でも戦えたよ!!」

「うん、勝った。莉奈も頑張った」

　三人はハイタッチしながら勝利の喜びに浸ひたっている。

　こうして見ると微ほほ笑えましい光景だよなぁ……後ろにオークの死し骸がいがなければ。

　なんて思いつつ、いたずら心が働いてしまい、俺はこっそりと三人に気付かれないように近づいてから【隠密】スキルを解除する。

「お疲つかれさま。初戦としてはなかなか良かったぞ」

　俺が姿を現すと三人はギョッとした顔をした後、一いつ斉せいにこちらを見る。

　まぁいきなり現れたらそりゃ驚おどろくよな。それが狙いなんだけど。

「あ、天宮さん!?　なんでここに？」

「いや、はじめに説明したじゃないか。近くにはいるって」

「そ、そうだよ凛ちゃん。杏樹ちゃんも隠密スキルって言ってたよ」

「うん。ちゃんと言ったよ？」

「あれ？　そうだっけ？」

　どうやら凛は覚えてなかったみたいだけど、二人はちゃんと覚えてくれてたみたいだな。

「さてと、戦闘の方だけど特に俺から言うことはないな。個人の判断もよかったし連携も問題なし。この調子で次からもよろしく」

「はい!!」

「が、がんばります!!」

「はーい」

　三人はそれぞれ返事をしてくれる。

　それから、ダンジョン攻略を再開して、その後も何回かモンスターと遭そう遇ぐうしたが、戦闘は順調で、ボス部屋まで順調に進んでいくのだった。

「やった～ボス部屋についたー!!!」

「や、やったね凛ちゃん。杏樹ちゃん」

「ん。やった」

　あれから、途と中ちゆうで出てきたオークを蹴け散ちらしながら三人は進んでいき、ボス部屋までたどり着いた。

　ボス部屋の扉とびらは開いてるし、この階層にも人ひと影かげも気配もないから、ここには誰もいないことがわかった。

　それにしても凄すごかったな。途中からレベルが上がった時にもらったＢＰとＳＰを振り分けたのか、今では三人とも一気に強くなって、オーク相手にかなり余よ裕ゆうを持って倒せるようになっている。

　杏樹が持っている短剣を使った高速移動からの奇襲は、オークが反応する前に首を切り裂さいていたし、莉奈の攻撃もメイスをフルスイングするだけでかなりの威い力りよくになっていた。

　凛も片手剣で攻撃していたが、急所狙ねらいで攻撃していたからか、どんどんオークの体に傷をつけていて、結構なダメージを与えられていたと思う。

　そんなこんなで、あっという間にボス部屋の前まで来たわけだが――

「まあ、ボスには挑ちよう戦せんはさせないんだけどな」

「あ、天宮さん」

「あまみーだ」

「えっと天宮さんそれはどういうことですか？」

【隠密】スキルを解除して三人の前に姿を現したけど、三人とも驚くことなく俺を見てくる。

　……驚かせられなくてちょっと残念。

「まあ、単純にレベルが足りないな。今のままじゃまだ無理だ」

「うん。ちょっとまだ三人には早いかな～」

「そうなんだ……」

「そうなんですね……」

「……」

　三人はかなり落ち込んでいる様子で、肩かたを落としている。

　もしかしたらボスに挑戦できると思ってワクワクしてたんだろうなぁ……

「それじゃあどうする？　地上に帰るか？　それとも戻もどってまたオークを狩かるか？」

　俺がそう聞くと、三人はお互たがいの顔を見て相談し始める。

　しばらく、凛が代表して答えてくれた。

「天宮さん！　提案があります!!」

「なんだ？」

　提案がなにかを話そうとする前に、後ろから莉奈の声がかかる。

「せっかくここまできたのにもう帰っちゃうのは嫌いやです……」

「うん。私も帰りたくない。折せつ角かくだからもっと戦いたい」

「だけど私達たちじゃレベルが足りません！　だから!!」

　……だから？

「せめて戦ってる姿が見たいので天宮さんが戦ってるところを見せてください!!」

　ふむ。確かにここまで来てなにもなしっていうのはもったいないな。

　だけど俺が戦ってるところか……

　今の俺のレベルとステータスを考えると、多分瞬しゆん殺さつだし、見せてもなにも参考にならなそうなんだよな。

「それは別に良いんだけど、良いのか？　多分参考にもならないと思うぞ」

「はい！　大だい丈じよう夫ぶです!!」

「お、お願いします」

「私も見たい……かも」

「……分かった。そこまで言うならやってみるか!!」

　三人がこう言ってることだし、少し戦ってみるのもいいか。

　俺のステータスを考えたら本当にただ見るだけになるかもしれないけど。

　まあ、できる限りハイオークの動きを見せられるようにしよう。

　そうなると戦うのは龍樹の弓じゃなくて疾しつ走そうの短剣か。

　龍樹の弓だと手加減できないし一撃で倒しちゃうだろうからな。

「ただし、俺より前には絶対に出ないでくれよ」

「「はい!!」」

「りょーかい」

　それから俺は三人にボス部屋から離はなれるように指示してから、疾走の短剣を構えながらボス部屋に足を踏ふみ入れる。

　一番後ろの莉奈がボス部屋に入ると、いつもと同じように後ろから扉の閉まる音が聞こえてくる。

　そして、ボス部屋の中を確かく認にんするとそこには、以前と同じように中央にハイオークが棍棒を持って待ち構えていた。

「ブモォオオオ[image: ]」

　ハイオークはこちらの姿を見つけるなり雄お叫たけびを上げて、すぐにこっちに向かってくる。。

「速い!!」

「――ッ！」

「うん。目で追うのがやっと……ッ！」

　三人は驚き声を上げつつも、しっかり俺の後ろの位置から動かないでくれている。

　そして、俺が立ち位置を確認している間にハイオークは棍棒を振り上げて突とつ進しんしてきた。

「ブモオ!?」

　振り下ろされてきた棍棒を、俺は疾走の短剣の峰みねで受け流す。

　……正直、今の一連のやり取りでやっぱり俺が本気でやったら瞬殺だなって確信した。

　だけどちょうど良い。武器を持った相手に疾走の短剣で戦うのは初めてだ。

　凛達に戦いを見せるのと、俺の特訓を兼かねて、ハイオークを倒すとしよう。

「まあ、俺が攻撃を受けるだけになっちゃうのはしょうがないか!!」

「ブモァ!!」

　とりあえず、まずはハイオークの動きをちゃんと見よう。

　動き出しとか、攻撃方法なんかをしっかりと把は握あくしないとな。

　それから、何度かハイオークの攻撃を受けてみたが、どれも大したことなかった。

　棍棒を力任せに振り下ろし、横に薙なぎ払はらい、その巨きよ体たいからの体当たり。

　まあ、この程度なら今の俺のステータスなら余裕で対処できた。

　そして、ここまでハイオークを手玉に取ってる時点で、成長を実感できる。

　だけどここまでで良いだろ。

　凛達もハイオークの動きを見るのはこれで充じゆう分ぶんのはずだ。

　ということで……

「とどめ!!」

「ブモッ……」

　最後に、棍棒を振り下ろしてきたタイミングで疾走の短剣を使ってハイオークの首を切り飛ばして戦せん闘とうを終わりにする。

　すると、ハイオークは膝ひざから崩れ落ちて地面に倒れ伏す。

　それを確認してから凛達の方を見ると、ポカーンとして大きく口を開けていた。

「これで終わりだけど、どうだ？　参考になったか？」

　俺がそう聞くと、三人はハッとした後に、凛が最初に口を開いた。

「えっと、えっとえっとえっと。凄かったです！　あの一いつ瞬しゆんでハイオークを倒せるなんて！　それにあんなに速く動いてたのによく体がブレませんでしたね！　こうビュン！　って近づいてズバッ！　みたいな感じでした!!」

「あ、天宮さん、とてもカッコ良かったです」

「うん。短剣の扱あつかいも、とてもためになった」

　そして始まるのは怒ど涛とうの感想タイム。

　こんな風に褒ほめられた経験がないから正直ちょっと照れる……

「そ、そうか。それはよかった。それじゃあ改めて聞くけど次はどうする？」

　俺がそう質問すると、三人は顔を見合わせて頷く。

　そして代表して凛が答えてくれた。

「またオークを倒しに行きましょう！　今の戦いを見たらあたしも戦いたくなっちゃいました!!」

「わ、私も凛ちゃんに賛成です」

「私も。早く行きたい」

「よしっ！　じゃあ行くか!!」

「ええ！　行きましょう!!」

【アイテムボックス】にハイオークを入れてから三人と一いつ緒しよにボス部屋を出る。

「あれ？　誰かいますよ？」

　凛りんの声を聞いて前を見てみると、そこには二人の男性がいた。

　一人はいわゆるソードオフ・ショットガンというやつだろうか。

　銃じゆう身しんが短くなったショットガンを持っているガタイのいい男。

　もう一人は、スナイパーライフルのような長い銃じゆうを持った細身の男。

　二人とも、全身黒ずくめで、黒いマスクを着けていて、正直かなり怪あやしい。

「……どうも」

「……」

　一人は俺達に軽く頭を下げ、もう一人も続けて下げる。

　一応挨拶されたからにはこっちからも返さないとな。

　まあ、暗あん黙もくの了解ってやつだ。

「どうも、お待たせしました。自分達はボス討とう伐ばつしたので、次どうぞ」

　俺がそういうと二人は立ち上がってボスが再出現するために、閉まっている扉の前に移動していく。

「……天宮さん、さっきのは？」

「ああ、あれはボス討伐の順番待ちだよ。俺達がハイオークに挑戦してたから、待ってくれていたんじゃないかな」

　正直今でも服装は怪しいとは思ってるけど、少なくとも今は最低限のマナーは守ってるし、問題ないだろう。

「そうじゃあ俺達は失礼しますね」

　こういうのはすぐに離れるに限る。

　ただ単にコミュニケーションが苦手な人って可能性もあるからな。

　そんなわけで俺達は、ボス部屋のある階層から移動してオークを探すためにダンジョンを歩くのだった。







第９章　トラブル発生







「やぁ!!」

　凛達のパーティーに指導を始めて一週間が経過した。

　あれから、凛達は大きく成長してきている。

　同じレベルぐらいだった頃ころの俺と比べても明らかに動きが良いし、強い。

　ちょっと複雑だけど……

　まあ、レベルはハイオークを安全に討伐できるレベルには届かないけど、それでも十分なレベルだ。

「ブモォオオ!?」

「やった！　倒たおした!!」

　そして、目の前ではオークを倒したことで喜ぶ凛の姿があった。

「本当に強くなってきたよな。最初の頃と比べたら雲うん泥でいの差だし。このまま行けばあと一ヶ月ぐらいでハイオークを安全に倒せそうだな」




　というかあの子達、やっぱり動きがレベル以上に良いんだよな。

　正直才能という枠わく組ぐみを超こえてる気がする。

「……君達なんか強くない？」

　思った疑問を凛達にぶつけてみる。

「そうですよね。わたしが同じようだった頃よりも三人ともすごいですよ!!」

　うん。それは俺もそうだね。

「えっとですね……どうしよう莉奈ちゃん、杏樹ちゃん教えても大丈夫かな……!!」

「うーん……私は教えても良いと思いますけど」

「うん。私も賛成。あまみーとゆあゆあは信用できる」

　すると、三人が集まってひそひそと何かを話し始める。

　話はまったく聞こえてこないけど、恐おそらく俺に話すかどうか決めてるんだろう。

　まあ、話をしてる時点でなにかあるのは確定なんだけど。

「えっと……実は私達のお父さんが元探たん索さく者なんで、それで色々と教わっていたんです」

　なるほど、それはわりとよくあることだ。

　元探索者や現げん役えき探たん索さく者の親が、探索者になりたいという子供に反対せず、ダンジョンで死なないように子供の頃から木製の武器を使って武器の扱いを教える。

　それは結構ありふれている。

　実際そのおかげでステータスを発現した時に武器関連のスキルが手に入りやすいらしいからな。

「そうなのか、それなら納なつ得とくだ」

　なるほどな。

　あの年であれだけ動けるのは子供の頃から訓練してたからか。

　よく考えればすぐにわかったことだったな。

「まあ、それだけじゃないけど」

「……え？　それだけじゃないって？」

　最後の、杏樹の小さな呟つぶやきが気になった。

　結愛も聞こえてたらしく、首を傾かしげている。

　どういうこと？

「えっと……あたし達みんなユニークスキル持ちなんですよね」

「……へ？」

　凛の言葉に思わず変な声が出る。

　三人ともユニークスキル持ち？

　それって結構、いやめちゃくちゃすごいことだぞ？

「あたしが持っているユニークスキルは【神速】っていうユニークスキルで」

「え、えっと……わ、私は【未来予知】ですぅ！」

「私のは【解かい析せき】。どんなものでも調べることができる」

　凛が、少し言い淀よどみながら決意したように莉奈が、淡たん々たんと杏樹がそれぞれ自分のユニークスキルを教えてくれる。

　……これは、かなり驚いた。

　いや、マジで。

　ユニークスキルを持っている人はそこそこいるけど、名前だけでもわかる。かなり強力なスキルだ。

　凛の【神速】に莉奈の【未来予知】、それに杏樹の【解析】か。

　正直この中だったら【未来予知】が飛び抜ぬけてヤバい。

　どこまで未来が見られるか、どんなものが代だい償しようになるか、それらの条件がわからないからまだなんとも言えないけど、それでも条件が整えば未来が見られるんだ。

　このことが発覚したら、間ま違ちがいなく国を巻き込こんでの争そう奪だつ戦せんが起きるだろう。できればそう言ったことからちゃんと守ってくれる企き業ぎようとかを紹しよう介かいしたいけどなぁ。

「ちなみにユニークスキルの効果は聞いても大丈夫？」

　俺は三人、主に莉奈に問いかける。

　莉奈になぜ聞いたかというと、莉奈がこの三人の中だったら一番正確に教えてくれそうだと判断したからだ。

　ユニークスキルの効果によっては、これからの予定が変わるかもしれないから正確な効果を知りたいしな。

「はい大丈夫ですよ。凛ちゃんの【神速】は自分の速さを倍にするって感じの能力で、私の場合は未来のほんの一部分が見えるようになるらしいです。だけど使用ＭＰがかなり多いので、今の私ではまともに使えませんね」

「らしいです？　それに、そんなにＭＰを使うのか？」

　今かなり低く見積もっても莉奈のレベルは40は確実にあるはず。

　それでもまともに使えない？

　どんだけＭＰ使うんだよ。

「えっと……２０００です……」

「２０００!!」

　これはまたすごいスキルだな。

　２０００ともなると俺おれのＭＰでも半分以上持ってかれる数値だぞ？　このまま成長していけば２０００ＭＰなんてすぐだろうし。

「それはまたすごいな……」

「ま、まあ、その２０００ＭＰのほかにも色々制約があるせいで一回も使ったことがないんですけどね。えっと、話を戻しますね。

　あとは杏あん樹じゆちゃんの【解析】スキルは対象がどんなものであろうと解析することができるんです。なので、モンスター相手にはすぐに弱点がわかったりするので初めてのモンスターと戦う時は大だい活かつ躍やくですね」

「なるほど。それは確かに便利だな」

　相手の強さや弱点がわかれば戦闘において圧あつ倒とう的てきに優位に立てる。

　しかも、それが未知の敵だったとしてもだ。

　この子達は成長したら、かなりの大物になりそうな気がするな。

「まあ、こんなところだよね」

「そうですねぇ……あんまり教えることもなかったかもですぅ……」

「だけどこれで全部だし、問題なし」

「そっか……教えてくれてありがとな」

「いいですよぉ。まあ、あたし達が全員ユニークスキル持ちっていうのもあるんですけど、お父さん達が信しん頼らいできる人以外には絶対に話すな！　って言ってたんですけど、天宮さんは信頼できますから」

「……ああ、そういうことね」

　全部理解した。

　ユニークスキルを隠すのと同時にお父さん達からしたら娘むすめに変な虫が寄り付くのを防いでたってわけか。

「凛達はお父さん達に感謝しときな。いやまじで」

「……？　はい!!」

「えっと……感謝はいつもしてますよぉ……」

「もちろん」

　うん、本当にいい子達だなぁ。

　正直ここまで信頼してくれていることが結構嬉うれしいな。

「そっか……それじゃあどうする？　ハイオークに挑戦してみるか？」

　ハイオークは今の凛達でもギリギリ倒せるはずだ。

　だけど、無理はさせない。

　ハイオークと戦う時は俺が必ずサポートをするし、もしもの時の回復も俺がポーションでやるつもりだ。

　だから、危なくなったらいつでも俺と結愛が助けられるようにはしておく。

「え!?　良いんですか!!」

「ああ、オークへの攻撃を見た限り充分だろ。それに、三人がユニークスキルを使ってハイオークと戦っているところも見てみたいしな」

「やった～!!!　じゃあ行こ行こ！　莉り奈な、杏樹行くよ!!」

「ま、待ってよ凛ちゃ～ん!!」

「凛、先行くと危ない」

　俺がそういうと凛が先に叫びながら駆かけ出し、そのあとを莉奈と杏樹の二人が追いかけていく。

　こうして見ると本当に仲が良いんだなって思う。

「そうだな。さてと、じゃあ俺も行きますか!!」

　俺も三人のあとを追って全力で走る。

「あ、天宮さんはや!!」

　凛りん達たちを追い抜かして走り続ける。

　その瞬しゆん間かん凛りんの驚きの声が後ろから聞こえてくるけど、そんな声を聞き流しながら走り、ハイオークのいるボス部屋まで向かうのだった。

　手加減？　そんなの知らんなぁ！

「よし、着いたな」

「はあはあ……天宮さん速すぎだよぉ……」

「はあはあ……本当に……速い……はあはあ……」

「……もう……無理」

「いや、ごめん。つい楽しくなっちゃって」

　久しぶりにあんなになにも考えずに走ったから気持ち良くなってしまった。

　まあ……

「とりあえず休きゆう憩けいするか」

「うん……」

「さ、賛成……です……」

「……」

　三人とも相当体力を消しよう耗もうしてしまっているようで地面に座すわり込んでしまう。

　……俺の走る速度には追いついていなかったとはいえ、あれだけ俺に追いつこうと走ったんだから、ステータスが上がってても息切れはするか。

　まあ、原因は俺なんだけど、後こう悔かいも反省もありません！　楽しかったです！

「はい、水」

　俺はアイテムボックスの中から水の入ったペットボトルを取り出して、三人に手て渡わたす。

「あ、ありがとう……」

「ありがとうございます」

「感謝。喉のどカラッカラ。いただきます」

　三人はペットボトルを受け取ると、水を勢いよくグビッグビッと飲んでいく。

　かなり喉が渇いていたんだろう。ペットボトルの中に入っていた水はあっという間に無くなった。

「ふぅー、生き返ったよぉ……」

「はい……とても美お味いしかったです」

「砂さ漠ばくの中のオアシス。美味しかった」

　座り込んで水を飲んだ三人は元気を取り戻したのか、笑えみを浮うかべている。

「それじゃあ、少し休んでからハイオークに挑いどむぞ。今のうちに聞きたいことがあったら聞いといてくれよ」

「う～ん……あ！　天宮さんってさ、今レベルどれぐらいなの!!」

　凛が突とつ然ぜん立ち上がり俺に向かって聞いてくる。

　そういえば言ってなかったっけ？　てか今から挑むハイオークには関係ないけど。

　まあ――

「な・い・しょ♪」

　――教えないんだけど。

　だってこの前まで、この巌がん窟くつのダンジョンに潜もぐってたのに、今はとんでもなくレベルアップしてるんだから絶対におかしいって思われてしまう。

「えー!!」

「まあ、みんなにはユニークスキルを教えてもらったし、俺のユニークスキルについて教えてあげるよ」

　まあ、ユニークスキルについてなら良いだろ。

　というか教えてあげないと俺だけユニークスキルを聞き出して、逆に俺は教えないクズ野や郎ろうになっちゃう。

　それに、先に俺が【魔法矢マナ・ボルト】について教えれば、勝手に三人ともユニークスキルは一つだけって勘かん違ちがいしてくれるだろうしな。

　そうすれば俺がユニークスキルを二つ持っているなんて思いもしない。

　……クックックッ。我ながら完かん璧ぺきな計画だ。

「え!?　ユニークスキル!?　天宮さんも持ってたの!!」

「これが驚きなことに実は持ってるんだよ」

「き、気になります」

「教えて」

　俺がユニークスキルについて教えると言ったら、三人は目を輝かがやかせて俺に迫せまってきた。

　お、おう……そこまで期待されるとちょっと恥はずかしい。

　そして、同時に誤ご魔ま化かすためにユニークスキルを教えようとしたことに罪悪感が……

「お、おう。俺のユニークスキルは、【魔法矢マナ・ボルト】って言って、ＭＰを消費して魔法の矢を出現させるスキルだよ。ちなみに、作った矢の攻こう撃げき力りよくは精神力のステータスによって変わるんだ」

　俺がそういうと、三人は驚いた表情をして固まってしまった。

「どうした？」

「ちょ、ちょっと待ってください！　矢ですか!?　天宮さんって短たん剣けんを使ってましたよね!!」

「そ、それなのに矢ってことは弓も使うんですか？」

「ぶっ壊こわれてる」

　次々と俺の【魔法矢マナ・ボルト】についての感想や質問が俺に飛んでくる。

「いやまあそうだな。弓は使う、というか弓がメインだな。短剣はサブ武器だよ、近づかれた時のためのな」

　まあ、最近は近づかれることはないから単純に近接戦闘用の武器になってるけど。

「はえ～やっぱりレベルが高いといろんなことができるようになるんですね～」

「まあな。でも三人ならすぐ同じようなことができるさ」

　これは本心で思っていることだ。

　レベルさえ上げればすぐにできるようになるはず。

　今の時点でも三人とも技術は高いからな。

　これにスキルとレベルが追いついたらかなり強くなるはずだ。

「う～！　よし！　休憩終わり！　莉奈！　杏樹！　天宮さん！　早く行こう!!」

「う、うん!!」

「了りよう解かい」

「ほいよ」

　こうして休憩を終えた俺おれ達たち四人は、ハイオークを倒すためボス部屋へと入る。

　その頃には凛達三人は、休憩は充分とばかりに元気を取り戻していた。

　……回復早くない？

　そのまま、最さい後こう尾びの俺がボス部屋に入ると、いつも通りボス部屋の扉が閉まる。

　そして、白くもなんともない、いつも通りの普ふ通つうのハイオークが部屋の中央に姿を現した。

「グオオォォオ!?」

　ハイオークは雄叫びを上げて俺達を睨にらみつける。

「よし！　行くよ!!」

「はい!!」

「オーケー」

　ハイオークは、一番最初に攻こう撃げきを仕し掛かけてきた凛にターゲットを絞しぼったようで、棍こん棒ぼうを構えて凛に向かって突進していく。

「はあぁぁあああ!!!」

　凛はハイオークの攻撃に対して、腰こしを落として片手剣けんを横よこ薙なぎに振ふるう。

　ハイオークはその攻撃を棍棒で受け止め、攻撃の威力を殺すように斜ななめ後うしろへ跳とぶ。

　凛の攻撃を受け止めたハイオークは、少し後ろに下がっただけでダメージはほとんど無いように見える。

「ここ」

　そして、その隙すきをついて杏樹が、ハイオークの背後に回り込み、短剣を逆手に持って、心臓部に向かって突つきを放つ。

　しかし、ハイオークはそれに気づいていたのか、一歩動いて短剣を避よける。

「グルアァァア!?」

　そして、そのまま遠心力を利用して、裏うら拳けんのようなものを杏樹に放つ。

「くっ……!!」

　杏樹は自分で吹ふき飛ばされる方に飛んだらしく、何回か空中で回転して勢いを殺して地面に着地する。

「杏樹ちゃん!!」

　そこにすかさず莉奈から光が杏樹に向かって飛んでいき、杏樹に当たると杏樹の体が淡あわく光り始めた。

「ん。莉奈ありがとう」

「気にしないで！　私は今回、回復に専念するから攻撃はよろしくね!!」

「任せて」

　そんな会話をしているうちに、今度はハイオークが凛に向けて棍棒を振り下ろす。

「せいっ!?」

　それに対して凛は、振り下ろされた棍棒を避けて、ハイオークの腕うでを切りつける。

　だけど、できた傷は浅く、あまり大きな傷ではない。

「あー！　もう硬すぎ!!」

　凛がそう叫さけぶと、いつの間にか背後に移動していた杏樹が、短剣で何度もハイオークの背中を突き刺さしていた。

「えい」

　そして、杏樹が短剣を引き抜くと、そこから血が溢あふれ出てくる。

「グ、グアァ……」

　それでやっと痛みを感じたらしく、ハイオークは苦く悶もんの声を上げる。

　だが、【鑑かん定てい】でハイオークのＨＰを見ても、ここまでの戦闘で、ＨＰ２０００ある中の60しか削けずれていなかった。

「……ダメ、全然効いてない」

「でも一応効いてるよね？　だったら攻せめきるだけだよ!!」

　凛はそう言うと、いつもと違ちがう突きに特化したような構えを見せる。

　お？　ついに使うか？　ユニークスキルを。

「いくよ！　【神速】!!」

　凛がそう言うと、凛の体からだ中じゆうが薄うすく発光し、次の瞬しゆん間かんにはハイオークの背後まで移動していた。

　速いな。

「はあっ!?」

　そして、先ほどと同じように剣を振ふるう。

　その剣を振る速度とハイオークまで近づいた速さは今までの比にならないくらい速く、ハイオークは反応すらできずに背中に傷を作り、横っ腹に傷をつけられる。

「グ、ガァッ……」

「まだまだ!?」

　凛はさらに動き回りながら剣を振るい続け、どんどんハイオークの体に切り傷が増えていく。

　それに対して、ハイオークはなんとか反はん撃げきしようと、棍棒で攻撃するが、それも難なく凛は避ける。

「私も忘れないで」

　そして、その隙に杏樹がまた短剣でハイオークを斬きりつけた。

　斬りつけた場所は足の腱けん。

　足の腱を斬られたハイオークはバランスを崩くずしてしまい、膝をつく。

「あそこまで凛に翻ほん弄ろうされてたなら、私でも簡単にあなたの弱点を狙ねらえる」

　確かに杏樹が言う通り、ハイオークは完全に翻弄されていて、凛と杏樹が交こう互ごにハイオークを攻撃していた。

　そして、とうとうハイオークが立っていることが出来なくなり、四よつん這ばいになる。

「これで終わりだぁ!!!」

　凛はハイオークの後ろに一瞬にして回り込んで、剣を両手に握にぎり直して背中から思いっきり剣をハイオークに突き刺す。

「グ…………ァ」

　そして、剣を突き刺されたハイオークは、小さく声を上げた後、前のめりに倒れてそのまま動かなくなった。

「～ッ！　やったー！　勝った！　勝ったよ！　莉奈！　杏樹!!」

　凛はハイオークの体から剣を抜き取ると、嬉しそうにその場で飛び跳はねる。

「や、やったね杏樹ちゃん!!」

「ん。お疲つかれ様さま」

　莉奈と杏樹はハイタッチをして喜んでいる。

　うん、本当によく頑がん張ばったな。

　それにしても、ハイオーク相手にここまで圧あつ倒とうするか。

　やっぱりユニークスキルっていうのは俺のも含ふくめてだけどぶっ壊れてるな。

　だけど、これで凛達がＥランクダンジョンを攻こう略りやくできることがわかった。

　だから俺はまたレベル上げの日々に戻もどる。少し寂さびしくもあるけどこれまでも同じような経験をしたんだ。我が慢まんするさ。

　あとは地上に帰って凛達がＥランクダンジョンの攻略を成功させたことのお祝いでもしよう。

「だから……何の用かな？」

　俺は気配を感じた後方へ視線を動かしながらそう問いかける。

　俺のその行動に「え？」という表情を浮かべた凛達が、釣つられたように俺と同じ方向に視線を向け、はっとその体を強こわ張ばらせる。

「彼かの女じよ達たちはボスを討伐したばかりで疲れてるんだ用件があるなら手短に頼たのむよ。お三方？」

　そのまま俺は開いた扉とびらの方を振り向き、感じた気配の持ち主――凛達がハイオークを倒したことで開いた扉から入ってきた三人に問いかける。

　その三人は男性で、二人は一週間前にもこのダンジョンで見た全身黒ずくめの怪しい二人組。

　この二人はまだマナー違い反はんなだけだ。

　ボス討伐してたパーティーがいるなか、出てくるのを待たずに入ってくるのは、気づかずにやってしまうこともあるし仕方ない。

　だけど、最後の一人。そこが問題だった。

　最後の一人は、魔ま犬けんのダンジョンの監視者オブザーバーで現在も謹きん慎しん中のはずの男。

　多賀谷だった。

「お三方、特に多賀谷さん。なんであなたがここにいるんですかね？」

　まあ、怪しい二人はまだわかる。

　たまたまこのボス部屋のある階層に下りてきた時に、凛達がハイオークを倒したことで扉が開いていて誰だれもいないと勘違いした可能性もあるからな。

　だけど多賀谷がここにいるのはおかしい。

　多賀谷は今、あの魔犬のダンジョンの事件の時の責任を取るために今は謹慎中のはず。

「あ、天宮さん。あの人達たちって？」

　いつの間にか近づいてきていた凛から質問される。

「ちょっと説明が難しいな……でも一人はここにいるわけがない奴やつだよ。絶対に」

　説明しながらも、警けい戒かいは怠おこたらないようにしながら睨み付ける。

「クックックッ。まあ、そういうことだな。悪いな嬢じようちゃん達も巻き込んじまってよぉ……」

　あの謝罪の時と言こと葉ば遣づかいや態度がまったく違う。

　完全にチンピラ口調だし、目は虚うつろで口元には薄ら笑わらいを浮かべている。

　これはまずいな……

　明らかに正気じゃない。

「巻き込んで悪いってことは目的は俺か。一体どういうつもりなんだ？　あんた」

「どうするつもりもないさ。ただお前に復ふく讐しゆうに来ただけさぁ……」

「復讐だと……？」

　こいつもしかして、あの時のことを根に持ってずっと復讐の機会を狙っていたのか？

　……となると残りの二人も協力者と考えるべきだな。

「そうだ。あの時のことを俺は忘れてねぇぞ……てめぇのせいで俺は謹慎処分を受けて、おまけにこれから支部で監視されながらの生活を送らなけりゃいけなくなった。それも全部てめえのせいだ……」

「それで復讐のためにそこの二人に協力してもらってるってことか」

「ああ、その通りだ。だが、それだけじゃねえ。てめえが俺を突然変異ミユータントモンスターを倒したと嘘うそをついて嵌はめたことも忘れちゃいねえ。その分もまとめてたっぷり苦しめてやるぜ!!」

「なにそれ！　逆さか恨うらみってことでしょ!!」

　多賀谷の話を聞いた凛が怒いかりをあらわにして多賀谷を睨み付けた。

　杏樹も、莉奈も言葉には出していないけど、その目に怒りを宿して、多賀谷を睨み付けてる。

「はん！　それがどうした！　俺のこれからの生活はどうやっても取り戻せねえんだよ!!　だったらせめてそいつを殺して憂うさを晴らすしかないだろ!?」

　……やっぱりマトモじゃないな。

　目の焦しよう点てんも合ってないし、とてもじゃないけど普通とは思えない。

「悪いけど、俺も殺されるつもりはないからな。抵てい抗こうさせてもらうぞ」

　見たところ多賀谷はそこまでレベルは高くないし、残りの二人も……Ｄランクダンジョンぐらいか？　それぐらいのモンスターを倒せるぐらいのレベルだ。

　少なくともＤランクダンジョンのボスをソロで正面から倒せる俺の敵ではない。

「そうかよ殺れ！　お前ら！　今いま更さら抵てい抗こうしたところで無む駄だだってことを教えてやれ！　ただし女は殺すなよ!!」

「……了解」

「……」

　多賀谷は後ろの二人の仲間に命令する。

　すぐに攻撃してくるかと思ってすぐに疾しつ走そうの短剣を構える。

　だけど、俺の予想に反して、二人が襲おそいかかってくることはなかった。

　二人はただ銃を構えて、銃じゆう口こうを俺に向けてくる。

　さて、どうしようかな。

　倒すだけなら簡単だ。

　だけど、下手なことすると普通に俺の攻撃で死にかねないんだよ。

　出来れば凛達もいるし殺したくはないんだよな。

【魔法矢マナ・ボルト】だとパーンッて破は裂れつしそうだし。

　俺がどうやってあの二人を倒そうかと考えていると、俺の隣となりにいた凛りんが一歩前に出て俺の前に立った。

　まるで俺を守るかのように。

「凛!?　なにをしてるんだ!!」

　俺は思わず声を荒あらげてしまう。

「なにって……天宮さん一人じゃ二人はきついって思ったんだけど……」

「いや、心配は嬉しいけど、問題ないよ。凛達は、俺にあいつらの相手をさせてその間に逃にげてくれればいい。だからここは俺に任せて……」

「そんなの駄だ目めだよ！　それに私達だってもう巻き込まれてるんだからね！　いくよ！　【神速】!!」

「あ、バカ!!」

　俺が止めるまもなく、凛はユニークスキルの【神速】を使って一いつ瞬しゆんでソードオフ・ショットガンを持った男の目の前に移動すると、鞘さやに入ったままの剣を振り下ろす。

「やぁっ!!」

　しかし、男は振り下ろされた剣を片手で掴つかみ止める。

「ふん!!」

　そして、流れるような動きで凛の腹に向かって蹴けりを放つ。

「うぐぅ……くはぁ……」

　男の攻撃は見事に凛に命中した。

　幸いにも防具のお陰かげで致ち命めい傷しようにはなっていないようだが、それでもかなり効いているようで凛はそのまま俺達のところまで吹っ飛ばされる。

「り、凛！　大だい丈じよう夫ぶか!!」

「凛ちゃん!!」

　莉奈が光を放ち、回復魔法を発動させる。

　すると、凛のＨＰは見る間に回復していってすぐにお腹なかを押おさえながら膝ひざ立ちになった。

「凛の敵……っ!!」

「……」

　杏樹が短剣を構えた瞬間、凛を蹴り飛ばした方じゃない男の持ったスナイパーライフルから放たれた弾だん丸がんが、杏樹の構えた短剣を吹き飛ばす。

「……次は当てるぞ……」

「ハッ！　こいつらは普ふ段だんＤランクダンジョンに潜ってる探索者だ！　お前らみたいなＥランクダンジョンに潜り浸ひたっている奴らに負けるわけねぇだろ!!」

　確かに、多賀谷の言う通りあの二人はＤランクダンジョンに潜っているような強さを示している。

　装備の質はそこそこいいし、纏まとった雰ふん囲い気きからもそれなりに場数を踏ふんだ戦い慣れしている感じがある。

　だけど、それでも今の俺の敵じゃない。

「……」

　杏樹の短剣を撃うったスナイパーライフルを持った男が、今度は俺に銃口を合わせる。

「やれ!!」

「……」

　俺は無言でスナイパーライフルの銃口を見つめ続ける。

　しばらく見続けると、銃口から火が噴ふいた。

　だけど、その銃じゆう弾だんは俺に当たることはない。

「ハッ!!」

　なぜなら、疾走の短剣で銃弾を斬り裂さいて防いだからだ。

「なにぃ!!」

　俺の行動に、多賀谷は驚きよう愕がくの声をあげる。

　まあ当然のことで、魔ま道どう具ぐに強化されていないただの銃じゆうなら、これぐらい今の俺のレベルなら楽勝だ。

　しかも今の俺は、６００超ごえのレベル+俊しゆん敏びん、精神力特化のＢＰ振りというステータスなので、ちょっとやそっとの銃じゆう撃げきでは俺を捉とらえることはできない。

　それに、魔犬の腕うで輪わで俊敏も補正がかかってるんだから今いま更さらただの銃弾なんて遅おそい遅い。

「な、なんだと!!」

「い、今のなに？」

　多賀谷達が動どう揺ようしてる隙を突いて、俺の方も多賀谷達に反撃するために、【アイテムボックス】から龍樹の弓を取り出し、【魔法矢マナ・ボルト】で透とう明めいな矢を二本作り出して、弓につがえる。

「【複数捕捉マルチロツクオン】……シッ!!」

　そして、【複数捕捉マルチロツクオン】でスナイパーライフルとショットガンに狙いをつけて、当てるという意思を込めて弓を上に向けて矢を射うち出す。

　すると、上方向に射ち出された二本の矢は、上に飛んでいっている途と中ちゆうでグネッと曲がり、それぞれがスナイパーライフルとショットガンに突き刺さる。

　そして、そのまま貫つらぬき、スナイパーライフルとショットガンの両方を粉ふん砕さいした。

「……!!」
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「……なに!!」

「な、な、な、なにをしたぁ!!?」

　俺が放った予想外であろう攻撃に、三人は混乱したような声をあげた。

　俺は、そんな三人の声を無視して、今度は龍樹の弓を【アイテムボックス】にしまって、疾走の短剣を取り出す。

「これで終わりだよ」

「チッ!!」

「……!!」

　俺は、残り二人のナイフを構えた男と拳こぶしを構えた男に狙いを定めて短剣を横にしてうちわのように振るう。

　すると、振られた短剣の軌き跡せきから凄すさまじい風圧が発生し、二人の体を吹き飛ばす。

　なんと、こんなことができるようになっちゃいました。

　ステータス様々だ。

「ぐわっ!!」

「がふぅ……!!」

　二人は吹き飛ばされると、壁かべに叩たたきつけられて動かなくなる。

　まあ、ＨＰは残ってるだろうし死ぬことはないだろ。

　てか死ぬなよ？　俺だけならまだしも、凛達も巻き込こんだんだから絶対に許すつもりはないからな。

　そして、多賀谷も巻き込めないかな？　と狙ってみたけど、残念ながら野生の勘かんなのか知らないけど、風圧があまり届いてないところまで下がっていたようで当たらなかった。

「な、なにこれー!?」

「す、すごい」

「……」

　凛達を巻き込んでないか確かく認にんすると、凛は、目の前で起きた出来事に驚おどろいているようで、声を上げている。

　そして、莉奈は、驚きつつもどこか感心するような目をしていた。

　杏樹だけは、俺がやったことに納なつ得とくしているのか、無言でうんうんとうなずいている。

　だけどこれで多賀谷の復讐のための戦力は無力化出来ただろ。

「さてと、お前が頼たよりにしてたらしい探たん索さく者は倒たおした。おとなしく降参してもらおうか？」

　短剣を多賀谷に突きつけながら、降こう伏ふく勧かん告こくをする。

「糞くそが糞が糞が！　なんでこうも上う手まくいかねえ!!」

　多賀谷は、俺の言葉を聞いて悔くやしそうに地じ団だん駄だを踏む。

「お前のせいだ！　全部、お前が来てからおかしくなったんだ!!」

　多賀谷は、急に喚わめき散らし始めた。

　どうやら、俺のことが相当気に食わないみたいだけど……

「悪いけど、お前の言い分を聞く気はない。大人しく捕つかまれ」

「ふざけんな！　誰がテメェなんかに捕まるかよ!!」

　多賀谷は俺の降伏勧告を拒きよ否ひしてきた。

　……仕方がない。

「じゃあ悪いけど少し力ずくでいかせて……うん？」

　力ずくで捕まえて地上に連れていこうかと思ったんだけど、どうにも様子がおかしい。

「……れだ……から？　…………い」

　さっきまで騒さわいでいた多賀谷の声が小さくなり、段々と呂ろ律れつが回らなくなってきている。

　そして、最終的にはブツブツと何か呟つぶやくだけになってしまっている。

「えっと……あの人大丈夫？」

　その様子に、凛が心配そうな顔をしながら俺おれに多賀谷が大丈夫か聞いてくる。

　そして、そんな凛の声に反応するように、多賀谷はグリンッと音が聞こえそうな勢いで首を動かし、血走った目をどこか虚こ空くうに向けている。

「ああ！　よこせ！　どうせ俺はここで終わりなんだ！　なら全部くれてやるから寄よ越こせよぉおおお!!!」

　そして、突然叫び始めた。

　なにこれ怖こわい……

　そんな風に思ってると、多賀谷の体が突とつ然ぜん光ひかり輝き始める。

「なっ!!」

「まぶし!!」

「きゃあっ!!」

「む？」

　俺達は眩まぶしさに目がくらみ、思わず顔を背そむける。

　そして、光が収まったと思い目を開けると、そこには、よくわからない赤いオーラのようなものを纏っている多賀谷の姿があった。

「おいおい……マジかよ」

　俺は、その姿に唖あ然ぜんとしてしまう。

　さっきまで追い詰つめられていた時にはあんなものを使おうともしていなかったのに、突とつ然ぜん叫さけびだしたらあれだよ。

　ほんと、わけわからん。

「な、なにあれ……」

「あ、天宮さん、なんですか。あれ」

「これはいったい……」

　三人もいきなり変化した多賀谷を見て、困こん惑わくした表情を浮かべている。

　そりゃそうだよね。

　俺だって意味がわかんないし。

「あぁ……アァアアッ!!　いいぜぇ！　これさえあれば！　俺はもっと強くなれる！　誰にも負けない力が手に入る!!」

　多賀谷は、全身に赤いオーラを身に纏いながら、ニヤリと口角を上げる。

　すると、多賀谷はステータスを開いてなにかを確認すると、ニヤッという笑えみを浮かべた。

　……なんかまずい気がする。

「お前らクソどもに見せてやるよ！　俺の、力ぁぁぁ！　【憤ふん怒ぬ】!!!」

　多賀谷が、スキルだろうか？　なにかの名前を叫んだら突然ボス部屋が、いや、ダンジョンが揺ゆれだした。

「な、なにこれ!!」

「じ、地じ震しん!!」

「危ない……!!」

「ダ、ダンジョンが揺れてる……!!」

　凛は慌あわてているし、莉り奈なは狼ろう狽ばいしてる。

　杏あん樹じゆは、なにかを察していたのか冷静にみんなを守ってくれている。

　それに、ダンジョン自体が揺れるのは本当に嫌いやな予感が……

　というか思い当たるのは一つしかない……！

「魔物暴走スタンピート!!」

　魔物暴走は確かこんな風にダンジョン自体が揺れて、次々とモンスターが出現し続ける現象だったはず。

　なんでそんなことが今!?

「ギャハハッ！　どうだ俺の怒りの力はよぉ!!!

　この魔物暴走も俺が起こしてやったんだよ！　このダンジョンはもう…………俺のものだぁ!!!」

　多賀谷の笑い声が響ひびく。

　やっぱりこいつが魔物暴走の引き金になっていたのか……！

　だけどここはまずは――

「三人とも！　逃げるぞ!!」

　今回の魔物暴走は多賀谷の言うことを信じるんだったら、あいつが引き起こした異常事態イレギユラーだ。

　普通の魔物暴走と違うし、下手なことをすれば被ひ害がいがもっと拡大してしまうかもしれない。

　そうなれば、俺は片かたっ端ぱしからモンスターを片付ければ助かるかもしれないけど、凛りん達たちはそうじゃない。

　凛達のレベルは、無限と言って良いほどに襲いかかってくるＥランクモンスターを捌さばききれるようなレベルではないんだ。

　しかも変な力を手に入れた多賀谷の相手をしながら？　絶対に無理だ。

　だから、逃げの一手を打つのが今は最善。

　幸いにも多賀谷は力に酔よっているのか、高笑いをあげているだけだし。

　……多賀谷がバカでよかったぁ……

　襲いかかられてたら逃げられなかったし。

「天宮さん!?　戦わなくて良いんですか!!」

「今は無理だ！　それよりも早く地上に出ることを優先する！　凛達を守りながら戦う余よ裕ゆうはないからな!!」

「うぅ……確かに……わかりました。行こう！　莉奈、杏樹」

　俺の言葉を聞いた凛は、少しだけ悔しそうな顔をしながらも、すぐに切り替かえて莉奈と杏樹の二人に声をかける。

　そして、俺達は多賀谷に警戒をしながらボス部屋から出て、ダンジョンの外に向かって全力疾走するのだった。

　……気絶してる多賀谷の仲間二人を引きずりながら。
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「なにこれなにこれー!!!」

「キャー!!」

「多すぎ」

「今はとにかく逃げろー!!!」

　俺が後ろをチラッと振り返ると、後ろからオークの大群が追いかけてくるのが見える。

　探索者の資格を取るための講習を受けた時に、ダンジョンが揺れた時点で一回地上に出るように教えられてるし、俺達がボス部屋のある最下層にいたから他の人を巻き込むことはないけど、それでも数が尋じん常じようじゃないぐらい多い。

　……いや、マジで多い。

　具体的に言えばオークで通路がミチミチになるぐらいに。

「くそ！　多賀谷のやつどんだけ大規模な魔物暴走を引き起こしやがった!!」

　Ｅランクの群れなんて、今の俺なら大したことない強さなのに、それがあんな数になると流石さすがにまずい。

　実力で勝ってても質量で押し潰つぶされる可能性もあるからな。

　それに、このまま地上に逃げるわけにもいかないし、なんとかして数を減らさないと……！

　だけど、それをするにしてもこの引きずってる二人が邪じや魔ますぎる！

　この二人は事件の重要参考人だし、見捨てられないんだよなぁ！

　せめて少しでもオークが止まってくれたら良いんだけど……！

「火壁フアイアウオール！」

　そんなことを考えながら凛達と出入口に向かって全力で走っていると、俺達とオークの間に火の壁が立ち上った。

「な、なに!?」

　突とつ然ぜんの事態に俺も凛達も呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　立ち上った火の壁はオークの進しん撃げきを止めるとまでは行かないけど、オーク達は焼け、進行を遅くする。

　けど、俺はこの声に聞き覚えがあった。

　この声は……！

　声が聞こえてきた方へと視線を移し、声を発した人物を見る。

　そこには……。

「楓かえでさん！　みなさん！　無事ですか!?」

　杖つえをこちらに向けて魔ま法ほうを行使する、ＰｏｕＴｕｂｅｒ姿の結愛とガーゴイルのガーくんがいた。

「ゆ、結愛!?　それにガーくんも！　なんでここにいるんだ!?」

　俺は凛達三人と結愛へと走りながらそう問いかける。

「あの人って……」

「う、うん。配信者のリーシェさんだよね……？」

「あまみー知り合い？」

　俺は結愛に近づきながら思わずそう聞いてしまう。

　……あっ。今の結愛はリーシェの服装だし、ガーくんもいるし本名は不ま味ずかったか？

「すまんリーシェ！　本名言っちゃった！」

「大丈夫です。配信はちゃんと止めてますので。それよりも詳くわしい話はあとです！　今は逃げましょう！　火壁もそこまで持ちません！」

　結愛の言う通り、火壁はオーク達の進行によってジリジリと弱まっていて、通ってくるオークも多くなっている。

　だけど、あれだけ足止めできてるなら……。

「結愛！　オークをもう少し足止めできるか!?」

　オークの数を減らせる！

「できます！」

「なら頼む！　凛達はこいつらを連れて先に行ってくれ。ふん！」

　俺は立ち止まり振ふり返ると、前方に引きずってた二人をぶん投げて、三人に指示を出す。

　一応あの二人も探索者だし、このぐらいじゃ死なないだろ。多分。

「え!?　ちょっと待って！　あたしも一いつ緒しよに戦うよ!?」

「そ、そうですよ天宮さんとリーシェさん、二人で戦うつもりですか？」

「私も戦う。二人であの数は無理」

　凛、杏樹、莉奈の三人も立ち止まって、それぞれ武器を構えて、戦う準備をする。

　その一緒に戦うっていう気持ちはめちゃくちゃ嬉うれしい。

　だけど――

「いや、言い方が悪かったな」

　俺はそう言ってから【アイテムボックス】から龍樹の弓を取り出して、まだ追ってきているオークの大群に照準を合わせて構える。

「俺が言いたかったのは――」

　ＭＰを１０００消費して、【魔法矢マナ・ボルト】がスキルレベルが20になったことで増えた、新しい効果を発動させる。

「――巻まき込まれるから先に行けってことだ……！」

　弓につがえるのは巨きよ大だいな矢。

　今まで【魔法矢マナ・ボルト】で作り出してきた矢とは比べ物にならない巨大な矢だ。

　バカデカイけど、それでも龍樹の弓がデカイのもあって充じゆう分ぶん弦つるを引ける。

「いきます！　楓さんにいただいたこの魔ま樹きの杖の能力お見せします！」

　俺が立ち止まって準備を整えてた間に、同じように準備をした結愛とガーくんがオーク達に対たい峙じしている。

　そして、結愛が持っている杖に魔ま力りよくが集まり始めて……

「風よ！　炎ほのおよ！　混ざりて力を成せ！　風炎壁ハイフアイアウオール！」

　結愛がそう唱えると、オークの軍団と俺おれ達たちの間にさっきよりも強い炎の壁が立ち上り、オーク達の勢いを止める。

　これは……複合魔法!?

　突然変異ミユータントボスモンスターから落ちる杖の中でも、超ちよう低てい確かく率りつで杖に付ふ与よされてるスキル【複合】がなきゃ出来ないはず……。

　もしかして、さっきの結愛の言葉からしてあの時の白いイビルトレントから出た杖に【複合】のスキルがついていたのか!?

「だけど、助かったぞ結愛……！」

　さっきよりも炎の壁の火力が上がったおかげで、壁を越こえてくるオークが減った。

　それに加えて壁を越えてくるオークもガーくんが倒してくれてる。

　ここまで隙すきなくしてくれれば、あとは俺が終わらせられる。

　限界まで龍樹の弓の弦を引き絞しぼり巨大な矢を射ち放つ。

【魔法矢マナ・ボルト】のスキルレベル20になったことで新しく使えるようになったのは――

「吹ふき飛べ！　【魔光矢デイバインボルト】!!!」

　俺が射ち放った一いち撃げきにより、透明だった巨大な矢は眩まばゆいばかりの光の奔ほん流りゆうとなって放たれた。

　それは一瞬にして視界を埋うめ尽つくすほどの光が弾はじけ、まるでレーザービームのようにダンジョン内を駆かけ抜ぬける。

　俺が放った【魔光矢デイバインボルト】の余波なのか、ダンジョンの床ゆかは所々ひび割れ、天てん井じようからは砂すな埃ぼこりが舞まい落ちる。

　そして、砂埃が晴れた時、そこにあったのはオークの姿ではなく、ただの肉にく片へんとなったものだけだった。

「……ふぅ……」

　使うのは初めてだったけど、案外上手くいったみたいだな。

　ただ、威い力りよくが強すぎたせいか、ダンジョンの壁まで壊こわしてしまっている。

　まぁでも、非常事態だしダンジョンの破は壊かい後はそのうち修復されるから大丈夫だろう。

　そして、さっきの【魔光矢デイバインボルト】。新しい俺の力だけどとんでもないな。

　１０００ＭＰ使うだけはある。

　まあ、威力が高い代わりに光属性が付与されたから、扉とかをすり抜けることは出来なくなった。

　そこは仕方ないと諦あきらめるか。

「天宮さん！　凄すごいです！」

「あ、あんなの見たことないです」

「やっぱりあまみーは強い」

「本当ですよ！　なんですかあれは!?」

　四人とも俺のことを褒ほめてくれる。

　今のは俺の出せる最大の攻こう撃げきだ。

　あれ以上のものは俺には出せない。

　だけど、追ってきていたオークはしっかり殲せん滅めつできたな。

「ああ。あれは俺の最大火力。まあ、切り札だよ。

　とりあえずこれでしばらくは安心だと思うから、地上に出ようか」

　こうして、一回オークを殲滅したからか、比ひ較かく的てき安全に地上に戻ることができたのだった。地上に戻ると、そこには俺達と同じようにダンジョンから出てきたであろう探索者達がいた。

　全員、それぞれが武器を構えていて、これからオークの討とう伐ばつを始めるようだ。

　というか、すでにあちこちにオークの死体が転がっていることからして、もうモンスターが地上に出始めてきてるんだろう。

「付近にいたＥランクダンジョンのモンスターと戦えない探索者に協力してもらい、一いつ般ぱん人じんの巌がん窟くつのダンジョン付近からの避ひ難なんは完かん了りようしました」

「援えん軍ぐんは？」

「それが、今日が日曜なのもあって探索者が遠方のダンジョンに探索に行ってしまっていてすぐに来られる人材がいないようでして……協会には要よう請せいしたので、おそらく二時間もすれば応おう援えんが来ると思われます」

　このダンジョンの監視者であろう男と一人の強そうな探索者の話を聞いて、俺は安あん堵どすると同時に、他の探索者に申し訳なくなる。

　……ああ、ボス部屋のことを話さなきゃな。

「凛達はあっちの負傷者が集まってるところにいてくれ。俺はちょっと監視者にボス部屋のことを話してくるから」

「わ、わかりました！　天宮さんお願いします!!」

　四人と別れて、俺はさっき話をしていた監視者と思われる男に、黒ずくめの二人を引きずって近づくのだった。
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「よし。ここならダンジョンの入り口が良く見えるな」

　俺は、監視者と思おぼしき男に声をかけると、そのまま黒ずくめの二人を事情説明と同時に引き渡わたした。

　そして、【隠おん密みつ】を使ってその場を離はなれて、ビルの屋上に登り、そこからダンジョンの様子を窺うかがう。

　入り口付近では次々と出てくるオークを相手に盾たてを持ったタンクや、剣けんや槍やりなどの近接武器を持つ探索者が果か敢かんに立ち向かう様子を見せている。

　ただ、銃を使う者は、俺みたいに必中ではないから誤射を考えているのか、あまり銃を使っていない。

　どちらかというと、暴発に注意しつつ堅かたい銃じゆう把はを巧うまく利用し、まるで鈍どん器きのように振るっている。

　魔法を使っている探索者は上手くローテーションを組んで、入り口に魔法を放ほうり込んでオークを前衛の探索者を巻き込まないように上手く倒している。

「だけどそれでもオークの数が多すぎるな」

　魔物暴走には俺おれ達たち探たん索さく者がｗａｖｅウエーブと呼んでいるものがある。

　これは、ダンジョン内で発生するモンスターが、段階に分かれて次々と現れる現象のこと。

　高いランクのダンジョン、例えばＡランクのダンジョンなら、このｗａｖｅがモンスターが強いからなのか三～五回とかなり少ない。

　だけど、ここはＥランクダンジョン。

　モンスターが弱い分、一回のモンスターの数が多く、ｗａｖｅ数も多い。

　いや、ほんとマジで。

　ＰｏｕＴｕｂｅで動画を見たけど、こんな一気に出てくんの!?　って思うぐらいの数出てきてたしな。

「お？　危ないぞっと!!」

【鷹たかの目め】で上がった視力で見えたオークの棍こん棒ぼうに押し潰されそうになっている探索者を助けるために、【魔法矢マナ・ボルト】で作った矢を射ち出す。

　その矢は、オークの頭に直ちよく撃げきして、一撃で倒すことに成功する。

　助けた探索者はキョロキョロ辺りを見み渡わたしているけどビルの屋上にいる俺を見つけられるわけもなく、そのままオークとの戦いに戻もどっていった。

「これで20ｗａｖｅ目か。これなら援軍が来るまで充じゆう分ぶん持ちそうだな」

　今回、巌窟のダンジョン周辺にいた探索者がレベルの高かった人達たちで本当に良かった。

　これがもし、普ふ通つうの低レベル探索者しかいなかったら、あっという間に全ぜん滅めつしていただろう。

　てか援軍はまだなのか？

「あと少し頑がん張ば……うん？」

　またオークがダンジョンから出てきたから次のｗａｖｅが始まったと思ったんだけど、よく見たら普通のオークじゃなくね？

　オークに赤いオーラみたいなものが……てかあれ、多賀谷のやつと一緒だよな？

「あれは……いや、まさかな。そんなはずはない……よな？」

　俺の頭の中にとある可能性が浮うかぶ。

　いや、でもそれは流石に無理があるだろ……

「でも、どう見ても同じだよな……？」

　あの赤いオーラっぽいのは、多賀谷が纏っていたものと同じに見える。

　そして、【鑑かん定てい】をしたらステータスにも状態異常と同じように憤怒という表記……多賀谷が叫さけんでたスキル名と同じだよなあ……

「しかもなんか強くね？」

　さっきまでオークに対応できてた探索者達が、オークに押されている。

　オークのステータスが上がってるのか？

　そうだとしたらこのままだとマズイな。

　俺もオークの数は削けずっているけど、明らかに削る数よりも出てくるオークの数の方が多そうだ。

　それに、今はなんとか耐たえているが、いつ限界が来るかもわからないし。

「Ｅランクダンジョンだから最大であと５ｗａｖｅのはず……それならいけるか」

　Ｅランクダンジョンの最大ｗａｖｅ数は二十五回。

　すでに20ｗａｖｅ終わっていて、今のｗａｖｅを含ふくめても残りは５ｗａｖｅ。

　これならなんとかなるか？

「シッ!!」

　今度は数を減らす速そく度どを加速させるめに三本同時に【魔法矢マナ・ボルト】を作り、それを別々のオークに向かって放つ。

　さすがにこれは通用するよな？

　そんなことを考えながら射ち出した三本の矢は、赤いオーラを出しているオーク達に直撃して、後ろにいたオーク達もまとめて吹き飛ばす。

　うん。普通に効いたわ。

　これなら――

「なんとかなりそうだ……な!!」

　とにかく射つ、射つ、射つ。

【魔法矢マナ・ボルト】で三本ずつ矢を作って射ち出してオークを狙ねらい射っていく。

　そして、その度に後ろにいたオーク達が巻き込まれて倒れていく。

　今回ばっかりはとにかく射ち続ける。

　ＭＰの消費も減ったし、ＭＰの総量も増えて、ＭＰの回復速度も上じよう昇しようしてるからＭＰの心配はしなくてもいいのでとりあえず射ち続けていく。

　さて、あとはどうなるかな……このまま終われば良いんだけど。

「あいつで最後か？」

　今、巌窟のダンジョンの入り口付近にいた探索者が25ｗａｖｅ目、最後のオークを倒した。

　これでもう今回の魔物暴走でダンジョンからモンスターが出てくることはない。

　だから、あとは今いま頃ごろ復活して魔物暴走の要になっているはずのハイオークを倒して、多賀谷を確保すれば良いだけ。

　まあ、多賀谷は生きてるかはわからないけどな。

　魔物暴走を起こしたのは多賀谷だけどそれでオークに襲おそわれないとも限らないし。

　さてと、今頃ダンジョン周辺の探索者も集合して、ボスのハイオークを倒しに行くためのパーティーを編成し始めてるはず。

　俺もそっちに参加しよう。

「ん？　……ん～～～？」

　ビルの屋上から飛び降りようとしたところで、見えてはいけないものが見えてしまった気がする。

　いや、お化けとかではないんだけど。

「……いやなんでまだ出てきてんの？」

　まだ巌窟のダンジョンからは赤いオーラを出しているオークが出て来ていた。

　なんで……？

　さっきので25ｗａｖｅ終わったはずだから、オークがダンジョンから出てくるわけないはずだ。

　まさかこの魔物暴走自体が、異常事態イレギユラーだからか？

　だとするとさっきの俺の嫌な考えが当たってることになるんだけど……

　俺の嫌な考え……それは多賀谷の使っていた【憤怒】のスキル。あのスキルがダンジョン自体に影えい響きようを与あたえるスキルだということ。

　正直、魔物暴走とあのオークが出していた赤いオーラからそうじゃないかな？　って考えてはいたけどさぁ……

　そうだとしたら、マジでヤバいことになるぞ。

　今までの魔物暴走の絶対的なルールだった、モンスターが出てくるｗａｖｅ数の上限。

　それが無くなる、または回数が増えてるということは、魔物暴走のオークが無限に出てくるということになる。

　そうなったら、いくらダンジョンの近くにいる探索者のレベルが高かったとしても、いつかはモンスターに押おし潰されてしまうだろう。

　つまり、早くしないと巌窟のダンジョンにいる探索者が全滅してしまう。

　もちろん、これはあくまで可能性の話だ。

　だけど、多賀谷が魔物暴走の原因であるのは間ま違ちがいないだろ。

　ダンジョン周辺で集まっていた探索者達も、異変に気づいてオークとの戦いに戻っている。

　俺も参加しないとこれはまずい。

　俺が数を減らさないと、その分探索者が危なくなるから俺はもちろん、他の探索者も多賀谷のところに行く余裕なんてない。

　……援軍さ―――ん!!!　ハリーアーップ!!!
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「これで30ｗａｖｅ……ちょっと厳しくなってきたな」

　オークは確かに倒せる。でも、数が多いし、何より強くなっている。

　一応探索者達もオークを相手にしてレベルが上がってステータスも上昇しているはずなのに、押し返せない。

「援軍は……うん？」

【鷹の目】で視力の上がっている俺の視界に捉とらえられたのは、戦場に近づいてきている複数の車。

　あれは……援軍か！

　やっと……てか遅おそい！

「やっと来た……」

　車は全部で三台。

　その車が停とまったのは、オークの群れのすぐそば。

　もちろん近くに停まったんだからオークの標的にされないわけもなく、オークが車に近づこうとしたけど――

　――その場で倒れた。

　それと同時に、車の扉とびらが開いて中から出てきたのは、様々な武器を持った探索者達。

　既すでに一人、オークを仕留めていて、他の探索者もそれぞれ一体ずつ倒し始めている。

　オークを倒している強さからして全員Ｃランクモンスターを倒せるぐらいはあると思う。

　だけど、強さとしてはＤランクダンジョンの強化されたボスモンスターにはギリギリ勝てない。

　そんな感じかな？

　だけどこれなら……

「俺も近づいても大だい丈じよう夫ぶそうだな」

　俺の【捕捉ロツクオン】を最大限活いかすために、見晴らしの良いビルの屋上からオークを倒してたけど、その必要もなくなった。

　最後に三本、矢を射うち出してからビルの屋上から下りて、ダンジョン周辺の探索者に合流するために駆け出していく。

「凛りん！　莉奈！　杏樹！　結愛!!」

　巌窟のダンジョンに近づくと、そこにはそれぞれが仕事をしている四人がいた。

　凛と杏樹、結愛はオークを相手にして戦い、莉奈は光を怪け我がした探索者に飛ばして回復させている。

　俺はとりあえず【魔法矢マナ・ボルト】を走りながら射ち出して凛達と戦ってるオークを倒しながら、凛達の方へ走る。

「あ！　天宮さん！　ありがとー!!」

「あまみーお疲つかれ」

「あ、ありがとうございます」

「ありがとうございますー!!」

　俺が合流すると、すぐに四人とも俺にお礼を言う。

　それにしても、みんな随ずい分ぶんと戦い慣れてきたな。

　凛も今回ばかりはユニークスキルを隠かくしてる場合じゃないと判断したのか、【神速】を使っていて薄うすく体が発光している。

　多分だけど、杏樹も【解かい析せき】を使ってくれてるみたいだし、莉奈に至っては回復させながらちょくちょくメイスでぶん殴なぐってるし、結愛は風と火の魔法を使ってオークの丸焼きを作っているのを見かけた。

　もうオーク相手だとこれくらいの戦せん闘とうは当たり前になってるよな。

　あの赤いオーラでステータスが強化されてるのに凄いよほんと。

　いや、マジで同じ頃ころの俺のことを考えたら……

　うん。止めよう。悲しくなってきた。

「よし、じゃあ援軍も来たしあと少し耐えれば良いんだ！　頑がん張ばろう!!」

　そう言って再びオークに向かって弓を構える。

　そして、援軍で来ていた探たん索さく者は一人を残して全員がダンジョンの中に入って行った。

　残った探索者は、ムキムキのロングヘアーの男性。

　防具をしているけど、それも上半身だけで、それもギッチギチで今にも弾はじけ飛びそうな感じだ。

　武器は持ってないから魔法か徒と手しゆ空くう拳けんで戦うんだろうけど……うん。あの体からしてまず間違いなく徒手空拳だな。

　だけど、一人ってことは本当に最低限の戦力を残してボスの討伐と多賀谷の確保に行くつもりなのかな？

　まあ、一人残してくれるなら大分楽になるし別に良いんだけど……なんだろうな？

　なんか嫌な予感がする。

　なんか危険という感じの嫌な予感じゃなくて、上う手まく言えないんだけど……う～ん。なんだろうこの感じ。

「どうしたんですか？」

「いや、なんでもない。ただ嫌な感じがするだけ」

「嫌な感じですか？　……そ、それって、どういう……？」

　そんな会話を近くにいた莉奈としていると、突然男性が叫んだ。

「さあ！　君たち今すぐ僕ぼくから離れたまえ！　巻き込こまれても責任は取れないぞ!!」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、男性がポーズを――所謂いわゆるサイドチェストを決めると、Ｔシャツと防具が弾け飛んだ。

「……はい？」

「き、きゃー!!!」

　突然の出来事に頭が追いつかず、呆然としてしまう俺おれと、顔を真っ赤にして叫ぶ莉奈。

　そして、男性はそれを気にすることなく、よく見るような形の瓶びんに入った香こう水すいらしきものをズボンのポケットから取り出した。

「これが僕の力だ！　さぁ行くぞオークども！　【臭気砲パルフアムキヤノン】――――――ッ!!!」

　次の瞬間、男性がその瓶の栓を取り、頭から香水を被かぶる。

　すると、体から強きよう烈れつな匂においが噴き出し、辺り一面がフローラルな香りに包まれた。

　いや、包まれるというレベルではない。

　咄とつ嗟さに鼻を摘つまんだけど、それでも鼻の中に残る鼻が曲がりそうになるほど酷ひどく濃こい匂い。

　しかもそれを嗅かいだオーク達は、急に動きを止めて悶もだえ苦しんでそのまま次々と動かなくなっている。

「なにあれ……」

「俺もわからない……」

　俺も近づいてきていた凛に質問されたけど、流石に何が起きたのかわからないから答えられない。

　ただ一つわかるのは、あの男性はオーク達に大ダメージを与えただけじゃなくて、しっかり仕留めているということ。

「ふっ……今の僕は無敵だ。この僕のユニークスキル、【臭気砲パルフアムキヤノン】は僕自身の香りを最大限まで高めることによって、相手の嗅きゆう覚かくを破壊する。

　ここは町だから香水にしたが……ふっ。ダンジョンならばもっと威力が高い香りが強烈なものを使うところだったよ」

　…………うん。これは関わらないようにしよう。

　明らかにヤバそうだし、今の言葉を聞く感じダンジョンの中だともっと匂いがとんでもないことになるんだろ？

「す、凄いですね……あんな技見たことありません……」

「ああ。確かにすごい。だけど、俺はもう絶対に近づかないと思う」

「それは……そうですね」

「でも今回みたいにたくさんのモンスターを倒たおすのには良さそうですよね……」

　というか匂いだけでモンスターを倒すって……

　ユニークスキルって言ってたし、はじめの頃は俺と同じようなバカにされるようなスキルだっただろうにあそこまで強力になるものなのか。

　まあ、今回はモンスターが嗅覚に優すぐれていたオークだったのも匂いだけで倒せた要因の一つなんだろうな。

　さすがに嗅覚に優れてない、というかトレントとかの嗅覚が無いようなモンスターには通用しないでしょ。

　……通用しないよな？

　まあ、オークが匂いで死んだのは多分だけど、モンスターは人より五感が優れていることが多いから、あの匂いでショック死とかしてるのかな？

　バカみたいな理由だけどそれぐらいしか思いつかないんだけど、今のところそれが一番有力な説だと思う。

　だって、それ以外で倒すってどうやって？　無理でしょ？

「おや？　また出てきたのかい？　【臭気砲パルフアムキヤノン】!!」

　そして、何度も香水を頭から被りながら、ダンジョンから出てくるオークを倒し続ける男性。

　もうあの人に任せて俺も多賀谷確保に行っちゃダメか？　と思ってしまったのは間違ってないと思う。

　だけどもう援軍に来たパーティーが行ってるし、俺が今さら行ってもお前何しに来たの？　って言われて終わりだ。

　そんなわけでひたすら匂いに殺られるオークを、ずっと鼻を摘まんでさっきまで戦ってた探索者達と見続けるのだった。

　本当になんなんだろうね？　この時間……

　あれから一時間。

　さらに探索者の援軍が来たりもしたけど、今ではみんな一緒に鼻を摘まんでオークが匂いに殺られる光景を見る仲だったりする。

「凄いね～あの人～」

　凛りん達たち四人とそんな会話をしながら、今も一人で無む双そうを続ける男性を見つめる。

　あの人はいつまでポーズを取り続けるのだろうか？

　サイドチェストをはじめ――

「はーい!!」

　――サイドトライセップス。

「やー!!」

　――フロントラットスプレッド。

「ふぅ……」

　――バックラットスプレッド。

「……うん」

　――アブドミナル＆サイ。

「ほいさっ!!」

　――ヒンズースクワット。

　と次々とポーズを決めて匂いを撒まき散らしていく。

　正直こんな状じよう況きようだけど、見ていて飽あきないし、端はたから見たら結構面おも白しろい。

　だけど、最初こそ鼻を摘まみながらも「キレてるよー！」といったお決まりの掛け声をあげてる人もいたんだけど、その本人も途と中ちゆうで息を吸ってむせたように咳せきをしたら、途端に意識を飛ばしてしまった。

　そこからは誰だれも鼻から手を外すことなく見ている状態になってしまい、今は匂いが多少ましなところに移動して、やっと鼻を摘ままなくなった所だ。

「ねぇ、天宮さん、あれって大丈夫なの？」

「ん？　なにが？」

「いや……だって、もう私達結構慣れてきたけど、かなりきついと思うんだよ」

　確かに。

　凛の言う通り、はじめて見たらかなり衝しよう撃げき的てきな絵面だし、女じよ性せい陣じんなんかはそろそろ限界に近い人もいるかもしれない。

　そして、今男性は鼻を手で塞ふさぐようにして近づいてきたオークをそのナイスなバルクで締しめ落として強制的に息を嗅がせて殺してる。

　……うん、これはきつくても仕方ない気がする。

　というか女性陣どころか俺もきつい。

　というか、本当にあの男性は一体どれだけ匂いを振ふりまくれば気が済むんだろう？

　途中、【アイテムボックス】から香水を追加で取り出してたし、匂いが途と切ぎれることはなさそうだ。

「あ、また来た」

　そして今現れたオークで43ｗａｖｅ目。

　すでに三百体近くあのひとだけで倒しているのではないだろうか？

　流石さすがにここまでくると疲れてくる頃だと思うけど……

「まだまだ……僕の香りは無くならないよ!!」

　そう言いながら、またポージングを始める男性。

　……うん。やっぱり凄いわこの人。

「凄いですね……」

「本当に凄いと思うよ。ずっと一人で戦ってる？　うん。戦ってるんだから。……だけどおかしいな？」

「どうしたの？」

　俺が引っかかって呟つぶやいたのを聞いて不思議そうな顔して杏樹がこっちを見てくる。

「いや、ボス討伐と多賀谷の確保に行ったはずのパーティーが帰って来ないなって思ってさ」

　そう。あれから一時間。

　この巌窟のダンジョンの階層はボス部屋含めて五階層。

　あのボス部屋に向かったパーティーがダンジョンに入ってから、しばらく出てくるオークの数が減ってたことと、出てくる数が元通りになったことを考えるとボス部屋にも到とう達たつしてるはず。

　なのに、いまだに帰ってくる気配がないし魔物暴走も止まる気配がない。

「確かに……ちょっと遅いよね……」

「う～ん。それならまだいいんだけどさ……」

　駄だ目めだ。考え出したらどんどん不安になって来る。

「よし!!」

　俺は一度気が抜けた状態から、気を入れ直して立ち上がる。

「俺はちょっとボスのところに行ってくるよ」

「え!?　危ないよ!!」

「うん。危険」

「そ、そうですよ!!」

「もう他の探索者さん達も行きましたし……」

「いや、なにかあっても遅いからな。それに、今ならあの人がいるからな」

　そう、今もオーク相手に無双してる最終兵器がいるから今ならここは安全のはずだ。

「じゃあ、行ってくるわ！　もしダメだったらすぐ戻ってくるから安心してくれ!!」

「ちょっ、待ってください!!」

「すまん!!」

　止めようとしてきてくれた凛に謝あやまりながら、走ってダンジョンに入って、ボス部屋に向かう。

　尚なおその時は、あの激げき臭しゆうを吸わないために、鼻を摘まんでいたのは言うまでもない。




　ボス部屋まで鼻を摘まんでオークは疾しつ走そうの短たん剣けんで切り刻みながら走り抜けていくと、すぐに扉が見えてきた。

　匂いは……うん。大丈夫そうだな。

　そして、確かく認にんすると扉は開いている……

　と言うよりベッコベコに壊されている。

「おいおい……マジか？」

　ボスが倒されたのか？

　でも、それにしては扉がベッコベコになってるのはおかしいし、ここに来るまで先にダンジョンの中に入った人達もいなかった。

「どういうことだ……？　まさか全滅したのか？」

　そうだとしたらまずいことになる。

　先に入っていったパーティーは、メンバー全員がＣランクのモンスターを倒せるぐらいの力があった。

　そのパーティーが全滅しているとしたらここのボス、または多賀谷の力が少なくともＣランクオーバー……

「ここはいったん引くべき――うおっ!!」

　そんなことを考えていたら、いきなり腕うでを触しよく手しゆなようなものに掴つかまれてボス部屋の中に引きずり込まれた。

「くっ！　なんだこれ!!」

　俺の腕を掴んだものを見ると、それはグロテスクな肉の塊かたまりのような触手だった。

「ッ!!」

　それを確認した瞬間、すぐに疾走の短剣でそれを切断する。

「ふぅ……なんなんだよ……」

　しかし、一体どこからこんなものが……？

　警けい戒かいしながら周りを見てみると、そこには大量の血溜だまりができていて、その中に倒れている人達がいた。

「嘘うそだろ？」

　これは……死んでいる。

　しかもオークの血とかじゃなくて、人。

　中には形を残していない肉につ塊かいになっている人もいて、残っている装備でその肉塊が人だとわかったぐらいだ。

　かろうじて人の形を残している人もいるけど、見る限り全員が死んでる。

「マジかよ……!!」

　そして、その先にそいつはいた。

　そいつはハイオークのような面おも影かげを残しているが、醜しゆう悪あくに変形していて、ハイオークの牙きばが長くなった頭。四本に増えているぶよぶよの腕。さらに巨きよ体たいになった体を支えるために足も四本になっていて、俺を引きずり込んだ時に使ったと思う触手が何本も体から生えていた。

　そして、その巨体に埋うもれるようにはめ込まれているのは……

「多賀谷なのか……？」

　そう。多賀谷だ。

　ただ、その姿は腕は埋め込まれていて、上半身だけしか見えてはいないが、黒く変色しており、目は赤く染まって光っている。

　まったく見たことのないモンスターだけど、これだけはわかってしまう。

　こいつは人でも普通のモンスターでもないことが。

「グゥ……ギャァァァアアア!!!」

　俺を見つけたそいつは、雄お叫たけびのような奇き声せいをあげて、さっき俺をこのボス部屋に引きずり込んだ触手を鞭むちのようにしならせて攻撃してきた。

「危ねっ!!」

　咄嵯に避よけることが出来たけど、避けきれなかったら確実に大ダメージだっただろう。今の一いち撃げきで、このボス部屋の壁かべの一部が粉々に砕くだけ散ったのを見てもそれはわかる。

「こいつはヤバいな……」

　いくらなんでも強すぎるだろ……

【鑑定】してもレベル、名前、ＨＰにＭＰ、ステータス。何一つわからない。

「そして……」

　扉に向かって逃にげようとしたら、さっきの触手を複数伸のばしてきて、殴るようにして攻こう撃げきをしてくる。そして、それを避けると扉に直撃して扉をさらにへこませた。

　あ～なるほどね。扉がベッコベコなのはそれが原因か。

「これは本格的にやばいな……」

　このままだとどうしようもない。

　俺に出来ることは、走って逃げるか戦うかのどちらか。

　まあ、走って逃げたら触手が邪じや魔ましてくるから戦うしかないんだけどさ。

「……仕方ない。細かいことは戦いながら探さぐるか……な!!」

　まずはスピード。

　さっきの触手はかなりの速度だったが、俺もそれを前提に動いていく。

　まずは、触手を避けながらボス部屋の真ん中にいるそいつに接近してみる。すると、そいつも近づいてくるのが嫌いやなのか、触手を振ふり回す速度が上がってきた。

「クッ……!!」

　なんとか避けたり短剣で弾はじいたりして近づく。

　すると、今度は口から液体のようなものを吐はき出し、それが俺の体を掠かすめる。

「ッ！　溶よう解かい液えきか!!」

　掠めたところが、火傷やけどをしたようにヒリヒリするし、床ゆかが煙けむりを上げて溶とけてる。

　あんなもん喰くらったらひとたまりもないだろう。

「なら!!」

　俺は、走りながら疾走の短剣を投とう擲てきして、ボスの頭に突つき刺さす。

　そして、止まった隙すきをついてそのままボスの横を走り抜ぬけながら、疾走の短剣を回収する。

「これで終わりだろ」

　疾走の短剣は、ボスの頭に突き刺さった。だいたいのモンスターはこれで終わるはずだ。

　だが、普通ならここで終わるはずなのに、突き刺した傷が瞬またたく間まに塞がっていき、逆に俺の腕に触手が巻き付いてきて捕まってしまった。

「なっ!!」

　そして、ボスはそのまま俺を壁に叩たたきつけるようにして投げ飛ばした。

　それを空中で回転して受け身を取り、すぐに体勢を立て直す。

「本当になんなんだあの化け物……」

　だけど、スピードを確認するだけだったのに、異常な再生力に、溶解液、俺を投げたパワー。その三つも確認できた。

　とりあえずわかったのは近接戦闘は絶対に駄目ってことだな。

　遠えん距きよ離りで戦うとあの触手が厄やつ介かいなのと、あの巨体なら俺のスピードにはついてこられないと思って近づいたんだけどちょっとこれは見通しが甘あまかったな。

　近接ダメ絶対。

　だけどそうとわかったら……

「遠距離から攻せめるだけだ!!」

　疾走の短剣を鞘さやにしまい、【アイテムボックス】から龍樹の弓を取り出して【魔法矢マナ・ボルト】で作った矢を射ち出す。

　射ち出した矢は、真まっ直すぐに飛んでいって着ちやく弾だんしてそのたっぷりとついた肉を抉えぐり取る。

　だけど、それでもまだ動き続けるそいつは、さすがに鬱うつ陶とうしいのか腕を振り回したり、触手を伸ばしてきたりと、めちゃくちゃな攻撃を仕し掛かけてくる。

「そんな攻撃当たるわけないけどな」

　俺は余よ裕ゆうを持ってそれを避けて、また矢を放つ。

　そして、同じように肉を抉り取るけど、最初に抉った部分がもう再生してる。

「これは骨が折れそうだな……」

　とりあえずこのまま戦えば負けることはなさそうだけど、勝てもしなそうだ。

　まあ……

「これを使わなかったらの話だけどな。貫つらぬけ！　【魔光矢デイバインボルト】!!!」

　次の瞬間、【魔法矢マナ・ボルト】とは比べ物にならない大きさの矢が放たれ、ボスの巨体を貫き、ボスを貫かん通つうして衝しよう撃げき波はでその巨体をバラバラに吹ふき飛ばす。

　……多賀谷の確保はできなかったけど……そこは許してほしいな。

　だけどまだ戦いは終わらせてくれないらしい。

「……へ？」

　さっき吹き飛ばしたはずのボスの体が徐じよ々じよに集まっていき、一つの塊となって再生していく。

「嘘……だろ……？」

　しかもそれだけじゃなく、今度は触手の数が増えていて、肉の量もどこか増えてるような気がする。

「マジかよ……」

【魔光矢デイバインボルト】でも倒しきれない？

　そして、俺が思考を巡めぐらせているのを察したかのように触手を複数同時に鞭のようにしならせて攻撃してきた。

　その攻撃はさっきよりもスピードが速く、避けるのもギリギリになってしまう。

「クソッ!!」

　必死に避けながら考える。

「こいつはどうすれば倒せるんだよ……!!」

　だが、この状況を打破するような考えはすぐには思いつくことはできず、ただひたすらに攻撃を避けながら打開策を考えることしかできなかった。

　さて、考えろ。

　どうしたらあいつを殺れる。

　さっきの攻撃は当たらなかったからいいが、次からは当てるために触手の攻撃を掻かい潜くぐらないといけない。

　だからといって、あの触手の数を掻い潜りながら攻撃を当てるのは至難の技だ。

　今は遠距離から龍樹の弓での戦闘だから避けられてるけど、近きん距きよ離りになったら間違いなく捕まる。

　だけど、遠距離でも俺の最高威い力りよくの【魔光矢デイバインボルト】でも仕留めきれなかったんだ。

　一体どんな殺し方をすれば死ぬというのだろうか。

　考えろ。考えろ考えろ考えろ考えろ考え……




　フッ。ヤバい、こんな状況だっていうのに……ああ……そうだ。今、俺は未知を探索している。

　今まで、俺は弱かった。そして、強くなった今でも、未知の相手と戦うことはなかった。

　それに、戦闘スタイルの確立した今も、ダンジョンのモンスターやボスの攻こう略りやく法ほうを調べてから入る。そんな探索者生活だった。

　だが、今回は違ちがう。

　このボスは強い。強敵だ。未知の塊だ。

　それこそ自分で死ぬ気で攻略法を考えなければそのうち殺されるほどに。

　そんな相手に俺は挑いどんでいる。

　ああ。初心にかえろう。

　はじめの頃のように自分がどうやって安全に、効率的に倒せるか考えて考え抜く。それと同じだ。

　トライアンドエラー？　上等。

「さあ、やろうか。ボス」

　俺はできるだけこちらからは攻撃しないようにして、攻撃を避けながらボスの動きを観察する。

　どうもあいつは再生するとパワーアップするみたいだし、まずはそれは気をつける。

　だけど、俺の最高威力の【魔光矢デイバインボルト】一撃でも死ななかった。

　そうなると、どこまで再生するかなんだけど……これはそこまででもないはずだ。

　さっき吹き飛ばした肉にく片へんには吸収されてない大きさのものが残っていたから、そこまで小さくできれば少なくとも吹き飛ばしたあとにまた合体なんてこともないはず。

　そうとなると……問題はあの触手だよな。

　あれは厄介すぎる。

　スピードも速いし、パワーもある。それにあの触手は俺を捕まえることもできるようだから、触手に近づかれたらアウトだ。

　それに、触手のパワーを考えたら四本の腕のパワーは想像できる。だけどもし、他にもあったとしたら？　それに、溶解液みたいなものを使ってくる可能性もある。

　そうとなるとやっぱり遠えん距きよ離り戦せん闘とうしかないな。

　そんなことを考えていると、避け続けている俺に痺しびれを切らしたのか、突とつ然ぜん四本の腕を地面に叩きつけた。

「グォ……オ!!」

　そして、そのまま割った破は片へんを触手で掴み、こちらに投げつけてきた。

「……」

　冷静に見み極きわめ、これまでの。最初の頃の経験を呼び起こして避ける。避ける。避け続ける。

　避けきれないものは疾走の短剣で斬きり落とす。とにかく避けながらあいつの行動を観察を続ける。

　そして、同時に考え続ける。

　さっきまでの攻撃、それに加えて今の行動。

　これだけ見たら、遠近どちらも対応可能って感じだけど、実際はそうじゃない。

　確かに、触手は厄介だけど、それはあくまで物理攻撃だけだ。

　少なくとも俺の【魔法矢マナ・ボルト】による攻撃はどれも対応ができてはいなかった。

　そして、今もこうして避け続けていられるから確実に遠距離の勝負は俺の方が上手だ。

　これまでのことをまとめると、俺にできるのは――

「【魔光矢デイバインボルト】!!!」

　――これしかないよな？

　さっきと同じように巨きよ大だいな矢を放って、あの巨体を貫き衝撃波でバラバラにする。そして、吹き飛んだ肉片が集まろうと動き出す。

　だけどそれはさっきので学習済みだ！

「【複数捕捉マルチロツクオン】！　【魔法矢マナ・ボルト】!!!」

　飛び散った肉片の全てに【複数捕捉マルチロツクオン】を使って、【魔法矢マナ・ボルト】で作った矢を八本ずつぶん投げる。

　疾走の短剣で粉々にしてもよかったけど、その間に近くにあった肉片が合体して再生されると面めん倒どうなので、これで終わらせることにした。

　そんなわけで、弓でも手数が足りないので魔法矢マナ・ボルトを両手に持って、合計八本の魔法矢マナ・ボルトを同時に放ち、肉片を全てさらに細かく砕く。

　そして、肉片をさらに砕いて、再生しないことを確認したあと、同じようにまた別の肉片に八本同時に投げつける。

「オラオラオラオラオラオラッ!!!」

　投げて投げて投げて投げて投げる。
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　ＭＰのあるかぎり肉片に向かって矢を作っては投擲していく。

　次々と飛んでいく【魔法矢マナ・ボルト】はまるで流星群のように透とう明めいな矢で空間を埋め尽つくし、その全てがボスの肉片に突き刺さっていく。

　ボスがどれだけ再生しようとしても、再生する前にその数だけ矢が体を貫いていく。

　その光景はまさに圧巻の一言だった。

　そして、気づいた時には、いつの間にかボスの体は多賀谷もろとも原型をとどめていないほどに粉々になっていた。

　だけど、それでも終わりではないらしい。

　俺が【魔法矢マナ・ボルト】を投げる前の肉塊が徐々に小さな塊になって再生して、俺に飛んできた。

　触手も口も腕も足もない。本当に最後の足あ掻がきだろう。

「でも悪いな。俺の勝ちだ」

　飛んできた肉塊を疾走の短剣で切り分け、再び【複数捕捉マルチロツクオン】を発動させて今度は全ての肉片に【魔法矢マナ・ボルト】を投げつける。

「トドメだ」

　そして、俺は切り札の特大【魔法矢マナ・ボルト】を全力で最後に残った巨大肉片に投げつける。必中効果のある【魔法矢マナ・ボルト】から逃げられるわけもない。

　もうボスには反はん撃げきの手段もなく、ただひたすらに一方的に攻撃するだけだ。

　そして、ついに再生もせず、動かなくなったボスを見つめながら俺はその場に佇たたずみ続けるのだった。

「あいつはモンスターでもない別の生物になっていたってことか」

　そう考えるのが一番自然かな。

　ついでに言うと、多賀谷も合体？　吸収？　のようなものもされてたけど人ではない。絶対に。

「そうなってくると多賀谷から話を聞き出せなかったのが痛いな。でも、ああでもしなかったら俺が死んでたかもだし……」

　まず間ま違ちがいなく、今回の魔物暴走とボスの変異は多賀谷が原因だ。

　突とつ然ぜん誰だれもいないようなところに怒ど鳴なりつけていたような気がしたけど、多分間違いないだろう。

　あとはあの【憤ふん怒ぬ】と叫さけんでいたスキル。あれも気になるところだ。

　くっそ……本当に多賀谷を確保できなかったのが痛すぎる。

「とにかく、今は討とう伐ばつの証しよう拠こは手に入れたんだ。俺が考えても答えは出ないだろうし協会にでも調べてもらうのが一番だろ」

　だけどこの全ぜん滅めつしたパーティーの人達たちの死体は持って帰れないな。俺が地上に帰って報告して戻る頃には死体はダンジョンに吸収されて、装備とかだけになっているはず。

　その辺は【アイテムボックス】の不便なところだよな。

　こういう時には、人の死体なんかも回収できるようにしてほしい。

　だけどそのお陰かげで、人を殺したあとに【アイテムボックス】に死体を入れて、行ゆく方え不明にするなんてことになってないんだから世の中うまくいかないよな、ほんと。

　とりあえず黒い袋ふくろもそんなにないし、一いつ緒しよに入れるわけにもいかないから、連れて帰れなくてごめんと供く養ようの意味も込めて合がつ掌しようして、そのボス部屋を後にするのだった。







第11章　魔物暴走鎮圧







　ダンジョンから出て地上に戻もどると、魔物暴走も終わったらしく、既すでにダンジョンの入り口は封ふう鎖さされていた。

　普ふ通つうだったら、これから協会や企き業ぎようなんかの研究チームが来て魔物暴走がダンジョンに与あたえた影えい響きようなんかを調べるんだろうけど、俺はそんなことをしてる場合じゃない。

　とりあえず協会の人に【アイテムボックス】に入ってる肉片や牙、多賀谷の一部を渡わたしてこなきゃ。

「さてと、それじゃあ話を聞かせてもらおうか？」

　協会の人を絶ぜつ叫きようさせてきた後、移動してきた俺の前には縄でぐるぐる巻きにされて捕まえられている多賀谷に協力した探たん索さく者の二人がいる。

　縄で捕まえたのは今も二人に話しかけている協会の男性。近くにはもう一人協会から来た女性がいる。

　この縄は【魔ま道どう具ぐ作成】で作られた特別製の縄で、めちゃくちゃ頑がん丈じように作られてるらしい。

　見た目やスキルを使える探索者のことを考えて鎖くさりや手て錠じようではないらしいけど、縄でぐるぐる巻きって……まあいいけど。

「言っておくが、嘘は通用しないからな？　お前達が多賀谷に協力していたことは既にわかっている」

「こちらも既に多賀谷の協力者が探索者協会のデータベースの情報を書き換かえていたことは掴んでいる。今いま更さら誤ご魔ま化かすことはできないぞ？」

　協会から派は遣けんされてきた二人は、胸に赤色の蛇へびを剣けんで貫いたようなバッジをつけている。

　あのバッジには見覚えがないけど、嘘は通用しないと言ってるからには名前は忘れたけど嘘を見破るスキルを取っているのか？

「「……」」

「だんまりか……じゃあ兄ちゃん、悪いな。先に兄ちゃんに話を聞かせてもらうぜ？」

　二人の返事が返って来ないことに、男性はため息をつくと俺おれの方を向いてそう言った。

　俺は黙だまってうなずく。

　正直、俺も聞きたいことは山ほどあるけどとりあえず事実確認をしてもらうのが優先だ。

　それから、男性に促うながされるまま俺は多賀谷の協力者達について知っていることを話し始める。

　当事者の俺はここにいるけど、凛達三人は学生なのと俺の事情に巻き込こまれたこと、疲つかれてるだろうということでまた後日話を聞くらしくここにはいない。

　……俺も後日じゃダメだったのかな？

　とりあえずボス部屋での経けい緯いは改めて説明し直したし、嘘もついてなかったからすぐに信用された。

　既にあの二人が多賀谷に協力し、裏切っていたことがバレていたのもあって、この場にいる全員が俺の話を信じてくれたのも大きい。

　そして、俺が話し終わると同時に、男性が口を開く。

「……なるほどな。それで、ボスが変異していた理由はわかったのか？」

「いえ……なにも。多賀谷も【憤怒】というスキルらしきものを使ってましたけど、あれがなんなのかすらわかりません」

「【憤怒】……【憤怒】か。そんなスキルあったか？　聞いたことないけど」

「私も知りませんね。ですが話によるとそのスキルを使う前に、なにか叫んでいたそうですね？」

「はい。確か……全部くれてやるから寄よ越こせよ……だったかな？」

　俺の言葉に、全員が黙り込んでその場で考かんがえ込む。

　まあ、俺なんかよりよっぽど長くダンジョンに関わっている協会の人達が知らないんだ。俺がわかるわけもない。

　そんなわけで俺の話は終わりだ。

　俺にできることはもうないだろうし、思ったより早く終わったな。

　後はあの二人がどうなったかを聞けばいいかな。

「あの……それであいつらはどうなりますかね？」

「んー……そうだな。とりあえずは拘こう束そくしたままだが、おそらくもうすぐ警察が来ると思う。そしたら引き渡しだ」

「そっか。ならよかった」

　これであいつらが捕まったら、これまでの余罪も出てくるだろう。

　あの様子を見たらあんなことをしたのは俺にだけではないだろうしな。

　もしかして結愛が言っていた死亡率が高いというのも関係が……いや、考えるのは俺ではない。

　あの人達が聞いていけばすぐわかるだろ。

　そして、協会から来た人達とはここでお別れ。協会の職員も忙いそがしいんだろうな。

　俺の話を聞き終わったらあわただしく動き出したし。

　さてと、俺は後で凛達にも話を聞かなきゃだし、巻き込んでしまったことの謝罪もしなきゃないけない。

　まあ、とりあえず今日はゆっくり休もうかな。

　そんなことを考えながら俺は家に帰るのだった。







第12章　エピローグ







「はぁ……」

　昨日は散々な目にあったな……

　とりあえず、今日はこうして協会の支部に来て凛りん達たちの事情聴ちよう取しゆに付き合っている。

　一応待ち時間は応接室らしき場所で待たされてるけど、やっぱり暇ひまだよな。

　だって何もすることないし。

　一応俺が指導をしている時に事件に巻き込まれた、というか巻き込んでしまったから付き合わなきゃだし。

　それにしても、まさか多賀谷の協力者が凛達の指導を頼たのみ込んできたあの受付だとは思わなかったな。

　話を聞くと、あの受付は協会のデータベースが魔道具で確認されてることを利用して、情報を書き換えたらしい。

　監かん視しに使われている魔道具にはデータベースとカメラとを繋つなぐ魔ま力りよくのラインがあって、それを巌がん窟くつのダンジョンに繋がっているラインだけ少しの間切断して実行したらしいんだけど……いかれてるね。

　しかも本当に少しの間の、巌窟のダンジョンを見張ってた多賀谷から連れん絡らくを受けた一分でそれをやったっていうんだから。

　いくら誰だれも入らなかったタイミングとは言え一分は無理があるんじゃないか？　とも思ったけど、実際にできたみたいだし。すごいよなぁ。実際に多賀谷は入ってこられてたし。

「だけどなんでそれを世の中のために活いかせないかなぁ……」

　それだけの技量があるならこれからいくらでも上に上っていけただろうに。

　せっかくの才能も、使い方次し第だいじゃ宝の持ち腐ぐされだな。

　ダンジョン協会も今回の件で会見をするらしいし、ダンジョン協会はしばらく大混乱だろうな。

　協会の会長はダンジョンが生まれてから十五年探索者をしたあとに会長に就任した傑けつ物ぶつだ。滅めつ多たにそんな人が出てくるわけでもないし、会長も辞やめることはないだろう。

　その代わりこれからめちゃくちゃ忙しくなるだろうから、そこは多賀谷とか受付の手た綱づなを握にぎれてなかった罰ばつとでも思って頑がん張ばってもらおう。

　そんなことを思いながらボーッとしていたら、扉とびらがノックされた。

「うん？　どうぞー」

　凛達か協会の人かなと思って、俺は返事をする。

　入ってきたのは凛達でもなく、協会のバッジを着けていないことを考えると協会の人でもない、一人の女性。

　その女性は髪かみが腰こしまで伸びていて、とても綺き麗れいな水色のような髪色をしていた。顔立ちは整っていて、どこか大人っぽい雰ふん囲い気きもある。

　年は俺より年上かな。

「え～っと……どなたでしょうか？」

　昨日のこともあるし、なにがあってもすぐに対応できるようにしておく。

「……」

　女性は、しばらく俺を見つめて黙っていたが、突とつ然ぜん扉とびらに向き直って部屋を出ていった。

　……え？

「な、なんだったんだ今の人は……？」

　俺がそう呟つぶやいた瞬しゆん間かん、またもや部屋のドアが開く。

　今度は見知った顔だった。

「あー疲れたよ～!!」

「り、凛りんちゃんノックしてから入ろうよぉ……」

「もう遅おそい」

「そうだね～……」

　さっきの女性と同じように、扉が開いて凛達が入ってきた。

「お疲れ様さま。もういいのか？」

「うん！　もう終わりだよ!!」

「そっか。ならよかったよ。それじゃあ行こっか」

　三人と結愛に終わったことを確認して俺もソファーから立ち上がる。

「うん！　……って」

「どこに？」

　凛と杏あん樹じゆが首を傾かしげて聞いてくる。

　あ、言ってなかったっけ？　 まあ今言えばいいか。

「ハイオークを倒たおしたお祝いだよお祝い。俺が奢おごってあげるからどこか食べに行こうぜ」

「おお！　行く！　行きたい！　どこに行くんですか!!」

「わ、私もいいんですか？」

「私も？」

「えっと……わたしもですか？　わたしはハイオーク倒してませんけど？」

　凛、莉り奈な、杏樹の順番で三人は俺に確かく認にんしてきて、結愛は遠えん慮りよがちに確認を取ってくる。

「もちろん。三人には特に迷めい惑わくかけちゃったし、結愛には助けてもらっちゃったからな」

　今回の騒そう動どうは完全に巻き込んだ形になったし、お祝いと言ってもお詫わびの意味も込めてだけど。

「どこか食べたいところはあるか？　どこでも好きなところで良いぞ」

　俺の言葉を聞くと四人が集まって相談しだす。

　そして凛達に提案されたのは……




「焼肉ね～……四人とも本当に焼肉でよかったのか？」

　ダンジョン協会の支部から移動して今いるのは駅前にある焼肉屋。さらにその焼肉屋の個室。

　しっかりと支部で凛達の指導の報ほう酬しゆうはもらったしお金は問題なし。

　というかあの多賀谷に協力した受付の男。俺が凛達の指導をしているのを協会に報告してなかったらしくて、俺が指導している間の給料がなくなるところだった。

　牢ろう屋やの中に入っても迷惑をかけてくるって……なんつう執しゆう念ねんだ。

「もちろんですよ！　お肉は正義です!!」

「うん。むしろありがと」

「わ、私もありがとうございます……」

「そうですよ楓かえでさん！　お肉は正義です!!」

「そっか。でも今時の女の子ならもっとおしゃれなお店に行きたがるもんじゃないのか？」

　前にテレビで見た気がするけど、最近の若い子達は焼肉なんかよりもオシャレなカフェだとかスイーツを食べたりしたいらしいけど、この三人はそういったものとは無む縁えんらしい。

「うーん……確かにそういうのも良いですけど、あたしはこういうのが好きですね!!」

「私も」

「わ、私もあんなおしゃれそうなところはとてもじゃないけどきついですぅ……」

「いやーわたしは完全に凛ちゃん達のおまけなので!!」

　……おじさん（十九歳さい）最近の若い子の考えってよくわからない。

「……ここ」

「あー！　杏樹！　あたしの育てたお肉!!」

「ふふふふ。私の【解かい析せき】はこれが最高の状態のお肉ってことを教えてくれてる」

「もう！　だったらあたしも、【神速】!!」

「……!?　お肉が消えた……!!」

「ほへぇ～。すごいねぇ二人とも。あ、お肉が焼けたよ」

「も～。焼くだけじゃなくて莉奈ちゃんはもっと食べな？　ほら、このお肉なんかいい感じに焼けてるよ？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。あたしこれでも普ふ段だんはいっぱい食べてますから」

「そんなこと言わずにたくさんお食べよ～？　はい、あ～ん」

「……こ、これは！　……はむ!!」

　なるほど……。これが今流は行やりの肉食系女子か。

　早さつ速そく注文した肉が届いた途と端たんにこれだ。

　まさに戦場と言っても過言ではない。

「いや莉奈の言う通りだぞ、本当に。肉はいくらでも焼いてやるからもう少し落ち着いてくれ」

　実際肉は現在進行形で俺と莉奈と結愛が焼いてるし、注文すればいくらでも店員さんが持って来てくれる。

　というか普通に流してたけど肉争そう奪だつ戦せんにスキルを使うんじゃないよ。それもユニークスキルを。

「ほら、焼けたから食え」

　とりあえず焼けたものから順に凛と杏樹の前に持っていく。

　二人は同時に口の中に放ほうり込むと、幸せそうに咀噛し始めた。

「おいひぃ～!!」

「ん。美お味いしい」

「美味しいか。それは良かったよ」

　二人の様子を見ながら俺は自分の分を焼いていく。

　俺もそれなりに食べる方だと思うんだけど、女の子って結構な量を食べるんだなぁ。

「ほら、結愛も言ってたけど莉奈も焼いてばかりじゃなくてちゃんと食べるんだぞ？」

　さっきから莉奈は焼いてばかりでまったく箸はしをつけていない。

　莉奈が食べたのは俺が見た限りだと、結愛に口に放り込まれた時ぐらいだ。

　そんなわけで俺が育て上げた肉をトングで莉奈の皿。ついでに結愛の皿に乗せる。

　それと同時にこちらをキラキラした目で見てくる凛と杏樹の二人にも。

「あ、ありがとうございます」

「いやー楓さんありがとうございます。ん～。美味しい～」

　するとようやく莉奈が箸を手に取り、肉を口に運んだ。

　ついでに言うなら結愛も凛も杏樹もバクバク皿に盛られた肉を平らげている。

「それにしてもみんなよく食うな～……」

「ん～お肉が美味しいのもありますけど、あたしは探索者になったら食べる量が増えましたしね。あとは成長期！　あたし達は花の女子高生なんですから!!」

「私も」

「わ、私も探索者になって動くようになってからですね」

　よく食べるってところに花の女子高生って関係あるのか？

「そうだよな。三人とも高校生なんだもんな。

　そうだとしたら明日三人とも大変なんじゃないか？　魔物暴走スタンピートなんて滅多に巻き込まれないし」

　俺の記き憶おくが正しかったら年に十回あるかないかぐらいだったはず。

　今回の魔物暴走は異常事態イレギユラーっていうのもあるけど、そもそもが魔物暴走の起こるダンジョンの母数が多いからな。その分魔物暴走が起こる回数は多い。

　そのおかげ？　せい？　もあってか世間から見たら近くで起こったら怖こわいけど結構起きてる。だけど珍めずらしいっていう認にん識しきだ。

　そんなもの凛達と同じ高校生からしたら話を聞きたいという子達でいっぱいだろう。

「む～そうなっても話せないことの方が多いですからね」

　凛が頬ほっぺたにご飯はん粒つぶをつけて少し不満げに話す。

　まあ、確かに今回のことで話せることは少ない。

　今回は異常事態。それも人の手で引き起こされたいわば人災だ。

　そのせいもあって、今回の魔物暴走に関わった探索者には箝かん口こう令れいが敷しかれている。

　実際に事を引き起こした原因とボスを知ってる俺と三人はめちゃくちゃ言われたからな。

　だけど、俺は学校にも行っていないし、基本はソロだからその辺りを誤ご魔ま化かす必要もない。というか話す相手もいないしな。

　だけど三人はそうもいかない。

「う～誤魔化せるような話を考えとかなきゃ……」

「……大変」

「そ、そうですよね。でも仕方ないことですし、頑張ります」

　三人は高校生。昨日、近くで起こった魔物暴走に今日休んでる探索者のクラスメイト。これだけでも凛達と同じ高校生が魔物暴走に関わっていたということを連想するには十分だろ。

　そして、今回の魔物暴走について本当のことを話すわけにはいかないから、三人は頑張って誤魔化しを考えるしかないだろう。

　それも出来る限りの普通な感じに。

「ま、頑張れよ。最近探索者になる高校生が増えてるから聞いてくる子は多いだろうけどな」

「そうだよ～。頑張りな～」

　まあ、俺と結愛はもう学校は卒業してるからこんな月並みな言葉しか言えないけど。

「そうですよね～うちの学校でも探索者になりたい人向けに今年から説明会を開くらしいですし……」

　へー……そういうのもやるようになったのか。

　まあ、考えてみればそうだよな。

　探索者をしているなら先生としては心配な部分もあるんだろう。

　それに、高校三年生にもなると受験シーズンに突とつ入にゆうするし早めに決めてほしいんだろうな。

　正直俺の学校にもそういうものが欲ほしかったぐらいだ。

「ま、あたしはもう卒業したあとも探索者を続けるって決めてますし、なんの問題も無いですね!!」

「私も」

「わ、私もです」

　おおう……なんかこんなところで決意表明を聞くとは思わなかった。

　いや、高校を卒業したあとすぐに探索者として本格的に活動し始めた俺が言えたことじゃないんだけどね。

「そうですよ楓さん！　凛ちゃん達はこれからもわたしとパーティーでダンジョンに潜もぐってくんですから!!」

「ん？　ああ、そうだったな。みんなでパーティー組むんだって話になったんだっけ？」

　なんでも魔物暴走スタンピートの時に一緒に戦って気が合ったから、これからも一緒にパーティーを組むことになったらしい。

「そうなんですよ！　結愛さんのことは信用できるし、わたし達にはいなかった遠えん距きよ離りで攻こう撃げきできる人ですから!!」

「ま、まあ。結愛さんがＰｏｕＴｕｂｅｒのリーシェさんだったことには驚おどろきましたけど……」

「ん。私達もＰｏｕＴｕｂｅｒデビュー。ガーくんもよく見たらかわいいし」

「へ～。結愛もちゃんと三人に教えたんだな」

　正直結愛はＰｏｕＴｕｂｅｒとしてやってるから凛達と戦うのはあのたまたま出会った時だけだと思ってた。

「もちろんですよ。なんなら三人ともアストラルに所属することも決まったんですから!!」

「いや、早いなおい」

　俺が知らないところでいつの間にそんなことに……。ユニークスキルのこともあるし、俺が昔教えてた探索者で信しん頼らいできそうな企業に所属している人材を探してたけど……。

　まあ、自分達で信頼できる相手を見つけられたなら良いか。結愛だけしかアストラルについて知らないけど結愛なら信頼できるし。

「そっか。それじゃあ難しい話はここまでにして、せっかくの焼肉なんだから楽しまないとな。ほら、まだまだ肉はあるぞ？」

　そんな俺の声と同時にまた肉を焼き、食べ出す四人。

　俺も負けじと焼いて食べる。

　途と中ちゆうから大食い大会みたいなことになってしまったけど、こういうのもありかもな。




　そして、そんな大食い大会染じみたものを食べ放題でもないのにやってしまって、俺が支し払はらう会計の金額がとんでもないことになっていたりするのだった。







＊　＊　＊







「さてと……ステータス」


　――――――

　天宮楓

　レベル６３５

　ＨＰ：６３７０／６３７０　ＭＰ：４１９５／４１９５

　攻こう撃げき力りよく：７０７（＋52）

　防ぼう御ぎよ力りよく：６５７（＋12）

　俊しゆん　敏びん：１９７２（＋１３２２）

　器　用：８１２（＋１５２）

　精神力：２１２７（＋１４８７）

　幸　運：50

　ＢＰ：１５０

　ＳＰ：１６５

　スキル：【魔法矢マナ・ボルトLv.20】【弓きゆう術じゆつLv.10】【鷹たかの目めLv.10】【アイテムボックスLv.７】【捕捉ロツクオンLv.10】【鑑かん定ていLv.５】【ＭＰ増加Lv.10】【ＭＰ回復速度上じよう昇しようLv.10】【短たん剣けん術Lv.７】【索さく敵てきLv.９】【隠おん密みつLv.５】

　――――――



　ステータスを開いてレベルを確認する。

　……結構レベルが上がってきたな。この調子ならもうちょっとレベルを上げればランクの高いダンジョンに潜るためのシルバー試験も受けられるようになる。シルバー資格を取ったら潜れるダンジョンも増えるしもっと強くなれる。

　……それにしてもまさかこんな速度でここまで強くなれるなんてな。国がユニークスキル持ちを優ゆう遇ぐうするのもわかるなこれは。

「ま、なにはともあれまずはレベル上げだな……うっし頑張ろう」

　とにかく今はレベル上げ優先。

　頑張ろう！
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　一方その頃ころ。

　とある部屋で円えん卓たくを囲むように七つの椅い子すが並んでいた。

　そこには二つの人ひと影かげがあり、一つには男の姿があり、一つには女の姿がある。

「あん？」

「あら？　どうしたの？　■■■？」

「端たん末まつとの接続が切れやがった。クソが!!

　……まあいい。またすぐに見つかるだろ」

「あら羨うらやましいわね。あなたは端末が見つけやすいなんて。私なんてまったく見つからないのに」

「ふん！　てめえも他の奴やつらに比べたら端末は見つけやすい方だろ。

　……それにしても……なにもんだあいつは……」

「？　なにが？」

「いや、端末をぶっ殺したやつなんだが……いや、いい。思い出すのも腹立たしい……！」

　円卓を囲む二つの影かげ。

　そのうちの一つ男の影が円卓に握り拳こぶしを叩たたきつける。

「ふぅ……まあ、良い。端末になったらおもしろそうな人間も見つけたからな。収しゆう穫かくがないって訳でもない」

「あら本当に？」

「ああ。ただ、てめえも俺も端末には出来なさそうだがな！」

「ふ～ん。私はともかくあなたもなの？」

「ああ、俺もてめえも……端末には出来そうにねぇよ」

　そう言うと、女の影は口元をにやけさせた。

　その様子を見て男は面おも白しろくなさそうに舌打ちをする。

「そう……私もあなたもね」

「ああ。俺もてめえもだ」

　女はそう言うと、目の前の男に笑いかける。

　男はそんな女の笑えみを鼻で笑うと、そのまま勢いよく扉を開けて出ていった。

「まったく、本当に妬ねたましいわね。あ～あ。私も早く自分の端末がほしいわね」

　そういうと、女も部屋から出ていく。

　その後、部屋には誰もいなくなった。
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　カラフルな色のガラスで作られたステンドグラス。

　それは太陽の光を浴びて鮮あざやかに輝かがやいている。

　その光に照らされて、色いろ鮮やかな衣い装しようを身にまとった神父のような男が静かに立っていた。

　ステンドグラスから煌きらびやかに差し込む光は神父を照らし、神父は祭さい壇だんに置かれた聖書の朗読を始める。

　静せい謐ひつな空間には、神父の声だけが響ひびきわたり、聞く者全ての心を掴つかむ。

　まるで魔法のように。

「皆みなさん……今信しん託たくは下りました。我々がすべき事は……今こそ立ち上がる事です」

　そう言うと、神父は聖書を読み上げるのを辞め、集まっているもの達に優やさしく語り掛かける。

「この世界は変わってしまいました。ダンジョン。あんなものが出来てしまってからわたし達の家族、友人、親友、恋こい人びと、……ありとあらゆる命が危険に晒さらされ、誰もが恐きよう怖ふと隣となり合わせの生活を送っています」

　神父が語る言葉にその場にいた人々は聞き入る。

　神父はその様子を確認すると、より一層優しく語りかける。

「皆さん……我々人間は変わりました。我々が生まれる前までは幸せに満ちていたのに……今ではこのような世界になってしまいました」

　神父は一拍ぱくあけて、群衆を見回すと言葉を続けた。

「しかし！　今こそ！　我々は立ち上がらねばなりません！

　神はこう言っております」

　群衆はその言葉に唾つばを飲む。

「神は我々に『試練』をお与えになったのです。これは我々にそれを乗り越こえよ、という試練です」

　群衆は息をのむ。

「乗り越えるしか道はないのです!!　その為ためには我々は団結し、この試練を乗り越えましょう！」

　神父の演説に、群衆はみな熱ねつ狂きようする。その様子を見て、神父は嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

「我々『迷めい宮きゆう教会』は立ち上がります！　我々は天界からの導きを待っている迷える子羊を導いていくのです」

「「「おお！」」」

「我々の事を神はまだ見捨ててはいません！　ええ……皆さん!!」

　神父はその場にいる人々を見回すと最後にこう叫さけぶ。

「探しましょう！　我らが神が遣つかわしてくださった救世主を！」

「運命の少女を！」










あとがき







　皆様、はじめまして。本作「必中のダンジョン探索１　～必中なので安全圏からペチペチ矢を射ってレベルアップ～」の著者・スクイッドと申します。

　このたびは拙作を手にとっていただき、誠にありがとうございます。

　この作品は「小説家になろう」「カクヨム」の両サイトに投稿していたところ、ホビージャパン様の「第４回ＨＪ小説大賞前期『小説家になろう』部門」にて運よく受賞させていただき、こうして書籍化される運びとなりました。

　ＷＥＢに作品を投稿しはじめてから二年ほど経ちますが、こんなに早く書籍化という夢が叶えられるとは、本当に思ってもいませんでした。ちなみに、私が「小説家になろう」に出会ったのは高校一年生の時……具体的には、スマホを親に買ってもらってから少し経った頃でした。その時までに出会っていた作品とは全く違ったファンタジー小説やエンタメ作品が多数あり、みるみるうちにのめり込み、気づくとすっかり「なろう小説」ファンになっていました。

　……ですが、その頃はまさか自分で作品を書くことになるなんて想像もしていなかったですし、ましてやコンテストで受賞できるなんて、夢にも考えていませんでした。

　けれどその後、専門学校入学を機に、一念発起して執筆に挑戦した結果、今があります。ＷＥＢ版の執筆中は、多くの読者様の感想に励まされましたし、アドバイスその他いろいろと助けていただいて、ついにこうして書籍化の夢を叶えることができました。

　そういう経緯もあって受賞の連絡をいただいた時の喜びはとても大きかったですし、今思い返しても本当に嬉しく幸せな瞬間でした。

　……とはいえ、そのうち苦労も始まったりしますが（まあ、苦労といってもそこまで深刻でもないのですが）

　具体的には本作を出すまでに、いわゆる「著者校正」と呼ばれる作業があったのですが、校閲者様のご指摘がいちいち腑に落ちるものばかりで、大変身になるとともに、自分の拙さもあって対応に追われてしまい……。とにもかくにも、読者様にお届けする作品を書くにあたって、己の未熟さを改めて痛感いたしました。ですが苦労があった分、自分一人では気づけなかった改善点などを知ることができたわけで、作家としても大きく成長できたと思います。

　さて、ここらで関係者の皆様にこの場を借りて感謝と共にお礼を申し上げたいと思います。まずは担当編集者様。受賞してからこれまで、書籍化にあたりさまざまなサポートを下さり、どうもありがとうございました。担当様のアドバイスにはたくさん助けられました。まだまだ未熟者でこれからもご迷惑をおかけするかと思いますが、今後もご助力いただけますと幸いです。続いて校正者様。この作品の未熟な点、至らぬ点を多数丁寧にご指摘いただき、一部では修正提案などまでいただいて、どうもありがとうございます。おかげさまで読みづらい点、一部読者様が不快に思われるリスクのある表現などが修正でき、大変助かりました。未熟な身ですが、これからもよろしくお願いいたします。

　本文オペレーター様、デザイナー様。文字詰めその他、本文を読みやすく調整いただいたり、美しいカバーやロゴ含め、素敵な装丁をデザインしていただけて、とても嬉しかったです。これからもぜひ、お力を貸していただけると幸いです。

　さらに印刷所様。この作品を、こうして手に取れる本という形まで作り上げていただきどうもありがとうございます。ただでさえ出版物の多い昨今、いろいろと大変だと思いますが、流通や営業の皆様とともに、これからもよろしくお願いいたします。

　そして、イラストレーターのへりがる様。この作品のために、素晴らしいイラストの数々を描いていただき、どうもありがとうございます。私自身もちょっとあやふやだったキャラクターのイメージが絵になった時、予想以上のカッコよさや可愛さに驚き、感動いたしました。これからも末永くお付き合いをよろしくお願いいたします。

　そして最後に、この作品を手にとってくださった皆様。数ある中から本作を選んでいただきどうもありがとうございます。これからも面白いと思ってもらえるよう、連載も執筆も尽力していきます。こうしてまた、二巻で感謝の言葉を伝えられるよう頑張りますので、引き続き応援をよろしくお願いいたします。

　それでは皆様、ここまで読んでいただきありがとうございました。できましたらまた、次巻でお会いできることを祈っております。







電子書籍版特典ショートストーリー

『ある日、結愛リーシェと』







　日曜の街中。

　俺は自然公園のベンチに腰かけて道行く人々の姿を眺める。

　耳にイヤホンをつけて音楽を聞きながら歩いている男性。二人で飲み物を持ちながらキャピキャピ並んで歩く女性達。犬にリードを引っ張られながらも懸命についていっている子供。

　子供と手を繋いで歩いてる若い夫婦や、二人で手を繋いで散歩をしている老齢の夫婦。

　更には腕を組んで幸せそうな雰囲気を醸し出しているカップルも居る。

　一部殺意を覚えたが、まぁそれはそれとしてだ……。

「平和な光景だよな」

　何気ない日常の風景だが、その当たり前に見える風景こそ、何よりの平和の証でもあると思うのだ。

　ダンジョンに潜って自分の成長を実感するのも好きなのだが、こういう風に何も考えずにボーっとしている時間も嫌いじゃない。

　そんなことを考えつつ空を見上げる。

「…………ん？」

　不意に俺の顔に影がかかったかと思ったら、目の前にはサングラスをかけた少女の姿があった。

「お兄さん♪　暇してるならわたしと遊ばないですか？」

　薄いサングラス越しにも分かる眩しい笑顔で話しかけてきた少女だったが、その顔には見覚えがあった。

「……結愛？」

　その声をかけてきた少女は、大手事務所アストラル所属のPoutuber、「リーシェ」としての顔も持っている桜井結愛さくらいゆあだった。

　今日の彼女は探索者としての装備ではなく、可愛らしいフリルのついた白い半袖のブラウスを着ており、下は紺色のロングスカートを履いている。

「はい！　正解です！」

　俺の言葉を聞いて嬉しかったのか、満面の笑みを浮かべてＶサインをする結愛。

「えへへ～♪　どうですか？　似合ってますかね？」

「ああ、よく似合っているよ」

　そう答えると、彼女は実に嬉しそうな表情を浮かべた。

「ところでどうしてここに？　カメラマン役のガーゴイルくんがいないから撮影はしてないんだろうけど」

「どうしてって……。わたしだってお休みすることだってありますよ。ガーくんも撮影がないのでオフですし。それで街中をフラフラしてたら偶然、楓さんの姿が見えたから声をかけたんですけど……」

　なるほどね。

　確かに彼女の言う通り、俺達はダンジョンにばかり潜りっぱなしという訳でもない。

　彼女くらいの年頃の子ならば遊びたい盛りだろうし。

　それなら街中を歩き回ってるうち、たまたま俺を見つけても不思議ではないか……。

「そういうことか……」

「そういうことです♪　それよりも楓さんですよ。こんな所で何をしていたんですか？」

　ベンチに腰かけていた俺の隣りに座った結愛は、首をかしげながらそう聞いてきた。

「んー……見ての通りかな？」

「見ての通りと言われましても、ただぼーっとしてるようにしか見えませんけど？」

「まぁそうだな。ちょっと暇を持て余していたところだな」

「ふむぅ……」

　すると結愛は何かを考えるように顎に手を当てたかと思ったら、何を思ったのかいきなり立ち上がって俺の前に仁王立ちした。

　そしてそのまま両腕を組みながらドヤ顔でこう言い放った。

「それじゃあ、わたしが楓さんを楽しませてあげましょう！」

「………………はい？」
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「……で……。何で俺達はこんなとこに来てるんだ？」

「うわぁ～!!　可愛いですね!!」

　隣にいる結愛が目をキラキラさせながら、小動物コーナーの前でしゃがみ込んでいる。

　そう、今……何故か俺は結愛と二人っきりで動物園に来ていた。

「あの……結愛さんや？」

「はい、なんでしょう？」

「なんで俺は、動物園に連れてこられたのでしょうか？」

「えー？　ちゃんとわたし言いましたよね？　楓さんを楽しませるって」

　うん、それは聞いたんだけどもね。

「普通にまた買い物付き合うとかその辺だと思ってたんだけど」

「まあまあ、細かいことは気にしないでくださいよ。ほら、せっかく来たんですから楓さんも楽しみましょ？」

　そう言って立ち上がると、俺の手を引いて、とある広場の一角へと歩き出す結愛。

　まあいいか。

　本人が楽しいと言っている以上、それを邪魔するのは野暮ってものか。

　俺も動物は動画とかよく見るぐらいには好きだし。

　結愛に手を引かれるまま歩いていき、「ふれあいコーナー」とポップな看板に書かれた場所に着いた。

　受付していた男性職員の案内に従って中に入ると、数匹のウサギたちが自由に走り回っている。

「あっ！ ウサちゃ～ん♪」

　結愛もその姿を見てテンションが上がったのか、柵の中に入って行って手を伸ばしている。

「楓さん、早く早く～」

「はいはい、分かったよ」

　俺も結愛の後に続いてゆっくりと歩みを進めると、足元には茶色の毛並みをした小さなウサギがこちらを見上げていた。

　そのつぶらな瞳をした小動物と目が合った瞬間、何とも言えない愛おしさが込み上げて来る。そっとしゃがみ込んで手を近づけてみると、ふれあいコーナーにいるだけあって人慣れしているようで大人しく撫でさせて貰えた。

「おぉ……」

　思わず感嘆の声を上げてしまうくらい、そのモフモフとした感触は心地いい。

　というかこれは癖になる。

　しばらく無心になってモフモフしていると、不意に横にいた結愛が話しかけて来た。

「楓さん……満喫してますねぇ」

「そりゃあな。せっかくこうして結愛に連れてこられたんだから楽しまなきゃ損だろ？」

　ぶっちゃけこの毛玉動物の誘惑には抗い難いものがある。

　撫でればモッフモフで気持ちが良いし癒される。

　これがアニマルセラピーというやつなのか……。

　そんなことを思いながらも暫くの間、うさぎとの触れ合いを楽しむ。

　それにしても……

「結愛……お前すごいことになってるな」

「えー？　そうですか？」

「ああ……。そんなにウサギから好かれるなんて初めて見たよ」

「あははー。わたし動物に好かれるっぽいんですよね」

「いや、好かれるってレベルじゃないと思うけど……。まあいいか」

　俺の視線の先には、無数のウサギに取り巻かれている結愛の姿があった。

　俺や他の客が一匹なのにたいして、結愛のところにはめちゃくちゃ集まっていた。座っている結愛を囲み、まるで皆で押しくらまんじゅうするかのように大集合している。ある一匹が膝に乗って撫でられているかと思うと、別の一匹が頭の上に乗っていたり……

　……ん？　頭の上？

「……いや、結愛その頭の上のウサギはどうしたんだよ」

　さっきまでめちゃくちゃウサギが集まっていることに意識を持ってかれてたけど、改めて見直したらとんでもないことになってたわ。

「あ、これですか？　なんかちょっと屈んだらひょいひょいって登って来ちゃったんですよね～」

「いや、それでいいのか？」

　そう思って確認のためにスタッフの人に視線を向けてみるけど、返ってきたのは力強いサムズアップだった。

　……それで良いのかスタッフよ。

「えへへ～良いっぽいですね。おーよしよしよし」

「らしいな……」

　どうやら俺の心配は無駄に終わったようだ。

　その後も結愛はウサギたちをわしゃわしゃと撫で回していた。

　……まあ、そのせいか好かれすぎて、ふれあいコーナーから結愛が出られなくなりかけたりもしたけどそれは良いや。

　むしろうらやましいぐらいだったし。

「ははは……いや～愛されすぎちゃって困っちゃいましたよ」

　結局ここのスタッフの人達に手伝ってもらい、ようやくウサギの包囲網を抜け出してきた結愛は、苦笑いを浮かべてベンチに座りながら言う。

「あれは仕方ないな。俺も羨ましかったし……」

「そうですか？　それじゃあ楓さん、それはどっちの方ですかね？　ウサギを撫でる方ですか？　それともわたしに撫でられる方ですか？」

「当然ウサギを撫でる方に決まってるだろ」

　なにを言ってるんだこやつは。

　てか普通に、こんな日中で人目もある中、「結愛に撫でられる方です」とか言い始めたら俺、やばい奴だからな？

「ふむぅ……即答で言い切られるとちょっと複雑な気分ですね」

　すると結愛は頬を膨らませながら不満げに言った。

「なら聞くなよ」

「うっ……。まあそれはそれとして、まだまだここには動物がいっぱいいますよ!!　次はどこに行きましょうか？」

　そう言って結愛がパンフレットを開き始める。

　まあ、結愛が楽しめているみたいだし、俺も楽しいし別に構わないんだけどな。




＊　＊　＊




　それから俺達は様々な動物を見て回った。

　小動物コーナーで可愛い動物の姿に和んだかと思えば、爬虫類館でヘビを目にした時に結愛が悲鳴を上げたり。

「キャーッ！　ヘビ、イヤーッ！」

「ちょ、結愛!?」

　他にも、でっかいキリンの餌付けで野菜スティックをあげている間中、結愛が俺の後ろに隠れるようにして抱き着いたまま離れなかったり。

「はえ～、もの凄い勢い……ホントによく食べますね～」

「……いや、餌をあげるのはいいけど俺を盾にするなよ」

　さらにその次に足を向けた定番のライオン、チーター、ホワイトタイガーといった猛獣たちの檻の前では。

「ガオォーッ!!」

「グルルゥ……」

「ガウガウッ!!」

「ほえぇ～」

「……」

「ガゥ……」

「ウォン……」

　彼らは皆、威嚇するような素振りで吠えるんだけど、結愛や俺が怖がる様子が一向にないせいで、次第に意気消沈したような様子になってしまったり。

「少しぐらい反応してやれよ……」

「いや、モンスターと比べたら全く怖くなくて……」

「それはそうだけどさ、それでもヘビは怖いのか？」

「ヘビは別です!!!」

　途中のお昼は、俺はホットドッグ、結愛はサンドイッチをキッチンカーで購入して食べた。

　ホットドッグは、パンにレタスにソーセージにケチャップという普通のヤツだったけど、加えて赤いピリ辛ソースもかかっていた。

　味の方はシンプルだったけど、これがまたうまい。

　少し固めに作られているがそれでも柔らかいパンに焼きたてのソーセージ。

　それに加えてシャキシャキのレタス。

　ソースはケチャップの酸味とピリ辛のソースが同時に味わえて奥深い妙味。

　噛めば焼きたてのソーセージとシャキシャキレタスの食感が良いし、ソーセージから出てきた肉汁とソースのピリ辛フレーバー、酸味が合わさってなんとも言えない極上の味わいだ。

　結愛のサンドイッチもハムにレタス、たまご、カツといったシンプルなものだが、この幸せな空気と暖かい陽だまりの中では、それが実に美味しそうだった。

「うっま……」

「はい、ここは滅多にこれないですけど、それでもわたしのおすすめの一品なんですよね。……あれ？　よく考えたらこれ、マネージャーさんに頼んだら配信の後に食べる用にってことで買ってきておいてくれたりしないかな？」

「どうなんだろうな。結愛がダンジョンで配信してる時なら、買ってきてもらえるんじゃないか？」

「わざわざ動物園に入ってまで買いに来てくれますかね？」

「そこはほら、年間フリーパスとかで」

「そこまでやってくれるかなあ」

「まあ、その辺は経費で落ちるように願っとけば？」

　それでも買ってきてくれるかは知らないけど。

　それから他にもゾウやゴリラ、猿の群れや珍しい鳥などの動物たちを見ていった。

「いや～満喫しましたね！」

「そうだな。俺もいい息抜きになった」

「楓さんが楽しんでくれていたようでよかったです！」

「おう。ありがとな」

　こればっかりは結愛に感謝だな。

　あそこで結愛に会わなかったら、多分せっかくの休日だというのに、今日はずっとグダグダ自然公園のベンチに座ったままボーッとするだけだっただろうし。

「いえいえ。ところで楓さん。最後に一つだけ行っておきたい場所があるんですけど？」

「ん？　ああ。いいぞ」

「ありがとうございます」

　そう言って歩き出した結愛の後を追うようにしてついていく。

　結愛について行くこと数分。

　俺達が辿りついたのは、この動物園に併設されている遊園地内のアトラクションの一つ、巨大観覧車だった。

　……なんで観覧車？

「高いですね～。いや～やっぱりシメは観覧車ですよ！」

「う～ん。定番のシメかどうかは知らないけど、まあ、確かにこれは乗る価値があるよ」

　時間的にはもう夕方。

　人も比較的減り、中でも目立っていた家族連れも帰り始めているため、さして並ぶことなくスムーズにゴンドラに乗ることができた。

　そして今、俺達の乗っているゴンドラはゆっくりと地上から離れていき、どんどん遠くなっていく地面を眺めながら、俺と結愛は二人きりで言葉を交わす。

「それで、どうして観覧車に？」

「深い意味はないんですよ？　ただわたしの好きな景色を楓さんにも見せたかっただけです」

「そっか。……でも、確かに良い景色だな」

「でしょ？ わたしもこの風景が好きなんです……」

　眼下に広がる光景を見ながら結愛が目を細めて言う。

　日が落ちてきて夕陽に染まり始めた街並み。

　この日最後の輝きを放ちながら、山の向こうへと沈んでいっている太陽。

　そのどれもが綺麗だ。

「わたし、今の生活がすごく楽しいです」

　ふいに、結愛がそんなことを口にした。

　俺の方からは結愛の表情が見えないが、声色的に微笑んでいることはわかる。

「探索者でPouTuber。同年代の友達を作ろうにも、業界の女の子たちってなんだかドロドロしててあんまり好きじゃないし、男の人はちょっと有名になってきたらみんな下心が見え見えになって嫌になるし……」

「うん」

「だから、楓さんみたいな人と楽しく過ごせて、凛ちゃん達みたいに優しくて、普通に接してくれる人たちと一緒にいれることが嬉しいんです」

「そっか……。そう思ってくれてたなら俺も嬉しいよ」

　出会いはダンジョンの中で、結愛はリーシェとして撮影してた時だったからな。

　正直最初はとんでもないやつが来たなとか思わなくもなかったけど。

「だから……だからありがとうございます！　楓さん。あの時、わたしの提案を受けてくれて、凛ちゃん達と出会わせてくれて」

　ゴンドラの窓から夕陽が差し込み、こちらを向いている結愛の顔を明るく照らしだす。

「本当に、ありがとうございます！」

　その時の結愛は今まで見たことがないほど美しい笑みを浮かべていて、俺は思わず見惚れてしまった――。
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